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　　　プロローグ







「ねえ、お母様、お話を聞かせて」

　ベッドに寝ころんだエミーアは、小さな手でセイラの服をつかんで、そう言った。

「いいわよ。なんのお話がいいかしら？」

　と、セイラは尋ねたが、この小さな天使の答えが「森のお姫様と王子様のお話」であることはもうわかっていた。

　セイラはエミーアのやわらかな髪をなでてやりながら、もう何度話したかわからない物語を語り始める。

「昔々、森の側そばの小さなお城に、ひとりのお姫様が住んでいました。お姫様はひとりぼっちでした。なぜなら、そのお城は街から遠く離れていたので、遊びに来る人はいなかったのです。

　あるとき、お姫様は大好きなピアノを弾きながら願いました。

（どうかわたしも一度でいいから素敵な恋ができますように）

　その願いは聞き届けられました。狩りをするために森に来ていた若い貴公子がピアノの音色に惹ひかれてお城にやってきたのです。貴公子は美しい金色の髪と緑の目をもつ、優しい立派なお方でした。

　ふたりはすぐにお互いを好きになりました。一緒に歌ったり、動物を追いかけたり、湖で泳いだり、毎日一緒に遊びました。

　けれど、その時間は永遠には続かなかったのです。

　貴公子は、国の王子様でした。国の都合で、どうしても帰らなくてはいけなくなったのです。王子様と別れたお姫様は、さみしくて毎日泣いていました。でも、あるとき、王子様が贈り物を残してくれたことに気がついたのです。それは、お金や宝石よりもずっと素晴らしい贈り物でした。その贈り物を見ていると、お姫様はいつでも王子様を思い出すことができました。それだけではありません。贈り物はお姫様をいつも喜ばせ、心から幸せな気持ちにしてくれたのでした……」

　ふと見ると、エミーアは寝息をたてて眠っていた。

（この子はどうしてこの話ばかりねだるのかしら）

　セイラは微笑んだ。恋もロマンスもまだ何もわからない子どものはずなのに。

（おやすみなさい。わたしの可愛かわいい贈り物……）

　セイラは、エミーアのやわらかな金色の髪をなで、ひたいにそっと口づけた。





　　　第一章　森の中の出会い







　急に視界が暗くなって、エミーア・ホワイテは顔を上げた。うっそうと茂る木々が馬車の周りを取り囲んでいる。さっきまで開けた道を走っていたのに、いったいどうしたのだろうか。目的地は王都なのに、このままでは森の奥に入ってしまう。

　エミーアは車輪の音に消されないように声を張りあげ、御者に呼びかけた。

「ねえ、御者さん。もしかして、道が違うんじゃないかしら？」

　御者はエミーアの呼びかけに反応しない。馬をどんどん進めていく。

　馬車は激しく揺れて、今にも壊れそうだった。木々の枝が車体を打つ。エミーアは、幌ほろを支える棒を握って身を乗り出した。

「ねえ、止めてくださらない？」

　小さな馬車だ。声が届かないわけがない。エミーアが腰を浮かして御者台に手を伸ばそうとしたそのとき、御者が手綱を引きしぼり、馬車が停止した。

「きゃあっ」

　バランスを崩して座席に腰をぶつけてしまう。御者は振り返り、腰をさすっているエミーアに向かって、乱暴に言い捨てた。

「ここで降りろ」

　エミーアは姿勢を正すと、不安を押し殺して微笑ほほえんだ。

「まだ王都に到着してないわ」

「王都に行きたきゃ、自力で歩いて行くんだな」

「王都までのお金はもう払っているのよ？」

　御者はエミーアの訴えを鼻で笑うと、身を乗り出して、手に持ったナイフをエミーアの喉のどに突きつけた。

「さっさと降りろ。ただし荷物は全部ここに置いていくんだ。貴族のお嬢さんが供も連れずに辻つじ馬車で王都に向かうなんて、よっぽどの事情があるんだろう。ここで何かあってもあんたを探しに来る人はいないかもな」

　エミーアはくちびるを噛かんだ。貴族のお嬢様だと思われているのは誤解だったが、誰だれも探しに来る人がいないというのは当たっていた。先月、母を亡くしたエミーアは天涯孤独の身だった。屋敷も売り払い、今まで仕えてくれた使用人たちの最後の給与に充あてた。王都での用事を済ませたら、どこか住み込みで働ける場所を探すつもりだった。

「そのドレスも高く売れそうだな。脱いでもらおうか。荷物とドレスを置いて去れば、命だけは助けてやる」

　エミーアは頭では別のことを考えながら、なるべくか弱く聞こえるような声で言った。

「……本当に、命は助けてくれるのね？」

「ああ、約束する」

　御者はエミーアの白くてきめの細かい肌を眺めながら、にやにやと笑った。エミーアは外出用のガウンの留め金をゆっくりと外した。そして、それを勢いよく御者の顔にかぶせると、急いで馬車を飛び出した。

「おい、待て！」

　ドレスの裾すそを両手で抱えて、振り返らずに走り続ける。田舎で生まれ育ったエミーアは走るのは得意だったが、着慣れないドレスが重くてなかなか思うようにスピードが出ない。

　馬車で追ってこられないように、森の奥へ走っていく。木々の間を抜けて夢中で走っているエミーアは自分がどこに向かっているのかわからなかった。本能的に明るい場所を目指していく。

　木々がまばらになる。

　開けた場所に出たその瞬間、馬のいななきが聞こえて、エミーアはハッと息を呑のんだ。

　巨大な馬の脚がエミーアの目の前にあった。

　馬のいななきが耳をつんざいた。砂の粒が次々とエミーアのほおを打った。

（蹴けられる！）

　エミーアは硬直して目を固くつむったが、馬の脚はぎりぎりのところで方向を転換し、エミーアにぶつかることなく地面に着地した。

　馬がゆっくりと近づいてくる。

「大丈夫か？」

　凜りんとした若々しい男の声が天から降ってきた。

　その声が聞こえているのに、エミーアは返事をすることも動くこともできなかった。

　男は馬から降りると、立ち尽くしているエミーアの体を点検するように、頭を動かして上から下まで観察した。

「ケガはしていないようだな」

「……はい」

「走っている馬の前に飛び出してくるなんて、今頃死んでいてもおかしくなかった。俺の腕と、この馬だから避よけられたんだ」

　男の言うとおりだった。エミーアは申し訳なくて、目を伏せた。

「ごめんなさい」

「そうじゃない。俺は今、自慢をしたんだ、乗馬の腕を」

　男の声は微かすかに笑っているようだった。エミーアは改めて顔を上げて、男の顔をきちんと見た。
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　精悍せいかんな男らしい顔つきだが、思慮深そうな口元は優しさをたたえていた。深い湖水のような青い瞳ひとみだった。その目を見ていると、あたりの音が吸いこまれていくような気がした。

　腰に剣をさげているが、ダークブラウンの髪はほおにかかるほど長く、武人というよりは、貴公子という言葉が似合いそうな風貌ふうぼうだった。服も軍服というより、軍服を模した舞踏会用の服に見える。ずいぶんと繊細な造りで、男の魅力をいっそう引き立てていた。神々を描いた絵の中から抜け出したようだ、と、エミーアは思った。

　がさりと音がして、エミーアは後ろを振り返った。音がしただけで、そこには何もなかった。追いかけてきた御者だろうか。エミーアがひとりじゃないのを見て、引き返したのかもしれない。

「どうした？　鹿でもいたか？」

「……いえ」

　エミーアは、今の出来事を話すかどうか迷って男を見つめた。

　男は正義感が強そうだった。強盗に襲われたのだと言えば、すぐにでも馬で追ってくれるだろう。だが、馬にぶつかりそうになって迷惑をかけた上に、さらに面倒をかけたくなかった。そもそも自分が不用心にひとりで馬車に乗ったことが原因なのに。

「なんでもありません」

「そうか」

　男は、しばらく黙ってエミーアを見ていたが、ためらいがちに口を開いた。

「荷物も持たず供も連れず、君はいったいどこから現れたんだ？　もしかして、君は、森に住むと言われている妖精か？」

　男が大真面目まじめにそんなことを言うので、エミーアは思わず笑った。男が向けてくれる親しげな笑みに、恐怖で凍りついていたエミーアの心が溶けていく。一緒にいるだけで、気持ちが安らいでいく。

「人間です。ただの田舎娘ですわ」

「そう、人間か。それは安心した。だが、ただの田舎娘には見えない。名は？」

「エミーアです」

「俺はアドニスだ」

　エミーアに合わせてくれたのか、アドニスも名字を名乗らなかった。

（きっと立派な家の方なのだわ）

　気さくに話してくれているが、本当ならこんなふうに気軽に言葉を交わすことなどできない相手だろう。

　自分とアドニスの身分の差に思いを馳はせると、エミーアは少しさみしくなった。

　ただの田舎娘どころではない。今のエミーアには家も家族もなかった。ひとりぼっちだった。

　エミーアの祖父は伯爵だったが、男子に恵まれなかったため、ホワイテ家の爵位は遠縁の親戚しんせきに渡ってしまった。エミーアの父はエミーアが生まれる前に亡くなって、母セイラも先月亡くなった。

　王都までの旅費と着替えが入った荷物もさっき御者に奪われてしまった。

　だが、エミーアにはどうしてもやらなくてはいけないことがあった。それがエミーアを絶望と孤独から守り、前へ進む勇気を与えてくれていた。

（なくさないように身につけていてよかった）

　ドレスに覆われたエミーアの胸には母の形見のペンダントが隠されていた。




　──ねえ、エミーア。あなたにお願いがあるの。

　病床のセイラが声を振り絞るように、そう言ったとき、エミーアはどんなお願いでも絶対にかなえるつもりでいた。

　──なんでもおっしゃって。お母様。

　だが、セイラの願いはエミーアの予想を超えた突拍子もないものだった。

　──この手紙を国王陛下に渡してほしいの。あなたから直接。

　──陛下に？　わたしが？　直接？

　──そう。お母様と陛下は昔恋人同士だったのよ。陛下がまだ、王太子になられる前にね。

　──そんな話、わたし初めて聞いたわ。

　エミーアがぽかんとしているのがおかしいのか、セイラはくすくすと笑った。

　──初めてじゃないはずよ。何度も何度も聞かせてってせがんでいたじゃない。

　エミーアの大きな目は驚きで見開かれる。エミーアが何度もせがんだ話といえば、森の中の小さな屋敷に住む姫と、森に迷いこんだ王子が恋に落ちる話だ。

　──あのおとぎ話は、お母様と陛下のことだったの？

　──そうよ。

　病に臥ふせっているセイラのほおに微かに赤みが差した。セイラはゆっくりと体を起こすと、首にさげているペンダントを外して、エミーアに握らせた。

　──あなたにあげるわ。このペンダントは陛下にいただいたものなの。だから、これを見せたらきっとお会いしてくれるはずよ。




　エミーアは胸の上のペンダントにドレスの上からそっと触れた。手紙もコルセットの中に隠してある。荷物は全部失ったが、このふたつがあれば、約束を守ることができる。

　ぼんやりと考えごとをしていたエミーアは、アドニスの視線に気づいて、我に返った。

「君はどこの令嬢だ？」

「さっきも申し上げましたように、ただの田舎娘ですわ」

「そんなドレスを着た田舎娘がいるわけがない。ああ、そうか。俺には教えたくないのか」

　アドニスがため息をついたので、エミーアはあわてた。

「違うわ。そんなことありません。本当にただの……」

　エミーアは、言葉を続けるのをためらって口を結んだ。貴族の娘だと誤解しているから、アドニスはこんなに優しいのだ。本当のことを知られたら、もう、こんな親しげな笑みを向けてもらえないかもしれない。

　このドレスはセイラが娘時代に着ていたものだ。まだ、ホワイテ家が裕福だったときに仕立てたものだと聞いている。エミーアが持っているドレスはこれ一着だけだった。王に会うために、精一杯おしゃれをしてきたのだ。

（なんだかだましているみたいだけど。でも、今だけだもの。一瞬だけ夢を見てもいいじゃない）

　言い淀よどんで目を伏せるエミーアを、アドニスは熱い視線で見つめていた。

　森の中から現れたエミーアを目にしたとき、本当に妖精だと思った。木々の間から差しこむ光をまとった彼女は、この世の人とは思えないほど美しかった。銀に近い金色の髪はきっちりとまとめられておらず、乱れて肩の上で踊っている様子が朝日を映した川の流れのようでなまめかしかった。

　古風なドレスはエミーアによく似合っていた。乳白色のドレスに金の刺繍ししゅうがふんだんにあしらわれている。腕は覆い隠されていたが、デコルテは大きく開いていて、コルセットで持ち上げられた乳房の上半分がふっくらと覗のぞいている。

　透けるような淡い金色の豊かな巻き毛のエミーアは、光に包まれているように見える。雪のような肌はドレスよりずっと白く、アドニスが妖精かと尋ねたのは冗談ではなかった。

　だが、何よりアドニスの心を奪ったのは、新緑を映したような緑の瞳だった。みずみずしく輝いて、明るい炎を宿しているかのようだった。

（あまりしつこくすると嫌われるかもしれない。だが、家まで送り届けるくらい、許されるだろう。いや、むしろ、こんな森の中にひとりで置いていくわけにはいかない）

　アドニスは心の内の葛藤かっとうを見せないようにさりげなく、

「エミーア、君は、これからどこへ行くんだ？」

　と、尋ねた。

「王都です」

「ちょうどよかった。俺もこれから王都へ戻るところだ。馬で送ろう」

「いいえ。これ以上ご迷惑をおかけするわけにはいきません。王都はどちらの方角ですか？」

「こっちだが……」

　アドニスは肩越しに王宮の方向を指し示した。

「ありがとうございます。では、失礼します」

　ぺこんとお辞儀じぎをし、ドレスの裾を翻ひるがえして歩き始めたエミーアの進路を、アドニスはあわててさえぎった。

「ちょっと待て。まさか歩いていくのか？」

「ええ、方角さえわかればなんとかなります。道はつながっていますから」

　アドニスはエミーアの顔をまじまじと見てため息をついた。

「歩いたら夜中になる。ましてや女の脚で……」

　無謀なのはエミーアもわかっていた。だが、もう馬車はない。荷物も奪われたから、お金もない。でもなんとかなる、という気がしているのは、母譲りの楽観的な性格のせいだった。

「宿や飯はどうするんだ」

「野宿します。わたし、野草に詳しいんです。食べられる実を見つけて……」

「話にならない。本当の田舎娘でもそんなことは無理だ」

　アドニスはエミーアの手を引いて、馬の前まで連れていくと、エミーアの細い腰を両手でつかみ、ひょいと抱え上げ馬の背に腰かけさせた。抵抗する間もなく、エミーアは馬上の人になった。

「落ちるなよ」

　そう言いながら、アドニスがエミーアの後ろにひらりとまたがった。

「きゃあ」

「おっと」

　バランスを崩しかけたエミーアをアドニスのたくましい腕が抱きとめる。

「馬に乗るのは初めてか？」

「あ……いえ……あの」

　言い淀むエミーアの顔をアドニスが覗きこむ。エミーアは目のやり場に困って視線を泳がせた。すらりと通ったアドニスの鼻がほおに触れるほどすぐ近くにある。

　エミーアの心臓は全力疾走したときよりも速く脈打っている。見られて恥ずかしいのに、アドニスから目が離せない。手も震えて呼吸も浅い。頭がぐるぐる回る。

（どうしてそんなにじっと見るのかしら）

「そんなに緊張しなくても大丈夫だ。この馬は乗っている人間を振り落としたりしない」

「……はい」

　エミーアは顔を真っ赤にしながらうなずいた。緊張しているのは馬のせいではなかった。エミーアの緊張はすべて、アドニスのせいだった。意識をしないようにつとめていても、頭の中がアドニスのことでいっぱいになる。

「震えているな」

「……そんなことありません。もう大丈夫です」

　平気であることを示すために、エミーアはアドニスの顔を見上げて微笑んだ。

　次の瞬間、エミーアのくちびるにやわらかいものが触れた。

　驚いて声も出ないエミーアに、アドニスはささやいた。

「馬から落ちないためのおまじないだ」

「……おまじない？」

「そうだ。知らないのか？」

　アドニスが不思議そうにエミーアを見ている。おまじないならエミーアもよくやっている。満ちた月を映した水を飲むと願いがかなう、とか。でも、こんなおまじないは聞いたことも、本で読んだこともなかった。

（乗馬をしたことがないのだから、知らなくても当然なのかもしれない）

「初めて知りました」

（でもこれって、本で読んだ恋人同士の儀式に似ている……）

　エミーアの頭に疑問がよぎったが、それを口に出す前に、エミーアのくちびるは再びふさがれていた。

「……んっ」

　くちびるとくちびるが触れ合うと、微かにしびれるような感覚がエミーアの背筋を駆け抜けた。

　もう一度触れる。それから、まるでクリームをなめとるようにアドニスのくちびるが軽く開いて、エミーアのくちびるをついばんでいく。

「……アドニス様……？」

　アドニスの手のひらがエミーアの豊かな髪をなでていく。その動作が優しくて、エミーアの胸の中は温かくなる。

「……アドニス様。どうしてそんなにわたしを見るの？」

「実は試すのは初めてなんだ。効果があるのかどうかエミーアを観察している。どうだ？　何か変化はあったか？」

　アドニスに問われてエミーアは考えた。

「……胸の奥がぎゅっとつかまれたみたいに痛んで息が止まりそうになりました」

「そう。それから？」

「心臓の鼓動が速くなって、頭がぼうっとしています。……このおまじない、逆効果かもしれません。馬から落ちてしまいそう」

「そうか。逆効果か……」

　アドニスが考えこむ。

「それは、やり方が悪いのかもしれないな」

　エミーアのほおにアドニスの指が触れた。手のひらで顔を包みこまれる。エミーアは動けなかった。手を振り払うことも顔を背けることもできたはずなのに、アドニスの青い目に逆らえない。

「もう一度、やろう」

　くちびるがゆっくりと近づいてくる。

「……んっ」

　触れたとたん、やっぱりしびれるような痛みがエミーアの全身を走り抜けた。それは微かな感覚なのに声を出してしまって、エミーアは恥ずかしかった。

「……エミーア」

　アドニスが吐息混じりにエミーアの名をつぶやいた。それからエミーアを抱き寄せて、強くくちびるを吸う。

　微かなしびれが次々とエミーアの華奢きゃしゃな体を走り抜ける。初めての感覚だった。

　戸惑いと驚きでエミーアはアドニスを見つめた。

「大丈夫だから。力を抜いて」

　温かくてやわらかいものがくちびるをなぞる。アドニスに言われなくてもエミーアの体から力がどんどん抜けていく。

「……はあっ」

　エミーアが熱い息を漏らしたそのときを狙ねらって、アドニスの舌がくちびるを割って中に侵入した。

「……やっ」

　アドニスの腕の中でエミーアの体がビクンと跳ねた。さっきまでとは全然違う感覚だった。喉が締めつけられるような、もどかしいような気持ちだった。

「……なんだか体がおかしいわ……力が入らない……」

「効果が出始めて緊張が解けたんだ」

　確かに緊張は解けていた。でも、それだけではなかったが、なんだか恥ずかしくて言い出せなかった。

「……んんっ」

　口の中をかきまわされる。呼吸ができなくて溺おぼれてしまう。アドニスの顔からは笑みが消えて真剣な顔つきになっていた。

「目をつむって」

　目を閉じると恥ずかしさが少し消えた。アドニスの腕と吐息がエミーアを包み、馬上にいることも忘れてしまう。日の光の暖かさ、木々のざわめき、緑の匂におい。体の奥から幸せがこみ上げてくる。こんな気持ちを味わうのは初めてだった。

「……アドニス様」

　くちびるが離れたとき、エミーアはつぶやいていた。呼びかけたわけではない。思わず名がこぼれ出てしまった。

　またくちびるが奪われる。エミーアは言われたとおり目をつむったまま、それを受けた。さっきよりも激しく、くちびるを吸われる。体がしびれ、甘い気持ちが満ちてくる。

「……んっ」

（だめ。落ちちゃう……）

　思わずアドニスの服をぎゅっと握った。その手を温かくて大きな手が包みこんで顔が離れた。

「もう大丈夫だな」

　エミーアはうなずいた。体の力だけじゃなくて、気持ちもやわらかくなった。

　馬が歩き出した。エミーアはアドニスの両腕に包まれている。迷惑をかけてはいけないという気待ちよりも、このまま一緒にいたいという思いが勝ってしまう。

（馬を降りたら二度と会うことはない方なのに）

　そう思うと胸の奥に針で刺されたような痛みが走った。エミーアはアドニスの腕をぎゅっと握って、顔を上げる。

（今のこの気持ちをちゃんと味わおう）

　──今この瞬間は二度と来ないから。未来の不安で「今」の幸せをすり減らしてはだめ。ちゃんと見て。

　セイラの言葉を思い出す。おかげでエミーアは、セイラがもうすぐ死ぬというときも悲しみだけにとらわれず、残された時間に向き合うことができた。

　馬の歩くリズムが心地よい。それ以上に、自分の体を包むアドニスの体温が気持ちよかった。

（今は、この胸の痛みについては考えないことにしよう）

　エミーアは無意識のうちにペンダントに触れながら、ゆっくりと深呼吸をした。




　アドニスは困っていた。王宮付きの騎士として、様々な仕事をこなしてきたが、こんなふうにどうしていいのか策が浮かばず途方に暮れることは初めてだった。

　原因は腕の中にある可愛らしい生き物だった。

（エミーア……君はいったい何者なんだ？）

　腕の中にいる女性は、アドニスが今まで見たことがないくらい美しくて可憐かれんだった。それだけではない。気取った貴族の娘たちとは違う魅力があった。表情がくるくると変わる。エミーアを困らせたり、恥ずかしがらせたり、笑わせたりして、いろんな表情を見たくなる。

（かといって、おまじないは、やりすぎだ）

　からかうつもりではなかった。ただ、つややかな赤いくちびるに吸い寄せられてしまって、あんな言い訳をしてしまった。

（離したくない。このまま持って帰りたい）

　まるで駄々をこねる子どものように、アドニスは自分の欲求を抑えられない。

（結婚すれば一緒にいられる。だが、エミーアを妻にするためにはどうすればよいだろうか）

　アドニスは小さくため息をついた。まだ出会って少ししか経っていないし、相手の気持ちも確かめていない。どんな家の生まれなのか、何歳なのか、結婚を約束した相手はいるのかも知らない。それなのに、勝手にプロポーズの算段を考えている自分は、正気を失っている。

（こんなことなら、仲間の結婚の話をもう少し真面目に聞いておけばよかった）

　アドニスはこれまで、自分が結婚することはないと思っていた。

　アドニスは王宮の中で暮らしているが、貴族でもなんでもない、庶民だった。もともと孤児だったのを、十五のときに王に拾われて王宮付きの騎士となった。そして、王の護衛係として仕えている。本来はありえない好待遇であるため、他の貴族たちから不満が出ないよう、アドニスは王の親戚ということにされている。本当の出自を知っているのは王と孤児院の院長だけだ。

　王の側にいつもいる美形の騎士アドニスには、常に、貴族令嬢たちの熱い視線が注がれていた。様々な家から結婚の打診をされる。だが、アドニスは、偽りの身分で相手をだまして結婚する気はなかった。それは相手の家を冒涜ぼうとくすることになる。

（エミーアがどんな家の生まれなら、俺は結婚できるだろうか。いっそ本当に田舎娘ならば、なんの気兼ねもなくプロポーズできるのだが）

　こんな気持ちになったのは初めてだった。このまま別れてエミーアが他の男の妻になるくらいなら、王に頼みこんででも、エミーアを自分のものにしたい。

　金色の髪がアドニスのほおを心地よくくすぐる。

「王都が見えたわ」

　エミーアが言った。

「ああ」

　アドニスは焦った。考えがまとまらないまま到着してしまった。

「王都のどこに行くんだ？　そこまで送ろう」

「いいんです。ひとりで行きます」

「遠慮しなくていい。今日は仕事が休みなんだ」

　少しでも長くエミーアといたかった。誰かの家に遊びに行くのか、それとも買い物だろうか。

　エミーアは少しためらってから、思い切ったように話し始めた。

「実は、王都じゃなくて、王宮に用事があるんです」

「王宮？　もしかして、王宮で働くのか？」

　アドニスの声は弾んだ。それなら毎日会える。

「いいえ、違うんです。王様に母の手紙を渡しに行くんです」

「陛下に手紙を？」

　意外な答えだった。

　エミーアは豊かな金色の髪の毛をかきわけると、首に手をやって胸元からペンダントを引っ張り上げた。

「母がいつも身につけていたペンダントです。これは陛下にいただいたものだから、これを見せれば会ってくれるって」

「見せてもらってもいいか？」

「ええ」

　アドニスはそのペンダントを、そっと指でつまんだ。乱反射する光を閉じこめたしずくの形をした宝石だった。台座は金でできている。ペンダントを裏返したアドニスの顔から笑みが消えた。そこには、王族の紋章が刻まれていた。

「陛下から直接いただいたのか？」

「ええ。陛下がまだ王太子になる前のことだって」

　アドニスはエミーアの微笑をたたえた美しい顔を、呆然ぼうぜんと見つめた。

　以前、王からひとりの女性を密ひそかに捜索するように頼まれたことがあった。その女性が持っているはずだという宝石の絵も見せられた。それがこの宝石そっくりだった。

「母君の名は……？」

「セイラ。セイラ・ホワイテです」

　もう疑いようがなかった。今、目の前にいるエミーアは、アドニスがずっと捜していた女性の娘だった。

「お母様はお元気か？」

　エミーアは首を振った。

「先月亡くなったんです」

「……お父上は」

「お父様は……わたしが生まれる前に亡くなったと聞いています。母はひとりでわたしを育ててくれました。でも、ひとりといっても、乳母のハンナと庭師のじいやもいて、あと子どものときは伯母おばもいたから、さみしくなかったわ」

　エミーアは心からそう思っているように微笑んだ。光がこぼれるような笑みだった。

「エミーア、君は今何歳だ？」

「十七になります」

「そうか」

　アドニスは手綱を強く握りしめた。よく見れば、光に透けるような金色の髪も、明るい緑の瞳も、王にそっくりだった。きっとエミーアの母は、エミーアを王に会わせるために手紙を託したのだろう。

（……運命は残酷だ）

　どんな相手だったとしても手に入れるつもりでいた。でも、王の娘となれば話は別だ。自分のような者が結婚できるわけがない。そんな望みを抱くこと自体が、王に対する背徳行為だった。

「アドニス様……？」

　険しい顔で黙りこんでいたアドニスは我に返った。

「……やっぱり、無理かしら。わたしみたいな田舎娘が陛下にお会いするなんて。アドニス様は笑わないで聞いてくれたけれど、きっと門前払いを食らわされるわ」

　エミーアはしょぼんと落ちこんでいる。

「いや、大丈夫だ。エミーア、君は運がいい。俺は王宮で働いている騎士なんだ。俺から陛下に話してみよう」

「本当？」

　エミーアの目が輝いた。それからはにかんだような笑みを浮かべた。

「アドニス様は騎士だったんですね。本物の騎士の馬に乗せてもらえるなんて、光栄ですわ」

（このまま俺が王に会わせなかったら、エミーアを妻にすることができるかもしれない……）

　一瞬よぎった考えをすぐに捨てる。それは今までの恩を仇あだで返す行為だ。エミーアから父親を奪うことにもなる。

「アドニス様？」

「……アドニスでいい」

「でも、アドニス様は騎士で、わたしはただの……」

「そう呼んでほしいんだ。身分なんて関係ない。俺とエミーアは森で出会ったんだ」

（今、同じ呼び名で呼んでもらっていれば、王女と家臣の関係になっても、このときのことを思い出せるかもしれない）

　王に会って、王女様となってしまったら、エミーアとアドニスは王族と臣下の関係になる。もうこんなふうに気軽に話せなくなるだろう。

「……アドニス」

　恐る恐る口にして、エミーアはため息をついた。

「慣れないわ」

「大丈夫、直に慣れるさ」

　アドニスはさみしさを押し殺して無理やり微笑んだ。





　　　第二章　囚とらわれの姫







（あれ、ここは……？）

　エミーアはやわらかなベッドの上にいた。眠っていたようだった。

（全部夢だったのかしら）

　体中に幸せな余韻が満ちている。

「アドニス……」

　エミーアはつぶやいた。素敵な人だった。まなざしも体温もちゃんと覚えている。

「目覚めたか？　気分はどうだ？」

　心配そうにアドニスがエミーアを覗きこんで聞いた。

（夢じゃなかった）

　エミーアのくちびるは自然にほころんだ。嬉うれしさが湧わいてくる。

「わたし、どうしたのかしら」

「王宮に着いて馬から降りたとたん、倒れたんだ。日が暮れてしまうと思って、休憩もせずに馬を走らせた。無理をさせてしまった。悪かった」

「倒れて……」

　王宮に着いた、というアドニスの声を聞いたのがエミーアの最後の記憶だった。ということは、外からこの部屋まで運んでくれたのだろう。

（また迷惑をかけてしまった……）

　申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

「ごめんなさい、わたし……」

　エミーアのセリフをさえぎって、アドニスが話を続けた。

「ここは王宮の中だ。もう遅いから今日は陛下に謁見えっけんできない。だから、とりあえず俺の部屋に運んだ。陛下はお忙しい。いつお会いできるかわからない。君がここにいてくれたら、陛下のご予定に合わせやすい」

　アドニスはだんだん早口になった。これしか方法はないと何度も自分に言い聞かせているのに、どこかやましかった。エミーアを自分の目の届くところに置いておきたいという気持ちが強すぎて、冷静に判断できているかどうか自信がなかった。

　王の血を引く娘を町の宿屋に泊めて何かあったら大変だ。連絡が取れなくなっても困る。かといって、王に判断を仰ぐまでは王宮の他の人間の目に触れさせたくなかった。セイラの存在を知っているのはおそらくアドニスだけだった。突然、娘が現れたら、王妃も重臣たちも大騒ぎになるだろう。社交界のスキャンダルになってしまうかもしれない。

「勝手に決めて悪かった。だがこれが最良の方法だった」

　アドニスは言葉を継いで、真面目な顔でエミーアを見た。別に下心があったわけではないが、意識のない間に自分の部屋に連れてくるなんて騎士のする所業ではないと責められたら何も言い返せない。

　しかし、エミーアはアドニスを責めるなんて思いもしないようだった。

「ここがアドニスの部屋？　なんだかお姫様の部屋みたい。素敵だわ！」

　アドニスは苦笑した。

「ここはもともと王妃陛下が娘時代に使っていた部屋なんだ。ちょうど、今のエミーアくらいの年頃かな」

　調度品もそのままだ。そんな部屋を使わせてもらうなんて恐れ多いとアドニスは何度も辞退したのだが、ここが一番、王の一家を守るのにふさわしい場所だと言われ、しぶしぶここに住んでいる。

「王妃様……」

　しまった、とアドニスは思った。エミーアにとって王妃は自分の母の恋人を奪った恋敵になるはずだ。でもそうではない。

　どう説明すればいいだろうと思案しているアドニスの横で、エミーアは目をきらきらさせながら部屋を見回していた。

「だからこんなに素敵なのね」

　アドニスは苦笑した。杞憂きゆうだったらしい。十七歳と言っていたが、恋などしたことがないのだろう。母と王が昔恋人同士だったということも、おとぎ話の延長みたいに思っているに違いなかった。

（ましてや、自分がその恋の結晶だなんて、想像もしていないのだろう）

「陛下のことを話していいか？」

　アドニスが言うと、エミーアは聡明そうめいそうな瞳でアドニスを見た。

「王妃様は先代の王の娘なんだ。本当はふたりいる兄のどちらかが王位を継ぐはずだった。だが、ふたりが相次いでお亡くなりになって、王妃様は王族の血を引く相手と結婚し、王位を守る必要があった。それで、今の王様と結婚した。当時、陛下は……フランスタ様は、公爵家の次男で、王妃様の従弟いとこだった。本来、王位には関係ないお方だったんだ」

　こんなことを一度に言っても、エミーアは戸惑うばかりだろう。だがアドニスは、エミーアに、自分の父親が不誠実な人間だと思ってほしくなかった。

「本当は陛下にはそのとき結婚すると心に決めた恋人もいた。だが、国のために別れてしまった」

（子が宿っていることも知らなかった……）

「その恋人が、お母様だったのね」

　と、エミーアが言った。

「そうだ。どうか、勝手な願いだが、陛下を恨まないでほしい。王妃陛下のことも」

「どうして恨んだりするの？　お母様はとても幸せだったっておっしゃっていたわ。お母様を幸せにしてくれた陛下にわたしはお礼を言いたいの」

　エミーアの緑の瞳は少しも濁りがなく、聡明な光を放っていた。エミーアはセイラが幸せだったという生きた証拠だった。

「わたしもお母様みたいな恋をしてみたいって、ずっと思っていたわ。だから、今日……」

「今日？」

　何を言い出すのだろうと驚いてアドニスはエミーアを見た。エミーアの顔がみるみる赤く染まっていく。

「なんでもないわ」

　エミーアはあわててアドニスから目を逸そらした。




　エミーアは動揺して、手のひらでぱたぱたと顔をあおいでいた。

（わたし、いったい何を言おうとしていたのだろう）

　きっと、お姫様のお部屋に通されて、馬から降りたらお別れだと思っていたアドニスと朝まで一緒にいられることになって、浮かれているのだ。

「暑いのか？」

　アドニスが尋ねた。

「ええ、少し」

「じゃあ、脱いだほうがいい。そのまま寝るわけではないのだろう？」

　差し出されたアドニスの手をとってエミーアはベッドから下りた。

　が、アドニスがエミーアの後ろに立ってドレスのひもを解いていくので、あわてて身を翻した。

「じ、自分でできます」

「それはだめだ。王宮には王宮のルールがある」

　アドニスに言われて、エミーアはしぶしぶ元の向きに戻った。そういえば、身分の高い人は着替えを自分でしないと本で読んだことがある。王宮の中ではこれが普通なのかもしれない。

　背中のひもが外される。すとんとドレスが落ちて、コルセットも外される。エミーアは下着だけになった。肌のほとんどはまだ隠されているが、胸の丸い膨らみは上半分が露あらわになっていた。

「なんだか恥ずかしいわ……」

「俺の前では何も恥ずかしがらなくていい」

「どうして？」

　愛してるから、という言葉を飲みこんでアドニスは微笑んだ。

「エミーアがきれいだから」

「わたしが……？」

「そう」

　下着に指をかけられる。エミーアは唾つばをこくんと飲みこんだ。恥ずかしいという気持ちでいっぱいなのに、アドニスの視線をもっと集めたくなる。

　豊かな乳房とくびれた華奢な腰がついに露わになる。

　アドニスはドレスを椅子いすの上に揃そろえて置くと、想像以上のエミーアの美しさにため息をついた。ペンダント以外何も身につけていないエミーアは、まばゆくて神々しかった。それなのに自分の手で汚してしまいたい、暴力的な劣情をかきたてる。

「本当にきれいだ」

　アドニスの指がエミーアのほおを包んだ。エミーアは戸惑いと嬉しさの混ざった表情を浮かべている。潤んだ瞳と微かに染まったほおは朝露に濡ぬれた花のようだった。

「……アドニス？」

（今夜だけ）

　アドニスは胸の中でつぶやいた。

（エミーアの姿を目に焼きつけておきたい）

「寒くはないか？」

　エミーアはうなずいた。アドニスにきれいだと言われて嬉しかったから、隠さないようにがんばって耐えているが、やっぱり恥ずかしい。

「よく見せて」

「どうして？」

「あんなふうに突然倒れるなんて、どこかにケガをしているかもしれない」

「大丈夫よ。どこも痛くないわ」

「だめだ。俺が確かめる。気づかないくらい小さな傷から毒が入って熱病になることもある。いいね？」

　エミーアはうなずいた。アドニスの言葉には逆らえない。でもそれは、怖いからではなかった。アドニスの落ち着いた声を聴くと、うっとりとして言うことを聞きたいという甘い衝動に襲われて我慢できなくなる。

　エミーアは抱き上げられ、裸のままベッドに座らされた。

「緊張しているね。馬に乗ったときみたいに」

　青い瞳がエミーアを覗きこんでいた。

「おまじないが必要かな」

　エミーアはうなずいた。エミーアのくちびるがまるで誘うように開いて微かに震えた。くちびるから吐息がこぼれる。

　アドニスがベッドに乗ってきて、吐息ごと食べるように、エミーアのくちびるをふさぐ。

「……んっ」

　今度のおまじないは最初から激しかった。何度もくちびるをついばまれる。舌が口の中に入ってかきまわされる。熟した果実になってむさぼり食われているような気持ちだった。

　息が荒くなる。体も熱くなる。

「力を抜いて。俺に身をゆだねて」

　エミーアはアドニスのたくましい胸に自分の体重を預けた。ここは馬の上と違って落ちる心配がないのに、自分の体が自分のものではないような、熱に浮かされたような状態になる。

　目が合うと、エミーアは胸がぎゅっと締めつけられた。甘い気持ちがこみ上げる。

（この気持ちはなんだろう……）

「そろそろ効いたかな」

　アドニスはくちびるを離して、そっとエミーアを横たえた。少しも隠されていない白い裸体は、ほのかに桃色に染まって、淡く発光しているように見えた。

「腰にあざができている」

　アドニスに言われて、エミーアは自分の腰を見た。青あざができている。馬車で打ったのだろうか。

「痛くないわ」

「本当に？」

　言いながら、アドニスの頭が下りてきて、くちびるでそっとあざに触れた。エミーアは小さな悲鳴をあげた。

「こんなに軽く触れただけで、痛むのか」

「違うわ。びっくりしただけよ」

「それが本当なら、二回目は悲鳴をあげないな」

「ええ」

（……んっ！）

　体に電流が走るような思いがして、エミーアはやっぱり悲鳴をあげそうになった。痛くないのに、ぞくぞくした不思議な感覚だった。

「他と違う感じがするのか？」

　エミーアはうなずいた。
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「でも、なんともないわ」

　アドニスは顔を上げてエミーアを見た。

「なんともないなら、どうして触れただけで体が動くんだ？」

　今度は腰のくびれに甘い電流が走る。

「……ひゃっ」

　くすぐったいのか痛いのかわからない感覚に、エミーアは思わず悲鳴をあげた。平気だと言った手前、悲鳴なんてあげたくない。必死で我慢しているのに、アドニスに触れられたところが、火傷やけどをしたみたいに熱く燃える。アドニスのやわらかな髪がさわさわとエミーアの肌をなでる。

　アドニスは今度は、エミーアの首筋にキスをした。

　エミーアの息はだんだん荒くなる。

（わたし……なんだかおかしい……）

　くちびるが耳に触れて、エミーアの体はカッと熱くなる。

（……だめっ）

　生温かくてやわらかいものが耳のふちをなでていく。ぴちゃという唾液だえきの音が聞こえてくるたびに、感覚が鋭敏になっていく。

　アドニスはくちびるで耳たぶをもてあそびながら、手のひらでエミーアの体をなでていく。誰にも触れられたことのない乙女の体だった。はちきれんばかりに膨らんだ愛らしい乳房にそっと手のひらをあてる。

　指に少しずつ力を入れていく。乳房がいやらしく変形し、代わりに薄い血色のつぼみがつんと突き出てアドニスを誘う。豊かな丸い双丘にゆっくりと指を食いこませていった。どこまでも指が沈みこみそうなやわらかさだ。

　そして、その頂いただきの小さなつぼみの輪郭をそっと指の先でなぞった。

「……ああっ」

　エミーアが甘い声を放った。エミーアは自分の声に驚いたように、目を見開いた。

「ここ？」

　アドニスが尋ねる。

「いいえ。なんでもないわ」

　エミーアは首を振った。

「本当に？」

　アドニスの指が動いて、エミーアの体はぴくんと跳ねた。

　アドニスは指をくわえて唾液で湿らせると、尖とがってきたつぼみを蹂躙じゅうりんし始める。

「……やっ……だめっ」

　エミーアは甘い悲鳴をあげてのけぞった。甘いしびれが間断なく襲ってくる。

「……ああっ……」

「他と違うんだね。じゃあ、よく調べなくては」

　アドニスにもてあそばれた頂は固く閉じて、いっそう敏感になる。

「……んっ」

「軽く触れているだけなのに、そんなに悲鳴をあげて暴れるなんて。やっぱりここに原因があるんだな」

「違うの。アドニス、わたし……」

　エミーアは必死だった。これ以上触れられたらおかしくなりそうだった。

「わたしが倒れたのはたぶん、寝不足だったからなの。ずっと眠れていないの」

「そう。ケガや病気じゃないんだな」

「ええ」

　アドニスが手を止めてくれたので、エミーアはほっとした。

　まだ呼吸が荒かった。心臓がドキドキと鳴っている。

「それを早く言ってくれればよかったのに」

「心配させてごめんなさい」

　アドニスはエミーアの顔の周りの髪の毛を優しくかきわけて微笑むと、

「それなら、ぐっすりと眠れるマッサージをしてあげよう」

　と言った。




　エミーアが顔を上に向けると、アドニスの優しいまなざしがあった。降り注ぐ陽光のように、暖かくてまぶしい。

「エミーア……」

　アドニスがつぶやいて、吸い寄せられるようにふたりの視線が交わった。

「まずは、緊張を解くためのおまじないだ」

　アドニスが自分に言い聞かせるようにつぶやいた。エミーアは目だけで応こたえる。

（なんだか前よりも効きやすくなったみたい……）

　くちびるが軽く触れあっただけで、エミーアの力は抜けていく。

　それだけではなかった。胸の奥から泉のように温かくて幸せな気持ちが湧き出てくる。

　エミーアはもう自分が緊張なんてしていないことに気がついた。緊張どころか、アドニスと一緒にいると満ち足りた安心感に包まれる。

　アドニスの舌がエミーアのくちびるをこじ開け、歯と歯の間へ押し入ってくる。強引な侵入に戸惑いながら、エミーアはアドニスにすべてを明け渡した。

「……んんっ」

　お腹の奥から何かがせりあがって喉をふさぐ。苦しいのに、やめてほしくない。アドニスの手のひらが、エミーアの肌の上を滑っていく。触れられたところが、熱を帯びる。ぴりぴりとしびれていく。

（……これがマッサージ？）

　アドニスに触れられただけで、体が変わっていく。

「……アドニス。なんだか怖いわ」

　潤んだ瞳でエミーアは訴えた。

「どうした？」

「なんだか熱いの。息が苦しくて、喉が詰まっているみたいに」

「そう。今は準備中だからね。もうすぐ吐き出させて楽にさせてあげる」

　アドニスの指がエミーアの胸のつぼみをそっとつまんだ。

「……あんっ」

　エミーアの口から甘い悲鳴が飛び出た。エミーアは自分の口を押さえてアドニスを見つめた。

「そう。そうやって声を出すんだ。楽になる」

「でも、わたしの声じゃないみたい」

「エミーア、それが君の声だよ」

「……やああっ」

　次の瞬間、エミーアはまた悲鳴をあげて体を震わせた。アドニスが胸の頂を口に含んだのだ。

「……やだっ。だめっ……」

　アドニスの舌がエミーアをなであげていくたびに、びくりと体が震える。ひりひりと焼けつくような、痛みとかゆみが合わさって、頭がぼうっとする。

「ねえ、アドニス、何か変……」

「変じゃないよ。効果が出てきたんだ」

　体をよじらせて逃げようとするが、アドニスの大きな手がエミーアの腰をしっかりつかんで離さない。

「……んっ」

　反対側のつぼみも指でいじられて、エミーアは体をのけぞらせた。

「感じやすい体だ」

「……何？　なんて言ったの？」

　アドニスがつぶやいた言葉の意味はわからなかったが、エミーアはそれどころじゃなかった。次々襲ってくるしびれに翻弄ほんろうされる。それが快楽なのだと、エミーアにはわからない。

「可愛いって言ったんだ」

「そんなことないわ……こんな姿……。アドニス、お願いやめて……」

　エミーアは懇願した。変な声をあげて、悶もだえて、みっともないところを見せているのに。こんなのが可愛いわけがない。

「本当だ。可愛くて世界一きれいだ。エミーア、俺の言葉を信じるんだ」

　青い瞳がエミーアを貫く。

「本当に？」

「ああ、本当だ。信じてくれるか？」

　エミーアはこっくりとうなずいた。

「じゃあ、全部見せて。何も隠さないで」

　もう一度うなずく。アドニスが微笑んでから、エミーアのつぼみを再び口に含んだ。今度は小さな果実をなめるみたいに、ゆっくりと味わっていく。

「……ひゃっ」

　くちゅくちゅと音が聞こえて、エミーアは恥ずかしさで頭に血がのぼる。びくんっと体が跳ねる。そのたびに、少しずつ溶けていくみたいだった。

「……やだっ。だめ。やめて……」

　エミーアが懇願してもアドニスはやめない。

「……ねえ、もうだめなの。おかしくなっちゃう……」

「じゃあ、もう少しだ」

　アドニスはエミーアの可愛いつぼみに軽く歯を立てた。エミーアは、今までで一番甘い悲鳴を放った。エミーアの細い体が何度もしなる。

（エミーア……愛している）

　心の中で愛を叫びながら、アドニスはエミーアの体を悦楽の園へ導いていく。

「やああっ……」

　あられもない声をあげて、エミーアが越えた。痙攣けいれんする体をアドニスは抱きしめた。可憐な顔から少女の面影が消えて、なまめかしい美しさが現れ始める。

　エミーアは激しく運動した後のように肩で息をしていた。何が起こったのかわからないというように、緑の瞳でアドニスを見つめている。今、開いたばかりの花のようだった。むせかえるような甘い香りを放っている。

「ねえ、アドニス。わたし、今、変だったでしょう？」

「そんなことはない。とてもきれいだった」

「でも、今もまだなんだか変な気分なの」

「どんな感じ……？」

「……自分が溶けてくみたい。バターみたいに……」

　アドニスは微笑んだ。

「そのとおりだよ、エミーア。君は今、バターみたいにどろどろに溶けているんだ」

「どういうこと？」

　アドニスの言葉にエミーアは動揺した。たとえ話のつもりだったのに、アドニスに肯定されてしまった。

「自分で気づいていないなら、教えてあげよう」

　アドニスの手がエミーアの肌を滑り落ちてふとももで止まった。

「脚を開いてごらん」

　アドニスが耳元でささやく。

「……そんなこと、できないわ」

　淑女は脚をぴったりと閉じていなくてはならないと、伯母が生きているときはしつこく言われていた。

「どうして？　恥ずかしいから？」

　アドニスに責めるように見つめられて、エミーアは脚の力を抜いた。恥ずかしがらなくていいと言われていたのに、聞き分けのない子だと思われるのは嫌だった。

「いい子だ、エミーア」

　褒められたけど、やっぱり恥ずかしくてエミーアはぎゅっと目をつむった。

　脚の間にアドニスの手が入ってくる。少しずつ脚が広げられていく。

　アドニスの手につかまれて、エミーアの脚は完全に開いていた。

「……何をしているの？」

　恐る恐るエミーアは尋ねた。

「見ているんだ。とろとろに溶けた君の可愛い花びらを」

「……花びらって？」

「君は何も知らないんだな。自分の体なのに」

「溶けているの……？」

「そうだよ。ほら」

　アドニスの指が両脚のつけ根に差しこまれて、指が奥に触れる。

「ひゃっ……」

　ぞくりとする。ぬるりと指が滑る。

「ねえ、アドニス……何を塗ったの？」

「何も塗っていない。これは君の中から出てくるんだ」

　クチュという水音が聞こえる。

「やっ……」

　エミーアはのけぞった。

「……嘘うそ。そんなの知らないわ」

「嘘じゃない。本当だ。いくらでもあふれてくる」

「……やっ……ああっ」

　クチュクチュという音が大きくなる。恥ずかしいと思ったとたん、体の中からとろりと何かが流れ出したのがわかった。アドニスの言うとおりだった。本当に体が溶けていく。

　アドニスの指が弧を描くようにエミーアのひだをなでていく。エミーアの体がどんどん熱を帯びてくる。

「待って。わたし……何か変」

　何かが勝手にあふれ出してくる。止められない。

「大丈夫。変じゃない」

「でも、アドニスの指が汚れちゃう」

「これは汚いものじゃないんだ。もっともっと溶けたらいい」

　蜜があふれればあふれるほど、指の滑りがどんどんよくなっていく。エミーアの感度も高まって、甘美なしびれが増していく。

「……やだ。だめっ。アドニス……許して」

　アドニスはエミーアから目が離せなかった。純粋なエミーアをだましていけないことをしている。でも、もっと見たかった。いとしくて止められなかった。

「……やっ。……ああっ」

「可愛いよ。エミーア。とても気持ちよさそうだ」

「……気持ち……いい？」

「そうだ。これは気持ちよくなるマッサージなんだ」

「変じゃないの？」

　初めての感覚に名前を与えられて、エミーアは少し安心した。

「ああ。気持ちよくなっていいんだ。エミーアが気持ちよくなったら俺も嬉しい」

「どうして、アドニスが嬉しいの？」

　緑の瞳がアドニスを見つめる。

（君のことが好きだから。いとおしくてたまらないから）

「……もっと感じて」

　アドニスはエミーアの質問には答えず、指の動きを速めた。熱い息を吐いて、エミーアがのけぞった。アドニスはエミーアの蜜みつを塗りつけながら、数本の指で敏感な花びらをなでまわしていく。

「……んんっ」

　悶えるエミーアの表情をアドニスがじっと見つめている。エミーアはそれに気がついて手で顔を覆った。

「やだ、見ないで」

「こんなにきれいなのに。見ないなんて不可能だ」

　アドニスは優しくエミーアの手首をつかみ、その手をそっと顔からはがした。そして、アドニスはうっすらと汗のにじむエミーアのひたいにキスをした。

「じゃあ、止めて。もうだめ。何か変なの」

　アドニスは答えなかった。水音とエミーアの甘い声だけが部屋に響く。

「これ以上はおかしくなっちゃう」

「まだまだこれからだよ、エミーア。もっと気持ちよくなる」

　アドニスの指が、花びらの紅く充血した先端についに触れた。

「……っ」

　エミーアの悲鳴は声にならなかった。体が燃え上がったように熱くなる。

「待って。アドニス。そこはだめ……」

「どうして？」

「……い……痛いの」

　エミーアは必死で訴えた。痛いわけではなかったけれど、そう言えばやめてくれるかもしれないと思ったからだ。

「ケガをしているのか？　それはよく見なければ」

「……だめ。見ちゃだめ。ケガなんてしていないわ」

「でも、痛いんだろう？」

　エミーアの顔は熱くなる。恥ずかしくてたまらなかった。

「……言い間違えたの。自分でもよくわからなくて……」

「じゃあ、指では刺激が強すぎたのかもしれない」

「ひゃっ……」

　やわらかなものがエミーアの中心をなでた。ぴちゃりと水音が響く。

「何をしているの？　アドニス」

　アドニスが猫みたいにエミーアの恥ずかしい部分に顔をうずめている。

「やっ……だめっ……そんなことしちゃ……」

　懇願してもアドニスはやめてくれない。

　部屋に響く水音がエミーアの欲情を伝えてくる。ぬるりとしたもどかしい感覚に体が勝手にぴくぴくと跳ねる。どろどろに溶けていく。

「……ああっ。いやっ……」

　声が止められなくなる。頭が白くなり電流のようなものが駆け抜けようとした刹那せつな、与えられていた甘い拷問はぴたりと止まった。

　エミーアは潤んだ目でアドニスを見つめた。

「これだけとろけたら、もう痛くないだろう。顔が見たい。エミーアが一番きれいになる瞬間の顔を」

（どういうこと……？）

　頭がぼんやりとしていて、エミーアはアドニスの言うことが何を意味するのかわからなかった。

「……んんっ」

　アドニスの指が期待で熟れきったエミーアの小さな果実に触れた。とくんっとその場所が脈打った気がした。蜜がとろとろとあふれ出して止まらなくなる。

「……やっ」

「嫌なの？」

　アドニスに瞳を覗きこまれて、エミーアはゆっくりと首を振る。

「また言い間違えたんだね。言い直してごらん」

「……いい」

　消え入るような声でエミーアは言った。

「聞こえないよ」

　アドニスが首を傾かしげた。

「……気持ちいいわ」

「そう。それはよかった。もっとしてほしい？」

　エミーアはうなずいて、アドニスを見つめた。自分がおかしいことはわかっていた。でも、体の中を何かが暴れまわっている。もっと欲しいと懇願している。

「そんな目をされたらたまらない」

　アドニスの指がエミーアのひだをなであげる。

「中も欲しいだろう？」

「……中？」

「そう、ここだ」

　ひだとひだの間に指が侵入する。体が開かれる妙な感覚があった。浅いところで指が出たり入ったりを繰り返す。エミーアは腰をくねらせた。もどかしさがつのっていく。

「ああっ……わたし……」

「ほんの少ししか入れていないのに、指が熱い。俺も溶けそうだ」

　エミーアはアドニスの腕をぎゅっと握った。

「もう少し入れるよ」

「……やああっ」

　何をされているのかわからないのに、もっとしてほしいとエミーアは願った。自分の中にある得体のしれないものがアドニスの指でかき乱される。声が止まらない。体も自分のものじゃないみたいだった。

「……アドニス」

「きれいだ、エミーア。俺に全部見せて」

　我を忘れたような声を放って、エミーアが達した。

　快楽に支配されて痙攣する細い体を、アドニスはしっかりと抱きしめた。

（愛してる、エミーア。生涯かけて想い続ける）

　そんなふうに心の中で誓うことしか、今のアドニスにはできなかった。




　腕の中のエミーアはやがて力尽きたように眠りに落ちた。アドニスは体を起こし、ベッドから起き上がると、眠っているエミーアを眺めた。

　金色の髪がエミーアを包んでいる。ベッドの上に光が溜たまっているかのようだった。

（エミーアを妻にできたら、どれだけ幸せだろうか。このまま王に会わせずに、隠しておくことはできないだろうか……）

　何度も繰り返してきた問いを、また繰り返す。

　そして、何度考えても結論は同じだった。

（王を裏切るなんて、俺にはできない）

　今日のことを一生忘れない自信があった。だがそれは、自分を一生苦しめるのだろうとアドニスは思った。







　遠くから聞こえる鐘の音でエミーアは目が覚めた。

　天蓋てんがいから垂れ下がったシルクの生地越しに光が降り注いでいる。その光をぼんやり眺めながら、エミーアはほおに手をあてた。いつもはそこにある涙の跡が、今日はなかった。

（……今日は怖い夢を見なかった）

　セイラが病に倒れてからというもの、エミーアは看病と屋敷の仕事に明け暮れていた。十七歳になったばかりのエミーアには背負いきれないほどの重荷だったが、エミーアは誰にも弱音を吐かなかったし、セイラの前では決して微笑みを絶やさなかった。泣くのは夜ベッドにもぐってひとりになってからだ。

　セイラが亡くなってからは、何もかも失って重圧からは解放された。

　が、毎晩怖い夢を見るようになった。夢の内容は覚えていないが、自分の悲鳴で夜中に目が覚めることもしょっちゅうだった。朝起きると必ずほおに涙の跡があった。

　今日のような穏やかな満ち足りた気持ちで目覚めたのは、ずいぶんひさしぶりだった。体の疲れもとれていた。

（アドニスのマッサージが効いたんだわ）

　思い出すと、エミーアの体は熱くなった。アドニスに触れられたことや、ささやかれた言葉を思い出すと、鼓動が速くなる。

（……恥ずかしかったけれど、でもなんだか幸せな気持ちになった）

　エミーアを見つめるまなざしや、優しい声や、包みこんでくれた腕を思い出すと、胸の中が温かくなる。

（そうだ。アドニスはどこ？）

　起き上がると体にかけてあった布団が落ちた。エミーアは自分が何も着ていないことに気づいたが、構わずベッドから下りてアドニスを探した。

「アドニス？」

　部屋には人の気配がなかった。

　服を着ようとしたら、手紙がはらりと床に落ちた。

　拾い上げると、そこにあわてて書いたような文字で、こう記してあった。

『仕事に行く。エミーアはこの部屋でゆっくりしていてくれ。部屋にあるものはなんでも使っていい。陛下にうかがう機会を待つのでタイミングは任せてほしい。ここにいることは誰にも見つからないように』

（ここにいていいんだ……）

　エミーアは手紙を置くと、服を身につけ、部屋の中を見回した。

（なんでも使っていいの？）

　テーブルには本が積み上げてあり、刺繍の道具も置いてある。エミーアが退屈しないように用意してくれたようだった。別のテーブルには銀色のお盆が置いてあって、その上に果物やパンやチーズが山盛りに積んであった。

　エミーアは、窓の側に走り寄って、鎧戸よろいどを開けた。光が降り注ぐ。外の日差しはずいぶん明るい。さっき聞こえたのは朝の鐘だと思いこんでいたけれど、もしかして昼の鐘だったのかもしれない。

　ここは二階か三階なのだろう。すぐ側に大きな木が立っていて、枝がちょうど窓の高さに張り出している。葉が日光を浴びてきらめいている。見上げると、アドニスの瞳の色に似たきれいな青空が広がっていた。

　お腹が派手な音をたてて鳴った。

（そういえば、昨日から何も食べていない）

　テーブルにつくと、パンを食べてみる。きめが細かくてふっくらしている。エミーアが自分で作って食べるパンとはまったく別のもののようだった。おいしくてどんどん食べてしまう。

　見たことがないようなめずらしい色や形の果物もたくさんあって、眺めているだけで気持ちが弾んでくる。食べてみたいけれども、なんだかもったいない気がして、エミーアは香りだけを胸いっぱいに吸いこんだ。

（こんな部屋で一日過ごせるのなら、今日は国王陛下にお会いできなくてもいいかもしれない。陛下だって、きっとお忙しいだろうし）

　エミーアは部屋を眺めながら、そう考えた。それから、胸の底に抑えていた想いをそっとつぶやいた。

「それに、もう少しだけ、アドニスと一緒にいたい……」

　口にしてみると、それはとんでもない恐ろしい願いのような気がした。どんどん欲深くなっていく。馬で送ってくれただけでもありがたいのに、馬から降りた後も一晩一緒にいられた。部屋まで貸してくれている。

　それなのに、エミーアはもっと長くアドニスと一緒にいたいのだ。一緒にいる時間が長くなればなるほど離れたくなくなる。これではきりがない。

　エミーアは頭を振った。金髪がふわりと宙を踊る。

（何か他のことを考えよう）

　これはひとときの幸せな夢だと自分に言い聞かせる。

　ふとエミーアは、部屋の隅に美しいビロードの布に包まれたテーブルのようなものが置いてあることに気がついた。テーブルにしては背が高いし、大きい。布越しにうかがい知れる形は、エミーアにある期待を抱かせた。

（もしかして、これは……）

　エミーアは、そっと、布をめくった。

　布の下から現れたのはピアノだった。エミーアの知っているものと基本的な造りは同じだったが、胴体には細かな装飾が施してあって、楽器というより美術品のようなたたずまいだった。

　エミーアはドキドキしながら蓋ふたを開けた。鍵盤にそっと指を置いてみる。

　澄んだ音がエミーアの耳の中に心地よく響いた。

　ひさしぶりのピアノの音だった。

　昔、エミーアの屋敷には古いピアノがあった。セイラはピアノを弾くのが好きだった。エミーアはセイラのピアノを子守唄がわりに聞いて育ち、大きくなってからはセイラに弾き方を教わった。

　だがそのピアノは、セイラの薬代を手に入れるために売ってしまった。もう二度とピアノに触れることはないと思っていただけに、美しいピアノを目の前にして胸の高鳴りが抑えられなくなる。

（なんでも使っていいってアドニスの手紙に書いてあったもの。少しだけ……）

　エミーアは椅子に座ると鍵盤に手をのせた。ささやくような音で奏で始める。

（素敵な音……）

　ピアノを弾いていると、セイラがすぐ側にいるような気持ちになる。だんだんエミーアは夢中になっていった。ここがどこなのかも、アドニスの言いつけも忘れていた。

　ドアをノックする音がして、エミーアは我に返った。ピアノから手を離して青ざめる。

（誰かに見つかった……？）

　ノックは続く。エミーアは今更ながら息を潜めた。

「ねえ、誰かいるんでしょう？」

　男の子の声だった。エミーアは物音をたてないように身を縮める。

（いないわよ。ここには誰もいないんだから）

「隠れても無駄だよ。ピアノの音が聞こえたんだから。アドニスはこんなにうまく弾けないよ」

（アドニスのお友達？）

　アドニスのことを親しげに呼ぶこの男の子は、いったい誰なのだろう。

「あーあ。中にいるのが誰だか知らないけど、僕は君のせいでアドニスに出入りを禁止されたんだ。おかげで大切な友達との約束を守れない……」

（わたしのせいで友達との約束を？　それは大変だわ）

　エミーアの心が痛んだ。友達との約束は大切だ。

　エミーアはドアにぴったりと顔を寄せると、ドアと壁の隙間すきまからささやいた。

「そこに他に誰かいる？」

　相手もエミーアの意図に気づいたようだ。同じように声を潜めて答える。

「僕しかいないよ」

　エミーアはそっとドアを開けた。

　狭い隙間から子犬のようにすべりこんできたのは、金色の巻き毛の十歳くらいの男の子だった。慣れた手つきでドアを閉めて鍵かぎをかける。

「中に入れてくれてありがとう。君は誰？」

　エミーアは少しかがんで男の子の顔を見た。

「エミーアよ。ちょっと事情があって、ここにいさせてもらってるの。わたしがここにいること、他の人に内緒にしてくれる？」

「いいよ。エミーアも僕がここに来たこと、アドニスに内緒にしてくれる？」

「もちろんよ」

「じゃあ、交渉成立だ」

　大人びた言葉を使う男の子だ。エミーアの顔はほころんだ。

「わたし、あなたのことはなんて呼べばいいかしら？」

「そうだなあ。みんな、僕のこと、デンカって呼ぶけど」

「デンカ？」

　妙な名前だ。あだ名だろうか。

「でもエミーアは、キースって呼んで」

「ええ、わかったわ。キース」

　キースはそわそわとあたりを見回している。エミーアは首を傾げた。友達を探しているのだろうか。でもここにはエミーアしかいない。

「ここで友達と約束してるの？」

「そうだよ。そろそろなんだけど。あ、来た」

　キースは窓に向かって駆け出した。

「キース？」

　窓辺に陣取ったキースが振り向いて、立てた指をくちびるにあてた。エミーアは黙った。

　キースはポケットから木の実を取り出して窓辺に並べている。

　横から覗きこんだエミーアの顔はほころんだ。キースの前には小さなリスがいた。木の実を両手で持って、カリカリとせわしなくかじっている。キースは嬉しそうに、その様子を眺めている。

　リスはキースの持ってきた木の実をほお袋に詰め終わると、ふさふさの尻尾しっぽを翻し、木の枝に帰っていった。

「とっても可愛いお友達ね」

　エミーアが言った。
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「そうなんだ。ただ無口で愛想がないし、忙しいからちょっとしか遊んでくれないけどね」

「本当ね」

　エミーアは笑った。そんなふうに言われたら、リスが不愛想な子どものように見えてくる。

「毎日会いに来てるの？」

「そうだよ。アドニスからこっそり部屋の鍵を借りてね。でも今日は、部屋に近づいちゃだめだって言われて、鍵を貸してくれなかったんだ」

　エミーアは微笑むと、

「アドニスの話、もっと聞かせて」

　と言った。







　アドニスが部屋に戻ることができたのは、日が暮れてずいぶん経ってからだった。くたくただったが、迎えに出たエミーアを一目見ただけで、疲れは一気に吹き飛んだ。

「お帰りなさい」

　アドニスはエミーアをしみじみと眺めた。自分の部屋にこんな可憐な生き物がいるのが不思議でしょうがなかった。

「……アドニス？」

　エミーアが首を傾げた。その可愛らしい様子と、一糸まとわぬ姿で腕の中で悶えていた妖艶ようえんな姿が混ざって、理性が飛びそうになる。アドニスはエミーアから目を逸らすと、上着を脱ぎ始めた。

「……今日は宮中があわただしくて、陛下にエミーアのことを話せなかった。すまない」

「いいの。陛下もアドニスもお忙しいんですもの。それに、わたし、ここにいると退屈しないわ」

「そうか。刺繍でもしていたか？」

　エミーアは、あわててテーブルの上のひと針も刺していない刺繍の布を取り上げて背中に隠した。

「ええ。刺繍もしたわ。でも、全部できるまでは見ないでね」

　キースと楽しくおしゃべりしていたらあっという間に時間が過ぎた……なんてことをアドニスに言うわけにはいかなかった。

「お腹は空すいていないか？」

「大丈夫よ。テーブルの上にたくさん用意してくれていたから」

「そうか。よかった。また明日持ってくる。温かいものを用意できなくてすまない」

「ううん、とってもおいしかったわ。あんなにふかふかのパンを食べたの、生まれて初めて。おいしくて食べすぎちゃった」

「そう、それはよかった」

　満足そうなエミーアを見ながら、アドニスはもどかしかった。もしエミーアが自分の妻なら、こっそり持ってきた食べ物じゃなくて、給仕のいる食堂で一緒に食べたり、温かい食事を運ばせたりできるのに。これではまるでエミーアを部屋の中に囚えているようだ。

「アドニスは？」

「俺は食堂で済ませた。あ、そうだ」

　アドニスは腰につけた袋から色とりどりの小さなかけらを取り出して、エミーアの手のひらの上に積み上げていった。

「これをあげよう」

　エミーアは、手の中のかけらをランプにかざしてうっとりと眺めた。

「きれい。宝石みたい。これは何？」

「キャンディーという食べ物だ。甘くておいしい」

「これが食べ物？」

「めずらしいだろう？　殿下にいただいたんだ」

「デンカ？」

「キース王太子殿下だ。王太子といっても、まだ十歳の子どもだ。誰かから大量にもらって、食べ飽きてしまったのかもしれない」

「キース殿下……」

　エミーアは苦笑いした。どうして気づかなかったのだろう。

「さあ、ひとつ、食べてごらん」

　アドニスはエミーアの手のひらから金色のかけらをつまみあげる。エミーアは口をそっと開いた。そこにかけらが落とされる。

「歯を立てずに、なめるんだ。だんだん小さくなってなくなるから」

　エミーアは口の中で塊を転がしてみた。

「甘い」

　果物の甘さとは全然違う、うっとりするような甘さだった。

「おいしい……」

　エミーアが微笑むと、アドニスも幸せそうに笑った。それからじっとエミーアを見つめて、くすりと笑った。

「エミーアを見ていると、昔、子犬を拾ってきて部屋に隠して飼っていたことを思い出すよ。子犬が喜びそうなものをもらうと、服の中に隠してこっそり部屋に持って帰っていた」

「部屋ってここに？」

「いや……」

　アドニスは少し考えるように口をつぐんで、それからエミーアの目をまっすぐに見つめた。

「孤児院の部屋だ」

「孤児院……？」

「そう。町外れにある小さな孤児院だ。十三の頃から二年間、そこで世話になっていた」

　エミーアは意外な思いでアドニスを見つめた。

「……ご両親がお亡くなりになったのね」

「たぶん」

　どこか他人事ひとごとのようなアドニスの言い方を不思議に思って、エミーアは首を傾げた。

「死んでいるのかもしれないし、生きているのかもしれない。孤児院に来る前のことは思い出せないんだ」

「どうして……」

「孤児院の院長の話によると、俺は傷だらけで院の前に倒れていたらしい。ひどい高熱にうなされていて何日も寝こんだそうだ。目覚めたら記憶がなかった。熱のせいなのか、それとも思い出したくないようなひどい目にあったのか、わからない。十五のときにこの王宮に来て、王を護衛する騎士になった。それ以来、俺はこの王宮で暮らしている。驚いただろう？　俺は、こんなところにいるけど貴族じゃないんだ」

「……ええ、驚いたわ」

　淡々と語られるアドニスの過去は、エミーアを驚かせたが、同時に、どうしようもなくエミーアの心をとらえ震わせた。そんな過酷な経験をしながら、こんなにも美しく立派な騎士となったアドニスのことをもっと知りたくなった。

「この王宮で、俺の本当の生まれを知っているのは陛下と、エミーアだけだ」

　特別な言葉を発音するように、自分の名前がアドニスの口から発せられた。

（陛下とわたしだけ……）

　自分と国王を同列に並べられたことに、エミーアは驚いた。

「どうして、そんな大事なことをわたしに？」

「大事なことだから、エミーアには知っておいてほしかったんだ」

　エミーアが言葉の意味を汲くもうとアドニスを一心に見つめている。

　アドニスは、目を逸らして立ち上がった。これ以上見つめ合っていたら抱き寄せて想いを口にしてしまう。

「湯をもらってきた。これで湯浴ゆあみをするといい」

　湯を入れた大きな桶おけを抱えて、浴室に運ぶ。ここは王女用の部屋だから特別に大理石の浴槽が備え付けられている。アドニスは水浴びや共同浴場で済ますので使ったことはないが、エミーアが使うのにちょうどよかった。

「素敵なお風呂ふろ！　お湯を運んでくるの、大変だったでしょう？」

　エミーアの顔が嬉しそうに輝く。

　アドニスはその顔を心から満足して眺めた。エミーアが喜んでくれると嬉しかった。世話を焼くのが楽しくてしょうがない。

「じゃあ、俺は向こうに行っているから……」

「……あの、アドニス？」

　立ち去ろうとするアドニスを、エミーアは消え入るような声で呼び止めた。

「どうした？」

「服を脱がなくては」

「そうだ。だから、俺はあっちに……」

　言いかけてアドニスは口をつぐんだ。エミーアが恥ずかしそうに自分を見上げている。

（……しまった）

　王宮のルールだから、自分で服を脱いではいけないと言ったのは、アドニスだった。嘘を貫くためには、ルールを変えるわけにはいかなかった。

「そうだったな」

　エミーアの後ろに回って、背中のひもを解いていく。

　背中の部分が大きく開いて、エミーアの美しい骨格が見える。天使みたいだった。が、同時にアドニスの劣情を誘う。昨夜のようなことをしてしまわないように、今日は肌を見ないつもりだったのに、また抑えられなくなりそうだった。

（やっぱりこの世のものとは思えない）

　雪のような白い肌だ。金色の巻き毛がくびれた腰を慎み深く隠している。

　ドレスを置くと、アドニスはエミーアに背を向けた。これ以上見ていると、また触れたくなる。

「浴槽の使い方はわかるな」

「アドニスはお湯を使わないの？」

「俺はいいんだ。湯が一人分しかない」

「じゃあ、一緒に使えばいいんじゃないかしら？」

　振り向くと、一糸まとわぬ姿のエミーアが、大理石の浴槽の中に立って、邪気のない笑顔でアドニスを見上げていた。

「エミーア……君は」

「……アドニスが恥ずかしいなら、わたし、目をつむっているわ」

「そういう問題では……」

「だって、アドニスの部屋なのに、わたしばっかり……」

　申し訳なさそうなエミーアを見て、アドニスはため息をついた。

「わかった。そうしよう。ただし、何が起きても君は目をつむっているんだ」

「ええ。わかったわ」

　エミーアは言われたとおり、ぎゅっと目をつむった。




　衣擦きぬずれの音が聞こえてきて、エミーアの心臓はドキドキと速く打ち始めた。アドニスが服を脱いでいる。エミーアは男の人の裸を見たことがない。昨夜抱きしめられた感触を思い出すと、ぼんやりと形が浮かぶ。

（わたし、もしかして変な提案をしたのかしら）

　一瞬、疑問がよぎったが、エミーアはそれをすぐに追い払った。

（でも目をつむっているから大丈夫）

　近くに来た気配がした。なんだか目を開けているときよりも恥ずかしかった。まだ触れていないのに体温を感じる。

「さあ、どこから洗ってほしい？」

「自分で洗えるわ」

「目をつむっていたら洗えないだろう？」

　髪の毛に指が差しこまれ、アドニスの手でまとめあげられる。

「きれいな髪だ。洗い終わるまで、自分で持っていて」

　エミーアは両手でたっぷりとある髪の毛を抱えて持ち上げた。胸を突き出した格好になって、とても恥ずかしい。

　乳房をあたたかな手がなでていった。だが、あたたかいだけじゃない。ぬるぬるしている。

「どうしてこんなにぬるぬるするの？」

「シャボンを使っているんだ。これで汚れがとれる」

「……あっ」

　エミーアはまた自分の口から変な声が出てきて、恥ずかしさにぎゅっと目をつむった。体が勝手に動いてしまう。

「動いたら洗えない」

「……でも、勝手に体が」

「洗っているだけなのに？」

　アドニスの手のひらがエミーアの突き出された膨らみをなでていく。それだけなら我慢できた。手のひらが充血したつぼみに触れるとエミーアは悲鳴をあげて体をよじった。

（……わたし、変）

　両手の自由がきかないのも、目を開くことができないのももどかしかった。そのせいで、触れられているところに全神経が集中してしまう。

「転んだら危ない。俺に体重をかけて」

　腰に手を添えられ引き寄せられる。肌が押しつけられる。エミーアのなだらかなお腹に熱くて固いものがあたっている。エミーアにはそれがなんだかわからなかったが、男の人にしかないものだということだけはわかって、ドキドキした。

　首にも背中にもアドニスの手が這はっていく。エミーアはだんだん変な気持ちになってくる。うっとりして頭がぼんやりして、すべてをアドニスにゆだねてしまいたいような恍惚こうこつ感だ。それは昨日のマッサージによく似ていた。

「お湯をかけるよ」

　優しい声とともに温かな湯に包まれる。

「髪の毛を下ろしていいよ」

　エミーアは手を下ろした。はらはらと金色の髪がエミーアの肌に落ちてくる。

「まだ動いちゃだめだ。洗っていないところがある」

「どこ？」

「ここだよ」

　アドニスの手がエミーアの脚の間を割って入る。ぞくりとした感触に体の力が抜けて、エミーアはアドニスにしがみついた。

「脚を開いて」

　アドニスが耳元でささやいた。エミーアは恥ずかしさを我慢して脚を開いた。ふとももの内側をアドニスが手のひらで洗っていく。

　エミーアはいつの間にか、その手がもっと上に移動して、自分の中心に触れてほしいと願っていた。

　その願いが聞こえたかのように、アドニスの手のひらがエミーアの女芯にそっと触れた。

「……きゃっ」

「ずいぶんぬるぬるしている。しっかり洗わないと」

「シャボンのせいだわ」

「違うよ、エミーア。シャボンはもう流してしまったよ。それなのに、ほら」

　花びらをなであげられる。その部分が熱く溶けていることがエミーアにもわかった。

　昨日のマッサージを思い出す。エミーアは、おずおずと聞いてみた。

「わたしの中から出ているの？」

「そうだよ。君の蜜だ」

「……洗ってくれる？」

「もちろんだ」

　アドニスの指が蜜をすくい取るようにエミーアの花びらをなでた。エミーアは甘い悲鳴をあげてアドニスにしがみついた。脚を開いているせいで無防備になった敏感な場所をアドニスが何度も優しくなでていく。

「……んんっ」

　エミーアは体を震わせた。アドニスに触れられるたびに電流が走る。頭がぼうっとして甘く全身がけだるくなる。

「あとからあとから蜜が出てきてきりがないな。これは中から洗わなくては」

　指がひだを押しわけて侵入してくる。

「ああっ……やっ」

　中をかきまわされて、エミーアはのけぞった。脚ががくがくと震える。立っていられなくなる。

「……やっ……だめ……」

「だめと言っても、きれいにならないとやめられない。どんどんあふれてくる」

「そんなことを言われても、どうしたら止まるのかわからないわ」

　エミーアの息は荒くなる。体は熱病にかかったように熱かった。どんどん変な気分になって何も考えられなくなる。

「……ねえ、アドニス、どうしたらいいの？　教えて？」

「そうだな。蜜を全部出してしまえばいいかもしれない」

「……全部？」

　アドニスはエミーアを可愛がる指を増やした。熱い蜜壺の中をクチュクチュと音をたててかきまわしながら、同時にプクリと膨れた敏感な先端を刺激していく。

「いやっ……やっ……アドニス」

「身をゆだねて。全部出すんだ」

　言いながら指の動きを速めていく。

「はあっ」

　小刻みにエミーアの体が震えた。

「いやあっ……ああっ」

（きれいだよ、エミーア）

　指を引き抜くと、どくどくと蜜があふれ出す。

「ほら、たくさん出てきた」

　アドニスはぐったりしたエミーアを抱きとめて、ひたすら理性と戦っていた。

「アドニス……」

　熱い吐息と一緒に、エミーアはささやいた。

「アドニスも洗わなくちゃ」

「俺はさっきエミーアを洗うついでに洗ったから」

　アドニスはあわてて答えた。エミーアの声が妙になまめかしくて、変な気持ちになる。早く浴室を出て服を着せてしまわなくては、何をしてしまうかわからない。

（いや、もう遅いかもしれない）

　悶えるエミーアの姿が脳裏に刻まれて、一晩中アドニスを悩ますだろう。同じ部屋で眠っていて間違いを起こさないでいられる自信がなかった。

　アドニスは言いつけどおり目をつむったままのエミーアを一方的に見つめた。いとおしくてたまらない。

　孤児院は食事も物も充分になかったが、アドニスは何かを欲しいと望むことはなかった。騎士となってからも、他の人間が欲しがる権力や財産に興味もなかった。ただ、騎士として王とこの国に恩を返すことだけを願っていた。

　それなのに、今自分の中にあるのは理屈の通じない暴力的な欲求だった。職を失い、王を裏切り、エミーアを不幸にしても、今すぐエミーアを自分のものにしたい。

「アドニス……？」

　不安そうなエミーアの声でアドニスは我に返った。

（だめだ。今日の俺はおかしい）

　アドニスは深呼吸をした。それでも頭に血がのぼったままだった。

（やむをえない。非常事態だ）

　アドニスはエミーアの髪をなでながら言った。

「……悪いが、俺もエミーアに洗ってもらっていいか？」

「ええ。いいわ。もちろんよ」

「目はつむったままで、手を出して」

　差し出された細い手に、シャボンの泡をたくさんのせる。そして、めまいがするような背徳感を覚えながら、その手を自分のものに導いた。

「触って」

　エミーアの細い指が、アドニスの昂たかぶりにそっと触れた。アドニスがぴくりと痙攣するように動いたが、初めての経験に緊張しているエミーアは気づかなかった。

（熱い……）

　男の人の体は何もかも固くたくましくできているんだ、とエミーアは思った。

「優しく包んで。なでて」

「こう？」

　シャボンの泡で手を滑らせながら、触れたものの形をなぞっていく。ゆっくりと両手でなでていくうちに、形がわかってくる。太い棒のようだったが、上のほうに行くと膨らんでいて、また少しすぼまる。

　エミーアは心をこめてゆっくりと丁寧に、手を動かしていった。アドニスにお願いされたことが嬉しかった。

　アドニスが熱い息を吐いた。

「そのまま、やめないで」

　言いながら、アドニスはエミーアの胸のつぼみを口に含んだ。

「やっ……だめっ」

　可愛い声をあげて、エミーアがピクンと跳ねる。アドニスに触れられる部分が気になって、手が止まってしまう。



[image: ]





「そんなことしたら、ちゃんと洗えないわ」

「続けるんだ」

　かすれた声に命令されて、エミーアは再び手を動かした。

「……んっ」

　アドニスの舌が胸の先端をなぞるたびに変な声が出て、足がガクガクしてくる。それなのに手を動かさなきゃいけないと思うと、狂おしい気分になる。

「……いやあ」

　エミーアは悲鳴をあげて、体をよじった。アドニスの指がエミーアの両脚の間に差しこまれる。

「また、とろとろだ」

「……だめっ」

　崩れ落ちそうになったエミーアをアドニスが抱きとめた。エミーアの肩を抱いたまま、指で攻め続ける。

「もう洗ってくれないのか？」

「だって……無理なの」

「手で洗うのが無理なら体で洗えばいい」

　抱きしめられてアドニスの吐息が首筋にかかる。体が熱かった。エミーアの熱なのかアドニスの熱なのかわからないほど、ぴったりとくっつきあう。さっきまでエミーアの手の中にあったものが、エミーアのお腹に押しつけられて、びくっと微かに震える。

「もっと動いて」

　アドニスの指がくちゅくちゅと音をたててエミーアの蜜壺をかきまわす。エミーアは声をあげて体をよじらせた。

「……やだっ、だめっ、だめっ、アドニス……もう許して」

　エミーアは懇願するが、アドニスはやめなかった。いや、やめられないといったほうが正しかった。エミーアが痙攣し、体をくねらすごとに、アドニスの欲望はなぶられいっそう膨らんでいく。

「エミーア……」

「……ああっ」

　エミーアが達してのけぞった。

　アドニスはエミーアを抱きしめて精を放った。

　エミーアのお腹に熱いものが広がる。アドニスがびくんと震える。

　ふたりは荒い息のまま、しばらく抱き合っていた。

（これが、アドニスの蜜……？）

　エミーアは快楽でぼんやりした頭で考えた。

（わたしだけが変になるわけじゃなかったんだ）

「まだ目を開けてはだめだよ」

　アドニスが耳元でささやいた。もう一度シャボンで体を優しく洗われ、湯がかけられる。体を拭ふかれ、肌触りのよい何かを着せられる。

　それからようやくアドニスの手が離れた。

　着替えている音がする。

　エミーアはドキドキしながらその音に耳を澄ませた。もうすぐ、アドニスの顔を見ることができる。

「もういいよ、目を開けて」

　エミーアのまぶたがぱちりと開いて緑の瞳が現れた。その目はアドニスの姿をとらえたとたん、嬉しそうに見開かれた。まるで迷子の子どもが母親に会えたときのような顔だった。

　アドニスは苦笑する。

「どうした？」

「わからないけど、アドニスの顔をひさしぶりに見て嬉しかったの」

　アドニスは微笑むと、夜着を着せたエミーアを抱え上げてベッドに下ろした。

「もう、おやすみ。今日もぐっすり眠れるはずだ」

「やっぱりあれはマッサージだったの？」

「そうだよ」

「嬉しい。昨日、怖い夢を見なかったの。だからまたアドニスにお願いしようと思ってたから」

　無邪気に言うエミーアに、アドニスは困ってため息をつく。さっき処理したはずなのに、再び欲望が膨れ上がっていく。

「おやすみなさい」

　エミーアが微笑んだ。

「ああ。ゆっくりおやすみ」

　こんな会話をあと何回続けられるのだろうか。そう考えると、アドニスの胸はキリキリと痛んだ。





　　　第三章　王の涙







　目が覚めて一番に思い出した人の名を、エミーアは口にした。

「……アドニス？」

「どうした、エミーア。怖い夢でも見たか」

　アドニスの声が聞こえて、エミーアは嬉しくなった。ベッドから起き上がる。

　アドニスは着替えているところだった。やわらかそうな白いシャツはアドニスのたくましい体を引き立てている。エミーアはソファーに腰を下ろすと、アドニスを眺めた。

「ただ呼んでみただけ。ぐっすり眠れたわ」

「それはよかった」

「アドニスはどこで寝たの？」

「そのソファーだ」

　言われてみると、ソファーの隅には体にかける大きな布が丸めて置いてあった。

「わたしばかりベッドを占領して悪いわ。アドニスの部屋なのに。今夜はわたしがソファーで寝させてちょうだい」

　言った後にエミーアはひやりとした。今夜もここにいられる保証はないのに、逆にずうずうしい発言だっただろうか。

　だが、アドニスは、

「好きにすればいい」

　と言って、いたずらっぽく微笑んだだけだった。

「マッサージの後に、自分でソファーまで移動できるのならな」

「……そんなの……たぶん無理」

　エミーアが消え入るような声で言うと、アドニスは楽しそうに笑った。

「気にするな。王妃様の部屋のソファーだ。寝心地がいい。試してみればいい」

　エミーアはソファーにそっと寝ころんでみた。確かにふかふかで、体を横たえても充分な幅と長さがあった。

　寝ころんだまま、アドニスを見上げた。アドニスの声も笑顔もまなざしも、何もかも心地よかった。

（わたしがここにいる理由をアドニスが忘れていたらいいのに……）

　無理だと知りながら、そんなことをエミーアは願った。

（アドニスが国王に取り次いでくれるのを忘れていたら、わたしはずっとここにいられる）

「ところで、ピアノ……」

「えっ？」

　エミーアは飛び起きた。驚きのあまり、声がひっくり返った。

「ピアノがどうかした？」

「言い忘れていたがこの部屋にはピアノがあるんだ。もうずいぶん誰も弾いてないから、音が出るかどうかわからないけれど。弾きたかったら弾いてもいい」

「いいの？」

　思わず大きな声が出た。

「なんだ。ピアノを弾くのが好きだったのか。じゃあ、もっと早く言えばよかった。この部屋は離れた場所にあるし、誰も近づかないから、大丈夫だ」

（弾いてよかったんだ……）

　ほっとしてエミーアの体の力が抜けた。

　アドニスは部屋の隅まで歩いていって、ビロードの布を取り、ピアノの姿を露わにした。そして、蓋を開けると、指で鍵盤を気まぐれに叩たたいていった。

「ピアノが弾けるなんて、うらやましいな。俺はまったく弾けないが、こうして音を聞いているだけでなんだか落ち着く」

　アドニスの長い指が鍵盤の上を跳ねるたびに、澄んだ音が部屋に満ちる。

「今、弾いてみてもいい？」

「もちろんだ」

　アドニスがうなずく。エミーアは椅子に座ると、鍵盤の上にふわりと両手を置いた。

　今まで、単音しか出さなかったピアノが美しいハーモニーで歌い始める。アドニスは驚いてエミーアを見つめた。

　ピアノの周りに光が降り注いでいるようだった。

　アドニスはエミーアと初めて出会ったときの光景を思い出した。

「ごめんなさい。つい、夢中になっちゃって」

　曲を弾き終えたエミーアが、恐る恐るアドニスを見た。その様子は小動物みたいに可愛らしい。抱きしめたくなる衝動を抑えて、

「とてもよかった」

　と、アドニスは言った。

「疲れがとれた」

　お世辞ではなかった。頭の中がクリアになって、澄んだ気持ちになった。

　王はセイラの弾くピアノの音色に惹かれて庭に迷いこんだのだと話していた。恋人同士になってからは、こんなふうに側でピアノを聴いたのだろう。

　そして、国のために、離れ離れになった。

　王とセイラの運命を自分に重ねそうになって、その想像を頭から追い払った。

「エミーア、悪いが、もう少し待ってくれないか。少し宮殿のほうが取りこんでいて、陛下がお忙しい。もしかして今日も難しいかもしれない」

「ええ、構わないわ。ここは快適だし。ピアノも弾けるもの」

　エミーアが気にしていないようなので、アドニスはほっとした。

　今日も難しいとアドニスは言ったが、明日になれば大丈夫というわけでもなかった。

　隣国のセヴィスタ国が外交に圧力をかけてきていた。病気で療養中だった王妃の容体も急変した。王宮中が不穏な空気に包まれている。

（ひとまず、王妃が元気になるまではエミーアのことは言わないでおこう）

　一刻も早く王妃に元気になってほしいのに、エミーアを王に会わせる日が延びたことにほっとしている自分が後ろめたかった。







　ドレスに着替え朝食を食べたエミーアがピアノを弾いていると、可愛らしいノックの音がした。手を止めて、部屋の鍵を開ける。小さく開けたドアの隙間からキースが入ってきた。

　秘密を持ったのが嬉しくて仕方がないというようにそわそわしている。

　エミーアは、笑いを押し殺してドレスの裾を持ち上げると、うやうやしく頭こうべを垂れた。

「ご機嫌麗しゅう、キース王太子殿下。昨日はキャンディーを、ありがとうございました」

「え？」

　キースはびっくりしてぽかんと口を開けたが、顔を上げたエミーアと目が合うと笑い始めた。

「なんだ、もうバレたのか。もう少し黙っていようと思ったのに、つまらない。でも、エミーアはキースって呼んでくれるんでしょう？」

「ええ、キース。仰せのとおりに」

　エミーアはわざとかしこまった口調で言った。

「よろしい。王子の命令だもの。ちゃんと聞いてくれなくちゃ」

　ふたりは窓辺に行くと、顔を寄せ合って、リスを観察した。リスは昨日と同じように、ほお袋の中に木の実を詰め終わると、さっさと木の枝に帰っていった。

「もう少し愛想がよくてもいいと思うんだけどなあ」

　キースがため息をついた。エミーアはくすりと笑った。

　エミーアが住んでいた田舎にはリスはたくさんいた。収穫して干している木の実をかじるので、むしろリスは厄介者だったが、王都ではめずらしいのだろう。しかも、キースは王太子だから、森を自由に歩くなんてことはできないのかもしれない。

　木々の葉が揺れて、かさり、と微かな音がした。エミーアは声を潜める。

「キース、あそこに鳥がいるわ。青い羽根、見える？」

「わからない。どこどこ？」

「ちょっと待ってて」

　エミーアは口をすぼめて指をくわえた。ピッと鋭い音を鳴らし、それからピチュピチュピチュと甲高く口笛を吹く。すると、それに応えるように、青い鳥がさえずった。ちょんちょんと枝を伝って、青い羽根に覆われた可憐な姿を葉の間から見せた。

「エミーア、すごい。鳥と話せるの？」

「ええ、ちょっとだけね」

　エミーアは笑った。田舎で育った人間なら、誰でもできる簡単なことなのに、キースは魔法使いでも見たかのように目を丸くして驚いている。

　青い鳥はきょろきょろとあたりを見回すと、鮮やかな色の羽根を広げて空へ飛び立った。わあ、とキースが歓声を漏らした。

「ねえ、エミーアはいつまでここにいるの？」

「わからないわ。今日までかもしれないし、あさってまでかもしれないし」

「そんなの嫌だ。ずっとここにいてよ。僕からアドニスに頼んであげる」

「あら？　そんなことして、いいのかしら？」

　エミーアが眉まゆを上げたのを見て、キースは自分の口を押さえた。

「しまった。僕がエミーアと会っていることは秘密なんだった。秘密って難しいなあ」

「そうね。いつまでも守れるものじゃないのかも」

　エミーアはさみしげな笑みを浮かべた。エミーアもずっとここにいたかった。

（アドニスと一緒にずっと過ごしたい。せっかく、こんな小さくて立派なお友達もできたのに）

　キースは腕を組んで作戦を考えている。黙ると急に大人びて見える。思慮深そうな横顔だった。

「そうだ、エミーアが僕の家庭教師になればいい」

「それは、いいアイデアね」

　エミーアは、目を輝かせてキースを見つめた。それならキースともアドニスとも一緒にいられる。それに、秘密の居候じゃなくて、ちゃんと働くのなら後ろめたさもなくなる。

「でも、わたし、何を教えられるかしら」

「さっきの、教えてよ。鳥と話す方法」

「あんなの、お行儀が悪いって怒られちゃうわ。そうだ、ピアノなら教えられるわ」

「それがいいよ。やった。じゃあ、僕、お母様に聞いてみる」

　そう言ってからキースは、しまったという顔をした。

「……エミーアのことは内緒なんだった」

　エミーアはしばらく考えてから言った。

「アドニスに聞いてみるわ。王宮で家庭教師として働けないかって。キースのアイデアだけど、まるで自分で思いついたみたいな顔して」

「それなら僕はエミーアのこと知らないふりして、ピアノを習いたいってお母様にねだってみる」

「決まりね。きっとうまくいくわ。じゃあ、わたしたち、初めて出会ったふりをしなくちゃね」

　エミーアはキースのほうに向き直って立つと、かしこまって背筋を伸ばした。

「初めまして、キース王太子殿下。新しく家庭教師を仰せつかったエミーアと申します。至らないところもたくさんあると思いますが、どうぞ、よろしくお願いします」

「よろしく、エミーア」

「キース、そんなニコニコしちゃだめ。もっと初対面らしく」

　エミーアに言われて、キースはしかめっ面をした。

「こんな感じ？」

「そうそう」

　ふたりは顔を見合わせるとくすくすと笑い出した。この作戦には練習が必要だった。







　一方その頃、アドニスは王妃と謁見していた。王妃だけに呼び出されるなんて、王に関する悩みでもあるのだろうかと思っていたアドニスは、予想外の言葉に、息が止まりそうになった。

「聞いたわ。あなたが可愛い人を自分の部屋にかくまっているって」

「どうして、それを」

　どこから漏れたのだろうか。あの部屋には誰も近づかせていないはずなのに。

「キースが教えてくれたのよ。昨夜、妙にうきうきしていたから友達でもできたのかって聞いたら、あなたの部屋にいる可愛らしいリスのことを教えてくれたわ」

「キース殿下ですか……」

　アドニスは観念した。そういえば、エミーアもひとりで放置したわりにはなんだか楽しそうだった。可愛いリスが遊びに来てくれたの、と話していたが、まさか、人間だったとは。

　アドニスは王妃の横たわっているベッドの側にひざまずいた。

「無断で人を部屋に入れてしまって、申し訳ありません。ですが、あやしい者ではないことは私が保証します」

「いいのよ、アドニス。顔をお上げなさい。キースがなついているんだもの。いい子に決まってるわ」

　王妃は心から嬉しそうに微笑んだ。

「キースのあんな子どもらしい楽しそうな顔、ひさしぶりに見たわ」

「……そうかもしれません」

　宮中の不穏な空気を察して、キースは気を使っているのだろう。王やアドニスにワガママを言わないし、王妃の前ではさみしさを押し隠して気丈に振る舞っている。

　キャンディーをくれたときの無邪気な笑顔を思い出す。あれは、エミーアへのプレゼントだったのだろう。

「わたしがこんな体でキースにさみしい思いをさせているから、その子に感謝してるの。大丈夫よ。あなたにいい人ができたってことは、陛下には黙っているから、安心して」

「妃陛下、そのようなことは……」

　アドニスは言いかけて口をつぐんだ。王妃はエミーアのことをアドニスの恋人だと思っているようだったが、それを否定して本当のことを言うわけにもいかない。仕方なく王妃の誤解を受け入れるしかなかった。

「陛下ったら、まるでヤキモチ焼きの奥方みたい。あなたに近づく女の子を片っ端から排除して。奥方というより娘の父親ね。このままじゃ、あなたの婿入りが遅れちゃうわ。わたしはあなたの恋を応援しています」

「恐れ入ります」

　アドニスは頭を下げた。こんなに優しくて聡明な王妃にも嘘をついていることが心苦しかった。

「あなたにお嫁さんが来てくれたら、なんだか娘ができたみたいな気がするわ」

「もったいないお言葉です。王妃にはキース王子がいらっしゃいます」

「キースのお嫁さんを見るまでは、わたしは生きていないわ」

　王妃が迷いのない口調で言った。アドニスの顔から笑みが消えた。

「わたしのこの病気は、父や兄たちとまったく同じ。もう助からないわ」

「妃陛下、そのようなことをおっしゃらないでください」

「いいの。キースを残せたから。どうしてうちの家系はみな短命なのかしら。キースもわたしや父に似なければいいけれど。でもきっと大丈夫ね。フランスタ陛下の血が流れているのだもの」

　アドニスは返す言葉がなかった。王妃には嘘やごまかしは通用しない。自分の死を前にしても威厳を崩さない。これが王族なのだ、とアドニスは思った。

「陛下とキースをよろしくね」

「……かしこまりました」

「あと、あなたの可愛い人に、ピアノもっと聞かせてって伝えといて。すごく気持ちが落ち着いて、死ぬのが怖くなくなるの」

「ピアノ……」

「ほら、今も聞こえている」

　アドニスは耳を澄ました。静かに耳を澄ませていないと聞こえないくらい微かな音だった。ひとりで眠っている王妃には聞こえるのだろう。

「下がっていいわ」

　そう告げた王妃の顔は微笑んでいたが、もうこの世の人ではないように肌が透けて白かった。







　この部屋に来て数日しか経っていないはずだったが、エミーアはもうずいぶん前からここに住んでいるような気がしていた。

　ここは、居心地がよかった。アドニスもキースもエミーアを受け入れてくれている。居場所というのは、場所ではなく人が作ってくれるのかもしれない、とエミーアは思った。

　木の枝がぶつかるような微かな音が聞こえて窓を見ると、リスが来ていた。

（今日はキースは来ないのかしら？）

　来ないのなら、代わりに何かあげたほうがいいのかもしれないが、単に遅くなっているだけならキースの楽しみを奪ってしまう。

　そのとき、鐘の音が鳴った。

　リスが驚いたように駆けていった。

　エミーアは窓から顔を出して鐘の音に耳を澄ませた。お昼には早い時間だ。それにいつもと違って、町の中心からではなく王宮の屋根から鳴っている。音色も違った。重く悲しげな音が長々と続いている。

（なんの鐘だろう）

　足音が近づいてきた。キースの足音にしては大きい。それに急いでいるようだった。

　ドアが開いて入ってきたのはアドニスだった。

（いよいよ、陛下に謁見するときが来たのかしら）

　エミーアはアドニスを見つめると、緊張して言葉を待った。

「王妃陛下が崩御された」

「王妃様が……？」

「ああ。ずっとご病気だったんだ」

　そう言ってアドニスはくちびるをひき結んだ。それ以上しゃべると悲しみがあふれて止まらなくなるのだとエミーアは思った。

　エミーアも黙った。そして、正式な軍服に着替えて黒い徽章きしょうをつけるアドニスを見つめた。

「少し忙しくなる。ここにいてくれるか？」

「ええ。わたしは大丈夫だから気にしないで」

　アドニスが出ていくと、エミーアは全身の力が抜けて、窓枠に寄りかかった。

（王妃様がお隠れになられた……）

　王妃が病気であったこともエミーアは今初めて知った。

（お姿を拝見したことはないけれど、この部屋で暮らしていたお方……）

　エミーアは涙をこぼしそうになって固く目をつむった。

（そして、キース王太子殿下のお母様……）

　母親を亡くしたときの悲しみがエミーアの中に蘇よみがえる。嵐あらしのような悲しみに襲われてさらわれそうになる。エミーアはこぶしを握りしめて震える体を押さえつけると静かに息を吐いた。

（しっかりしなきゃ。悲しいのはキース殿下だわ）

　やがて、小さなノックの音が聞こえた。

「エミーア、ちょっとだけここにいていい？」

　ドアを開けるとキースが中に入ってきた。キースはエミーアの顔を見ずにソファーに座ると、

「ピアノを聞かせてよ」

　と言った。

「ええ、いいわよ」

　キースに背を向けてピアノを弾き始める。やがてピアノのメロディーに混じって、すすり泣く声が聞こえてきた。エミーアは自分も泣きそうになるのを我慢して、奏でる音の数を足した。メロディーの切れ目がないように奏でていく。

　曲が終わって顔を上げると、いつの間にかキースが立ち上がっていた。

「ありがとう、エミーア」

　部屋を出ていくキースの背中は母を亡くした小さな子どもではなかった。国の未来を背負う王太子だった。




　王妃の国葬は二日後に執り行われた。多くの国民たちにとって先代の王の死もまだ記憶に新しく、追い打ちのような悲しみが国中を覆った。

　だが、小さな王太子が涙を我慢して立派に国務を行っている姿が、国民たちを励ました。キース王太子を見た国民たちの胸には、王や王太子とともに、このレイナス国を繁栄させていくことこそが王妃の願いであると深く刻まれた。

　部屋にいるエミーアはそんな様子を見ることはできなかったが、まるで自分の目で見ているかのようにキースが立派に王太子の役目を務めていることを信じて疑わなかった。

　王妃の冥福を祈って、エミーアはピアノを弾き続けた。

　エミーアの部屋の窓の下には庭があり、そこを通りかかった人々が足を止めてピアノの調べに耳を澄ませ悲しみを癒いやしていたことは、エミーアの知る由もなかった。







　ここ数日ずっと、アドニスは自分の部屋で寝る暇がなかった。

　すべての業務を終えて、ようやく部屋に戻ろうとしたアドニスは、他の者から王が呼んでいると聞かされて、方向を転換して王の部屋へ向かっていた。

　ひとりになりたいのだと思っていたから、呼ばれたことは意外だった。

　業務のことなら、さっきまで常に一緒にいたのだから、その際に言いつけただろう。何か人払いをして話すことがあるのだ。

　どういう要件だろうか、と考えていたアドニスはその一方で、エミーアのことを話すちょうどよい機会だとも思っていた。そのことを認めたくなくて、王の要件は何かということをぐるぐると思いめぐらせながら王の部屋に入った。

「アドニス、ただいま参りました」

　アドニスが、ひざまずいて礼をする。

「顔を上げよ」

　アドニスが顔を上げると、疲れ切った表情の王が玉座に座っていた。レイナス国王フランスタは三十七歳であり、アドニスより十七歳上だったが、普段の王は若々しく、アドニスと並んでいると兄と弟のように見えた。だが、今は年齢を感じさせた。エミーアの父であるという事実が実感としてアドニスの胸に突き刺さった。

「なんの御用でしょうか。なんなりとお申しつけください」

　王は目をつむったまま黙っている。眠っているわけではない。眉間みけんにしわがよっている。アドニスはこの王が不機嫌になったときを見たことがなかった。だから、その表情も機嫌が悪いというよりは、苦悩に耐えているように見えた。

「……以前、私はある女性を捜してくれと頼んだな」

　ぽつりと王が話し始めた。

「覚えているか？」

「はい。覚えております」

「妃が亡くなったことは悲しい。体に穴が空いたようだ。だが、この日がそう遠くないうちに来ることを私たちは知っていた。覚悟ができていたし、悔いが残らぬよう、できるかぎりのことをしてきた」

「……はい。存じております」

　王はキース王子と王妃の三人で過ごす時間を大切にしていた。そして、キースがまだ幼いときから、母がいずれいなくなるということを教え諭していた。今よりもっと幼いキースがそのことをきちんと理解して何日もふさぎこんでいたのを一生懸命なぐさめていたことは、まだアドニスの記憶に新しかった。

「妃を送り終わって、ふと我に返ったとき、私は恐ろしい思いにとらわれてしまった。セイラは生きているだろうか。もしもうこの世にいないとしたら、ひとりで逝ってしまったのだろうか。私と出会ったばかりに、ひとりぼっちで生きさせて、ひとりぼっちで死なせてしまったのではないだろうか。そんなことを考えたら、私はこんなふうに玉座に座っていられないような気になる。結婚するつもりだった。だから自分のものにした。それなのに、私は彼女を裏切った」

　王の目は天井に向けられていたが、何も見ていないようだった。言葉では表せないほどの悲しみの中で、また新たな絶望にとらわれている。アドニスは思わず口走っていた。

「セイラ様は幸せに暮らしました」

　王ががたりと椅子の音を響かせて立ち上がった。

「気休めはよせ。そんな空虚な言葉を聞くために、お前に話したのではない」

「空虚な言葉ではありません。私はそれを人から聞いたのです」

「……誰から聞いたんだ？」

「セイラ様と一緒に暮らしていた、陛下にそっくりの美しい緑色の目をした十七歳の娘です」

　王は青ざめた顔でアドニスを見つめた。

「それは本当か？」

「はい。その娘がセイラ様からのお手紙を持って会いに来ております。本当かどうかは、ご自身でお逢あいになられてご判断なさいませ」

「……そうだ、セイラはどうしている？　元気なのか？」

　アドニスはしばらく黙ってから口を開いた。

「その者にお聞きくださいませ」

「そうか。その者の名はなんという？」

「エミーアです」

「それは私が考えた名だ。女の子が生まれたら、エミーアと名付けようとセイラと話していたんだ。エミーアをここに連れてきてくれ」

　そう言うと、王は手で顔を覆って椅子に体を沈めた。

　アドニスは深々と礼をすると、そのまま顔を上げずに後ろへ下がった。







　アドニスは自分の部屋の前で深呼吸をした。ドアを開けて中に入ると、エミーアは窓際に座っていて外を眺めていた。西日が部屋に差しこんで、エミーアの影が床に長く伸びていた。それはあまりにも美しく完璧かんぺきな絵画のようだった。声をかけて崩してしまうのが惜しい気がした。

「エミーア、これから王に謁見する。準備をしよう」

　振り返ったエミーアの表情は、逆光のせいで見えなかったが、声は明るかった。

「ええ、わかったわ」

　アドニスはソファーにエミーアを座らせる。王妃の調度品の引き出しを開けてそこからくしを取り出した。豊かな金色の髪をそっと手ですくいとる。

「なんだか恥ずかしいわ」

　くすぐったそうにエミーアが言った。

「王にお会いするんだから、きれいにしておかなくては」

　これからは侍女たちの仕事になるだろう。もうこの髪に触れられることはないかもしれない。そう思うと、アドニスはいっそう熱心に髪を梳といていった。

　エミーアの存在を王に伝えたからには、もう引き返すことはできなかった。

「アドニス、わたし、ちょっと思いついたんだけど、この王宮の中で働ける口はないかしら。たとえば家庭教師なんてどうかしら。わたし、ピアノなら教えることができるわ。ううん、家庭教師なんて贅沢ぜいたくなことは言わないわ。メイドでも掃除婦でもなんでもする。そうしたら、またアドニスに会えるでしょう？」

　何も知らないエミーアの無邪気な言葉が、アドニスの胸をえぐった。王の娘であると告げられたら、どれだけ驚くだろう。が、それはアドニスが告げることではない。

　天涯孤独だと思っているエミーアにとって、血のつながった父親に会えることは、きっと朗報に違いなかった。

　自分のこの恋心さえ殺せば、何もかもがうまくいく。

「やっぱり無理かしら。王宮で働いている人って、きっと特別な選ばれた方々なのでしょうね」

　アドニスはため息をつくエミーアの後ろ髪にそっとキスをした。いとしい気持ちが高まれば高まるほど胸が締めつけられる。

「大丈夫だ、エミーア。君はきっとこれからも王宮にいられる。王がそう計らってくれるよ」

「本当？　じゃあ、アドニスとも、ときどき会えるかしら」

「ああ」

「嬉しい。よかった」

　アドニスはエミーアの正面に回ると、細い腰を持って、その場に立たせた。

「さあ、できあがりだ。これで君は、どこからどう見ても貴族のお姫様だ」

　エミーアが嬉しそうに微笑む。アドニスはエミーアの華奢な首に触れて、細い鎖を指にかけた。

「ペンダント、見えたほうがいい」

「そうね。陛下からの贈り物だもの」

　胸の中に埋もれていた宝石が、ドレスの上に現れて光を放った。アドニスはエミーアをじっと見つめた。こんなふうに間近で見ることはもうないだろう。王そっくりのプラチナブロンドの巻き毛。緑色の瞳。すっと通った鼻筋や、整った輪郭は、線の細い女性っぽい顔だちのフランスタ王にそっくりだった。

「わたし、国王陛下に失礼のないように振る舞えるかしら」

「大丈夫だよ、エミーア。陛下は気さくでお優しいお方だ。礼儀にうるさくもない」

「でも……」

　エミーアはためらいがちにアドニスを見上げた。何かを願っているが、口に出すのを、迷っている顔だった。アドニスはたまらない気持ちになる。こんなときまで、自分のしたことが甘い苦しい仕打ちとなって返ってくる。アドニスはエミーアのほおに軽く指をあてて言った。

「緊張を解くおまじないが必要なんだね」

　エミーアはこくんとうなずいた。

（最後のおまじないだ）

　ゆっくりとキスをする。くちびるを離したアドニスは、エミーアを強く抱きしめた。

「……アドニス、どうしたの？　苦しいわ」

　エミーアは小さな声で抗議したが、そのまま自分の手をアドニスの背にまわしてみた。大きな背中だった。エミーアの胸の中には今まで感じたことがない幸せな気持ちが満ちていた。アドニスがいれば、何も怖くなくなる。

「さあ、陛下がお待ちだ」

　エミーアから離れたアドニスが微笑んで、ダンスを誘うように手を差し出した。

「お姫様みたい」

　エミーアはその手に自分の手をのせた。

（お姫様みたいじゃない。君はお姫様なんだ）

　命を懸けて姫を守る──そんな一昔前の騎士の生き方をアドニスは思い出した。

（エミーア、俺の命は君のものだ）

　人目を避けて秘密の通路を通っていく。王のいる部屋につながるドアをノックする。

「陛下、エミーア様をお連れしました」

　今まで聞いたことのない、かしこまったアドニスの声にエミーアはドキドキした。

（エミーア様だって。本当のお姫様になったみたい）

「さあ、ここからはひとりで行くんだ」

　アドニスの手が離れる。

　エミーアはうつむいたまま、王の前へ進み出ると、ドレスの裾を両手で軽く持ち上げて深々と頭を垂れた。

　アドニスは、その姿を見届けると、王に深い礼をして部屋を出た。

　何も考えられなかった。早足で部屋から遠ざかる。廊下を曲がったところで足が止まった。

　息が苦しくて、毒を盛られたかのようだった。体が震え、冷静でいられない。身がふたつに切り裂かれるようだった。

「……エミーア」

　吐き出すようにつぶやいて、アドニスは壁をこぶしで叩いた。

　いとしい人がついに自分の手を離れてしまった。永遠の別れではない。これからも、遠くから姿を見ることはできるだろう。ときには言葉を交わすこともできるかもしれない。だがそれも、どこかの王族のもとへ嫁入りしてしまうまでの間だけだ。

（もう二度と、この手で抱きしめることはできない）

　こぶしからは血が流れていたが、アドニスはそのことに気づかなかった。胸の痛みのほうがずっと苦しかったからだ。胸を押さえてその場に崩れ落ちたアドニスは、まるで心臓を剣で貫かれた戦士のようだった。




「顔を上げなさい」

　やわらかなテノールの若々しい声が聞こえて、エミーアは顔を上げた。玉座には、見目麗しい金髪の青年が座っていた。それはエミーアがおとぎ話を聞きながら夢見ていた王子様そっくりだった。

「セイラ……」

　顔を上げたエミーアを見て王はつぶやいた。

　目の前にいる娘は、記憶の中にずっと住んでいるいとしい女性にそっくりだった。胸に光る宝石も、白い肌に合わせて作らせたドレスも自分が贈ったものだった。ただ髪と目の色が違う。エミーアはセイラと違って、金色の髪と緑の瞳をもっていた。

「セイラ・ホワイテの娘、エミーアでございます」

　エミーアは緊張しながら、震える声で名乗った。それから懐から手紙を取り出すと、

「母から陛下に手紙をお渡しするように言われて持参しました。どうぞ、お受け取りください」

　と、うやうやしく差し出した。

「ああ、受け取ろう。ご苦労であった。エミーア」

　王は上の空で答えながら、エミーアの手から手紙を受け取った。

「それでは、失礼いたします」

　エミーアはお辞儀をして去ろうとしたので、王はあわてて呼び止めた。

「待て。読み終わるまで、ここにいてくれないか？」

「よろしいんですか？」

　エミーアは戸惑った。私的な手紙を読んでいる間に側にいるなんて、失礼なことではないだろうか。

「そなたに、ここにいてほしいんだ。ひとりで読むのが怖いからな」

「陛下でも怖いことがおありなんですか？」

「国王でいる間は何も怖くないが、ただのひとりの男に戻ったときは、怖いものだらけだ」

　エミーアは驚いた。エミーアにとって王ははるか高い場所にいる高貴なお方だった。言葉を交わすのも恐れ多いのに、こんな田舎娘に自分の気持ちを話してくれたことが意外で嬉しかった。

「承知しました」

「ここに腰かけて」

「恐れ入ります。それでは」

　エミーアが椅子に腰を下ろすのを見届けてから、王は手紙を開いた。怖いとエミーアに言ったのは本心だった。頑かたくなに音信不通を貫き通していたセイラからの便りが何を意味するのか、王にはわかっていた。

　手紙をすべて読み終わると、王は長い息を吐いた。

「セイラはいつ亡くなった？」

　王の声は震えていた。

「先月です」

「そうか……」

　王の緑色の目から大粒の涙がこぼれ落ちた。ひたいにこぶしをあてて、冷静になろうと試みるが目をつむると浮かんでくるのは、セイラの笑っている顔や交わした会話やかけがえのない思い出ばかりで、それはますます王の心をかき乱した。

　声を殺して泣く王をエミーアは黙って見つめた。母を亡くした悲しみが再び蘇ってきたが、それだけではなかった。エミーアの胸の中には安らかな風が吹いていた。王がセイラの死を悼んでくれている。そのことが嬉しかった。

「母は陛下にとても感謝していました。陛下からいただいた贈り物のおかげで幸せな生涯だったと」

「……贈り物か」

　王はつぶやいて静かに息を吐くと、エミーアを見た。

「その贈り物が何か、知っているか？」

　エミーアは少し考えて、

「……思い出でしょうか？」

　と言った。セイラは、お金やきらびやかなものには興味がなかった。ペンダントも、思い出の品だから大切にしていたのだろう。

「そなただよ、エミーア」

　王の言葉の意味がわからなくて、エミーアは戸惑った。王はいつくしむような目でエミーアを見つめていた。

「エミーア、そなたは私とセイラの娘だ」

「恐れ多いです。何かの間違いです」

「間違いではない。手紙にもそう書いてある。私を見てごらん。そなたの瞳の色は誰に似たんだ」

　国王の瞳はエミーアと同じ、若い植物のような鮮やかな緑色だった。光に透けて光る金色の髪も同じだった。

「わたしの父はわたしが生まれる前に亡くなったと……」

「私がセイラと愛しあったのは十八年前だ。一年間、毎日のように一緒にいた。他の邪魔が入る隙などなかった」

　そういえば、王はエミーアが聞かされた父の姿に似ていた。とても素敵なたおやかな美男子で声がきれいでしゃべっていると歌のように聞こえると。

「陛下……たとえもしそうだとしても、わたしはただの田舎娘です。わたしが陛下の娘だなんてことは陛下の名誉のために誰にも言いません」

「いや、会う人みんなに言ってもらいたい」

「陛下……」

　王は立ち上がって、エミーアの手を取った。

「セイラの行方をずっと捜していたが、ようやく会えた」

「陛下？」

「エミーア、君の中にセイラがいるんだろう？」

　国王の目からまた涙がこぼれ落ちた。エミーアはもう目の前にいる人が王であることも忘れてうなずいた。ここにいるのは母と愛しあったひとりの男性だった。

「じゃあ、お願いだから、側にいてくれ。私の娘として」

「……はい」

「父として抱きしめさせてくれ」

「お召し物が汚れます」

　エミーアの言葉は王にはもう届いていなかった。エミーアはもう父の腕の中だった。エミーアのほおを温かな涙が伝っていく。ずっとひとりで生きていくのだと思っていた。父親がいないことを嘆いたこともなかった。だが、本当は心細かった。自分を守ってくれる父親という存在に憧あこがれ、心の底から切望していた。

「よく会いに来てくれた。もう何も心配はいらない」

「はい。ありがとうございます」

　初めて会った父親の腕の中で、エミーアは心から安心していた。それは、セイラに抱きついて甘えていたとき以来の感覚だった。





　　　第四章　王女の決意







　エミーアの存在はまず、国政に関与する一部の貴族たちに知らされた。彼らはエミーアの清純な美しさに一目で魅入られた。新しい王女は、ただ美しいだけではなかった。王にそっくりのプラチナブロンドの髪と光をたたえた緑の瞳をもっている。エミーアが王の血を引く子であることは疑う余地もなかった。また、エミーアが天涯孤独で王権争いを混乱させる親族がいなかったこともあり、誰からも好意的に受け入れられた。

　王とセイラは婚姻関係になかったため、手続き上、エミーアは王の養女となった。そして、しかるべき王女教育を受けたのち、国民の前へ現れた。王族が次々亡くなって、残るはキース王子だけという状態で、国の未来を憂えていた国民たちにとって、若く美しい王女の登場は明るいニュースだった。また、エミーアの年を見れば王が王妃と結婚する前に成した子であることも明らかだった。王妃を亡くした悲しみがまだ癒いえていない国民たちも、新たな喜ばしい出来事としてエミーア王女の存在を自然に受け入れることができた。

　だが、エミーアが王女になったことを一番喜んだのはキースかもしれなかった。

「エミーアが僕の姉君だったなんて、夢みたいだ」

　キースは何度も何度もエミーアにそう言った。

「わたしも夢みたいよ。ずっときょうだいが欲しいって思ってたの。キースみたいな可愛くて立派な弟ができるなんて、信じられないわ」

（お母様のお導きのおかげだわ……）

　もし天からセイラが見ていたとしたら、エミーアがもうひとりじゃなくなったことにほっとしているだろう。




　エミーアの世話は長年王妃の世話をしていた侍女頭エリスが担当することになった。エリスとは別に王宮に上がったばかりの若い侍女たちも数人配置された。王宮初心者のエミーアが窮屈な思いをしないように、という王の配慮だった。

　若い侍女たちはよく失敗をしてエリスに叱しかられた。そのおかげで、エミーアは、わざわざ聞くのが恥ずかしいようなささいなマナーを見て学ぶことができた。ときにはエミーアもエリスに叱られたが、エミーアはエリスに叱られるのは嫌じゃなかった。エリスは甘い言葉などひとつも言わないが、エミーアが外で恥をかかないように、深い愛情をもって接してくれていたからだ。エリスと一緒にいると亡くなった伯母を思い出して懐かしかった。

　若い侍女たちはエミーアと年が近く、エリスがいないときは、ざっくばらんなおしゃべりを楽しむことができた。

　街で話題になっているという異国のファッションの話だったり、生まれ故郷の変わった風習の話だったり、王宮の使用人のうわさ話だったりと、話題は多岐にわたったが、エミーアにはどんな話も新鮮で面白かった。

　エミーアは生まれてこのかた、同じ年の女の子と一緒に過ごしたことがなかった。彼女たちと話していると、ワクワクと胸が弾んでくる。声もなんだか大きくなってくる。それは、セイラと一緒にいるときに感じた安らかさとは種類の違う楽しさだった。

　ある日、侍女のひとりが、

「エミーア様は生まれながらに高貴なお方という気がします」

　と言ったので、エミーアはふきだした。

「そんなことないわ。わたしなんか、ただの田舎娘よ。それをみんながお世話してきれいにしてくれるから、ようやくお姫様らしく見えてきたのよ」

　しかし侍女は食い下がる。

「そんなことはありません。わたくし、初めてエミーア様をお世話させてもらったときから、そう思っていました」

「初めてのとき……？」

　エミーアは首を傾げた。心当たりがなかった。初めて侍女を紹介されたときは戸惑うことばかりだった。何もかもひとりでやってきて、母の看病までしていたエミーアにとって、お世話をしてもらうというのは思った以上に未知の体験だった。

「わたくしも同じことを思いましたわ」

　別の侍女が言った。

「お召し替えのときでしょう？」

「そうそう」

　ふたりの侍女の間では話が通じているようだったが、エミーアはなんのことかわからなくてきょとんとする。

「お召し物を外させていただくときも、湯浴みを手伝わせていただくときも、エミーア様はまったく恥ずかしがられず、堂々とされていましたでしょう？　わたし、そのとき、生まれながらの高貴なお方は違うなって感心したんです」

「そんなの、たまたまよ。緊張して恥ずかしがるのを忘れていたの」

　エミーアは笑ってごまかした。

（……アドニスが教えてくれたおかげだわ）

　アドニスが王宮のルールを教えてくれて、実践してくれたおかげで、ドレスを脱がしてもらうことも、裸になって体を洗ってもらうことも抵抗がなくなっていた。

（マッサージは全然違ったけれど）

　湯浴みが終わると侍女たちはいつもマッサージをしてくれる。花の香りのするオイルをたっぷり使って全身を揉もみほぐされる。とても気持ちよかったが、アドニスにしてもらったときのような変な気持ちにはならなかった。声も出なかった。

（アドニスに会いたいな……）

　毎日何度もそう思ってエミーアはため息をついた。

　もうアドニスの部屋に行くことはできなくなった。

　王宮内ですれ違うことはほとんどない。たとえそんな機会があったとしても、エミーアはいつも侍女たちに囲まれている。誰かと話しているアドニスを遠くから盗み見るのが、エミーアに残されたささやかな楽しみだった。

　もし、毎日やることがなくて暇をもてあましていたら、アドニスへの恋しさが募って病気になってしまったかもしれない、とエミーアは思った。幸いなことに、エミーアの毎日は忙しかった。王女としての立ち居振る舞いを身につけなくてはならなかったし、学ぶべきことも山ほどあった。少女の頃に伯母にしつけられていたエミーアは淑女としての素養はあるのだが、伯母が亡くなって、セイラとふたりで奔放に暮らしているうちに、そこに自由なアレンジが加わっていた。おかげで、マナー教育係の夫人をあきれさせたり、見学に来た王を大笑いさせたりするのだった。

　エミーアは王女としてなんとか役目が務まるように一生懸命レッスンを重ねた。教えられたことを吸収するのに必死だったせいで、そんなエミーアを遠くからアドニスが見守っていることにはまったく気づかなかった。




　週に一度は同じ年頃の貴族の令嬢たちが王宮に呼ばれ、エミーアを囲んだお茶会が開かれた。貴族の生活に慣れるためだったが、エミーアの友達ができるようにという王の計らいでもあった。王の命でエリスが選んだ令嬢たちはみな、野心もなくおっとりとしていてエミーアに興味津々で、話し相手としてはぴったりだった。

　令嬢たちのおしゃべりは、若い侍女たちのそれよりも、もっとめまぐるしかった。つむじ風にくるくる翻弄される落ち葉のように次々話題が変わり、小鳥のさえずりのように言葉が飛び出てくる。それでいて、騒々しいわけではなく、みんな優雅にお茶を飲み、ときおりお茶やお菓子の感想を口にするのだ。エミーアは話を一生懸命聞いていると、お茶を飲むことすら忘れてしまう。当然、ひとことも口を挟むことはできなかった。

　彼女たちの話は、恋の話題が多かった。いや、恋というほどでもないのだろう。あの人が素敵だ、あの人がかっこいいと、無責任にうわさ話をしているだけだ。

　中でも彼女たちのお気に入りは、騎士アドニスの話題だった。あれだけかっこいいのに、どこの令嬢ともうわさにならず、結婚にも恋にも興味がなさそうで、一心に王に仕えている様子がたまらないのだそうだ。

　アドニスの名前が出てくると、エミーアはドキドキする。もっと知りたいけれども、他の女の子がアドニスのことを話していると胸が苦しくなった。







　エミーアが王女としての暮らしに慣れようと奮闘しているのを遠くから見守りながら、アドニスはいつもどおりの毎日を過ごしていた。

　エミーアが部屋にいたのはほんの数日間のことなのに、部屋はずいぶんがらんとしていた。そして、アドニスは、無理やり内臓をもぎとられたような喪失感に支配されていた。

　その喪失を埋めるように、今まで以上に業務に励んでいたアドニスだったが、王に接すると、どうしてもエミーアと最後に親しく言葉を交わした日のことを思い出し、胸が騒いでしまう。

「どうした。今日は覇気がないぞ」

　王に言われて、アドニスは我に返った。今は剣術の稽古けいこ中だった。王専用の広間で剣を交わしている。刃のない、稽古用の剣である。

「私と剣を交わすのは退屈か？」

「いえ、そのようなことはありません」

　気合いを入れ直したアドニスを見て、王はふっと笑った。

（あっという間に私を追い越したな）

　アドニスに剣術を教えたのは、王だった。王宮に連れてこられたときのアドニスは十五歳の体力があり余っているときで、教えれば教えるほど吸収していった。

　王が自ら教えたのには理由がある。アドニスの戦い方があまりにも自己流だったからだ。馬は自由に乗りこなし、どんな複雑な道も、木々が立ち並ぶ森の中も、両足で走っているのと同じくらい身軽に駆け抜けることができた。孤児院の院長の話によるとケンカも強かったらしい。

　騎士として採用するだけなら、他の少年たちと一緒に騎士たちに鍛えてもらえばいいのだが、王宮付きの騎士にするために侯爵家の出身だと皆に信じこませるためには、自己流の戦い方が抜けるまで、人前で剣術を見せるわけにはいかなかった。

　それから月日が経って、今ではアドニスのほうが強くなったが、週に一度の稽古は今もずっと続いている。

　もはや、稽古というよりは、王の気晴らしにアドニスにつき合ってもらっているという形だった。しかし、アドニスは血気盛んな二十歳はたちである。本来の騎士としての役割をさせてもらえず、こうして王やキース王子の相手をしていることに不満を抱えていた。だが、王はアドニスが王宮の外で戦うことを決して許さなかった。

「そなたに新たな仕事を与えよう」

　アドニスは力をこめて、打ちこまれた剣を弾はじいた。

「ぜひ、やらせてください」

　アドニスは内容も聞かずに請け負った。このタイミングで新たな仕事というのは、セヴィスタ国に関連したことに違いないと確信していたからだ。

　長年友好国だったセヴィスタ国とレイナス国は、数年前にセヴィスタ国の王が病に伏してから関係が悪化しつつある。昨日も小競り合いがあり、何人かの兵士がケガをして帰ってきた。そんな状態の中、自分だけが安全な王宮にいることがアドニスには耐えがたかった。

（ようやく、実戦に出られる）

　血がたぎる。騎士として国に貢献できる。それに、外に出ていけばエミーアのことを少しは忘れられる。王宮にいれば目で姿を追ってしまうし、部屋に戻れば一緒に過ごした日々を思い出してしまう。エミーアのことばかりで頭がいっぱいになって、気が狂いそうだった。

「ようやくやる気になったな」

　王が楽しそうに打ちこんでくるが、アドニスは話の続きが気になって仕方がない。

「新しい仕事とは、どのような仕事でしょうか？」

「エミーアの教育係だ」

「……は？」

　ようやく戦いに出る許可が下りるのかと思って期待していたアドニスは、エミーアの名を聞いて一気に混乱し、動揺した。

　手が止まったアドニスの隙を狙って、すかさず王が一撃を食らわす。アドニスの剣は天高く弾け飛んでしまった。

　アドニスは剣を拾うのも忘れて、王の顔を見つめた。

「おっしゃられる意味がわかりません。エミーア殿下には、私ではなく、女性の教育係をつけるのがよろしいかと」

「それはもう、つけている」

「姫様に剣術でも教えろとおっしゃられるのですか？」

「それもいいな。いざとなったら自分の身を守れるほうがいいからな」

　アドニスは深々とため息をついた。王がいったいどういうつもりかわからなかった。筋骨隆々のたくましい姫に育てたいのだろうか。それに、ケガでもしたら大変だ。

「キースの面倒も見てくれているではないか」

「王子と王女では違います」

　アドニスは険しい顔でくちびるを引き結んだ。もし自分がエミーアに恋心を抱いていなかったら、王の命令に逆らわなかっただろう。

　エミーアに会いたかった。だが会えば会うほど想いが止められなくなる。こんな邪よこしまな心で王女の側にいることは王の信頼を裏切ることになる。

　金属音がした。ふと気づくと、王がアドニスの剣を拾い上げていた。

「侍女頭のエリスから、エミーアの元気がないと聞かされたんだ」

（エミーアが……？）

　アドニスの表情が変わったのを見て、王は続けた。

「そなたはこの宮殿の中で、エミーアが王女になる前に出会った唯一の人間だ。教育係というのは口実だ。一日に一時間でもいい。エミーアを王女という立場から解放してやってくれ」

「そういうことなら……承知いたしました」

　アドニスは王から剣を受け取ると、敬礼をした。王の娘を想う気持ちに胸を打たれたが、それ以上に、元気がないというエミーアのことが心配だった。







「アドニスがわたしの教育係……？」

　エミーアは聞き間違えたかと思って、エリスの顔を見たが、エリスは大真面目だった。

「陛下からそのようにうかがっております。しかし、おそらく教育係というのは表向きの名目で、陛下には何か考えがおありなのでしょう」

「どんなお考えかしら？」

　エミーアはドキドキしながら尋ねた。

「陛下の考えを推察するなんて私には恐れ多いことでございます。ご自身でお聞きなさい。明日から、昼食後にアドニス様がお迎えにきます」

「ええ、わかったわ」

　エミーアは平静を装って答えたが、心臓はもう早鐘を打ち始めていた。

（嬉しい。アドニスに会える）

　話したいことが山ほどあった。王に会わせてくれたお礼もまだちゃんと言えてない。エミーアはその夜、ベッドに入って目をつむってもなかなか眠れなかった。明日が楽しみで眠れないなんて、子どものとき以来だった。







　ひさしぶりに会ったアドニスは、森の中で会ったときよりも立派な服を着て、より騎士らしく見えた。アドニスが立っているだけで、あたりが華やぐ。王宮のきらびやかな調度品が引き立て役になってしまう。

　アドニスは膝ひざをついて、エミーアの手の甲にあいさつの口づけをした。

「ご機嫌麗しゅう、エミーア殿下。今日から殿下の教育係を担当させていただきます」

「こちらこそ、よろしくお願いしますわ」

　エミーアはアドニスを見下ろしながら、今までとは違う態度にさみしさを感じていた。

（でも仕方ないわ。わたしは王女だもの。王女の名に恥ずかしくないよう、きちんとしなければ）

　しかし、アドニスは立ち上がると、今までのような親しげなまなざしでエミーアを見た。

「さあ、堅苦しいあいさつは終わりだ。エミーア、君はずいぶん王女様らしくなったね。とても素敵だ」

「アドニス……」

　不意打ちだった。エミーアは嬉しさに顔を輝かせた。アドニスの声もまなざしも笑顔も、以前のままだった。ずっとエミーアが心の中で何度も何度も繰り返し再生していたアドニスだった。

「いいの？　アドニス。普通に話して」

「ああ。俺といるこの時間は王女であることを忘れて好きに過ごせばいい」

「……本当に？」

　エミーアは恐る恐る尋ねた。王と謁見して以来、エミーアは常に王女として恥ずかしくないようにずっと気を張ってきたのだ。

「いいんだ。そのために俺は来たんだ。陛下の命令で」

「陛下の……？」

「だから、何も遠慮することはない。この時間は王女と騎士ではなく、エミーアとアドニスだ。いいね、エミーア」

「ええ、アドニス。わかったわ」

　ようやく納得したエミーアは弾けるように笑った。

「今日は何をするの？」

「そうだな。王宮の庭を散歩しよう。王女たるもの、王宮の造りをしっかり知っておかなくちゃいけないからな」

「ええ、わかったわ」

　ふたりは連れ立って歩き始めた。

「王宮の庭って広いのね。花だけじゃなく、木もたくさん植えられているし、泉もある。森みたい」

　木漏れ日のシャワーを浴びながら、エミーアが言った。

「あ、リス。あの木の穴の中に住んでるのかしら。キースに教えてあげなくちゃ」

　空を仰いで笑うエミーアの声が鳥の鳴き声と混ざって飛び散る。風がエミーアのドレスの裾を揺らす。その様子にアドニスは心を奪われて、その場に立ち尽くした。

（いとおしいという気持ちが止められない……）

　エミーアのことを敬愛する主君として愛し、心の距離を保って接しようと、アドニスは自分なりに努力をしてきたつもりだった。しかし、そんな努力などなんの意味もなかったと、エミーアの笑顔を見て理解した。

　抗あらがうことができたのは、かしこまったあいさつをしているときだけだった。今までどおりエミーアと呼びかけ、今までどおりの笑顔を向けられたとたん、アドニスの決意は乾いた砂のようにさらさらと崩れて風に散っていった。

　こうなってしまうことはわかっていた。エミーアに対する恋心を断ち切りたいのなら、事情を話してでも王の命令を断るべきだった。だがそうしなかったのは、自分に嘘をついてまで、エミーアに会いたかったからだった。

「アドニス？」

　エミーアが振り返って、立ち止まったままのアドニスを不思議そうに見上げた。

　その顔が可愛くて胸がいっぱいになってアドニスは言葉に詰まった。エミーアもアドニスを見つめたまま、口を開かなかった。まるで、しゃべると今の幸せがこぼれてしまうとでもいうように黙って微笑んでいた。

（好きだ……）

　アドニスは心の中でつぶやいた。見つめ合っていると心が吸いこまれてしまう。

（どうしてこんなに惹かれるのだろう）

　アドニスは、いつの間にかその小さな顔に向かって手を伸ばしていた。結い上げられた髪の毛にちょっと触れただけなのにエミーアはピクンと反応して恥ずかしそうに目を伏せた。

「葉っぱがついていた」

　ごまかすためにアドニスはそんなことを言った。

「素敵な髪型だ」

「侍女たちにしてもらったの」

「みんなと仲良くやってる？」

「ええ。みんなとても親切で優しいの。そうだ、わたし、アドニスのおかげで褒められたのよ」

「俺のおかげ？」

「服を脱がしてもらうときに堂々としているから、生まれながらの高貴なお方は違いますねって感心されたの。本当は違うのにね。アドニスが王宮のルールを教えてくれて練習させてくれたおかげなのに」

「あ、ああ。そうだな」

　アドニスは動揺を押し隠して、さりげなく尋ねた。

「俺と練習したことは侍女たちに言ったのか？」

「言えなかったわ。なんだか褒められた後だから言い出しづらくて」

「そうか。そのほうがいい」

　アドニスは、ほっと一息ついた。

「あ、そうか。アドニスの部屋にいたことは内緒だったわ。アドニスが怒られてしまうところだったわ」

「そうだ。あの部屋で起きたことはふたりの秘密だ」

「ええ。わかったわ」

　アドニスはエミーアの無垢むくな笑顔を見て心が痛んだ。いずれエミーアもアドニスのした行為の意味がわかるだろう。そのとき、エミーアはどう思うだろうか。自分をだまして興味本位に乙女の体をもてあそんだと思うだろうか。

（俺は君を愛してるんだ、エミーア……）

　心の中で何度叫んだかわからない言葉をまた繰り返す。エミーアが誰かのもとへ嫁ぐときはこの胸の内を残らず全部告白しようとアドニスは考えていた。決して軽い気持ちで触れたわけではない。どうしようもないくらい愛していて止められなかったのだと。もう、他の人を愛すつもりはなかった。一生ひとりでいてエミーアだけを愛し続ける。そんな告白では許されなければ、どんな償いもするつもりだった。

（いつか、誰かのもとへ……）

　アドニスは固く目をつむった。エミーアがいつか他の男のもとに嫁ぐという事実を認めているはずなのに、それに少しでも想いを馳せると心が暴走する。忘れていたい現実だった。せめてこのひとときだけでも……。

「他にはどんなレッスンをしてくれるの？」

「そうだな。馬に乗ってみるか？」

「嬉しい。乗ってみたいわ！」

　エミーアが子どものようにはしゃいだ声をあげた。アドニスの顔がほころぶ。

（この時間がいつまでも長く続けばいい）

　アドニスが願うことができるのは、ただそれだけだった。







　令嬢たちのお茶会は今日もアドニスの話題でもちきりだった。話題といってもたわいもないものばかりで、一瞬姿を見かけただとか、服は何色が似合うかとか、実はダンスが得意なのだとか、誰から聞いたかわからないような無責任な情報ばかりだ。エミーアはくすぐったいような後ろめたいような思いで、黙って彼女たちの話を聞いていた。毎日、アドニスに会っているなんて言ったら、きっと質問攻めにあうだろう。

　今日はとっておきの話題があるらしく、ひとりの令嬢が羽根のついた扇子で口元を隠しながら、もったいぶってみんなに告げた。

「あの例の黒髪の伯爵令嬢が、ついにアドニス様に交際を申し込んだんですって」

　歓声があがる。エミーアもドキドキしながら、話の続きを待つ。

「でも、アドニス様は、もう心に決めた方がいるとはっきり言って、お断りされたそうよ」

「あの令嬢じゃあ、アドニス様は落とせないわよね」

「でも、心に決めた方って誰？　気になるわ」

　令嬢たちは大騒ぎだったが、エミーアの耳にはもうその声は聞こえなかった。突然、崖がけから突き落とされたような気分だった。




「どうしました？　エミーア様。ずっと浮かぬ顔をしていますよ？」

　金色の髪を梳かしながら、エリスが言った。

「そんなことないわ。いつもと同じよ」

「お茶会の後からご様子が変ですよ。今日は、どんな話をされたんですか？」

　エミーアは観念した。エリスはなんでもお見通しだった。

「アドニスのうわさ話よ。あるご令嬢に交際を申し込まれて、それを断ったという話題でみんな大騒ぎしてたの。アドニスにはもう心に決めた方がいるって」

「アドニス様ももう二十歳ですから、そういう女性がいてもおかしくないでしょう」

　エリスの言うとおりだった。それなのに、エミーアの気分は晴れない。

（アドニスと結婚できるのは、どんな人なんだろう？）

「ねえ、エリス。わたし、まだ貴族のしきたりのことがよくわからないの。ちょっと変なこと聞いてもいいかしら？」

「もちろんです。なんでもお聞きください。そのために私はここにいるのです」

「ありがとう」

　質問を口にしようとして、エミーアはためらった。なんでも聞いていいと言われても、アドニスと結婚できるのは誰か、なんて質問は、あまりにも露骨すぎる。

（ああ、そうだ。逆を聞けばいいんだわ）

　エミーアはなるべくさりげなく聞こえるように、尋ねてみた。

「わたしの結婚相手になるのはどんな方かしら」

「エミーア様は王女様ですから、他国の王族のもとに嫁がれることになるでしょう。私は陛下から、他国に嫁いだときにエミーア様が恥ずかしい思いをされないよう、いろいろ教えてやってほしいと仰せつかっております」

「他国って……？」

　エミーアはショックのあまり顔色を失った。

「おそらく、隣国のセヴィスタ国でございましょう。セヴィスタ国は我がレイナス国の古くからの友好国で、姻戚関係を結ぶことは両国の王族の願いです。セヴィスタ国にはふたりの王子がいらっしゃいます。兄のアレン王子は事故にあい行方知れずになっているそうですが、弟のディラン王子はエミーア様とも年が近く、嫁がれるのにぴったりなお相手かと存じます」

　エミーアはエリスの話をうなずきながら聞くふりをしていたが、頭の中は他の考えでいっぱいになっていた。

（アドニスとは結婚できないんだ……）

　期待などしていないはずだった。ただ顔を見られて言葉を交わせるだけで満足できると自分に言い聞かせていた。それなのに、この事実がこれほど自分を動揺させるとは思わなかった。

　エミーアの両目から大粒の涙がぽろぽろとこぼれ落ちた。

「エミーア様？」

　エリスはエミーアが泣いていることに気づいたが、何も言わずなだめるように優しく髪を梳かし続けた。

「ごめんなさい、わたし……」

「何も今すぐお嫁に行くというわけではありませんよ。おさみしいと思いますが、女性はみな、いつか嫁いでいくのです。他国に嫁いでも親子の絆きずなは変わりません。特にセヴィスタ国は我が国とも近いのです。いつでも会えます。大丈夫ですよ。エミーア様がお望みならエリスもお伴いたします」

　涙を拭ぬぐいながらエミーアは、何度もうなずいた。心配させるから泣きやまなくてはならないと思うのに涙が止まらなかった。

（こんなことで泣くようなわたしではなかったのに）

　アドニスに出会う前なら、エミーアは喜んで他国に嫁いだだろう。それが王女として当然の務めなのだ。

　それなのに今は体が引き裂かれるようにつらかった。嗚咽おえつが止まらない。こんなふうに泣いて動揺するなんて、王女として情けなかった。

「お疲れのようですから、ゆっくりお眠りください」

　エリスはいつくしむように微笑むと、部屋を出ていった。エリスの足音が聞こえなくなると、エミーアは椅子から立ち上がってベッドに倒れこんだ。

「……アドニス」

　いとしい人の名を口にする。

「アドニス……アドニス……アドニス！」

　枕まくらに顔を押しつけて何度も名を呼ぶが、応える声はここにはない。アドニスのことを想うと心が切り裂かれて死んでしまいそうだった。でもこのままでは、王女としての務めを果たすことができない。

（想えば想うほどつらくなる）

　エミーアは決意した。

（こんなふうに呼ぶのも想うのも、もう最後にしよう）







　婦人用の鞍くらを外すアドニスを眺めながら、今日も決意したことが守れなかったとエミーアはため息をついた。

　今日のアドニスのレッスンは乗馬だった。婦人用の鞍をつけてそこにエミーアが横向きに座り、アドニスが後ろにまたがって一緒に馬に乗った。エミーアの体はアドニスのたくましい両腕に支えられる格好だった。手綱をきちんと握ることができず、手を添えられて一緒に握った。初めて出会ったときを思い出して、エミーアは胸の高鳴りを止められなかった。せっかく教えてもらったことも、集中できなくてひとつも頭に入らなかった。

「次からは俺が手綱を取ろう。エミーアは俺に任せて乗っていればいい」

「だめだわ。それじゃあ、ひとりで乗れるようにならないわ」

　エミーアはむきになって反論した。アドニスと密着して馬に乗るのはもうやめなくてはならない。

（アドニスはどんな人と結婚するのだろう）

　アドニスが自分以外の女性と一緒に馬に乗っている姿を想像してエミーアは泣き出しそうになった。苦しくなるからこれ以上心を開かないでおこうと思うのに、アドニスの顔を見ると、今だけならいいじゃないかと自分をごまかしてしまう。

「そうだな。ひとりで乗れるようになっておいたほうがいいかもな」

　アドニスがぽつんと言った。

「もし、戦争が起こったら、ちゃんと自分の身を守れるように」

「戦争って、まさかセヴィスタ国と？」

「そうだ」

　エミーアはショックで言葉を失った。雲行きがあやしいということはいろいろな人のうわさで聞いていたけれど、まさかそこまで悪化しているとは思わなかった。

「陛下は回避しようとなさっているが、セヴィスタ国はどうにか理由をつけて戦争を起こそうとしている。昨日も国境付近で、レイナス国とセヴィスタ国の兵士が争いになったそうだ」

　心配そうなエミーアを見て、アドニスはふっと笑った。

「エミーアは心配しなくていい。そのために騎士がいるんだ」

「……戦争になったら、アドニスも戦いに行くの？」

　エミーアは思わず聞いていた。

「ああ、行くよ。ずっと王宮の中で貴族の真似事まねごとみたいなことをさせられていたけれど、そうなったらどれだけ陛下が止めようと行くつもりだ」

「だめよ、そんなのだめ」

「そうだな。戦争が起こらないといいな。たくさんの血が流れる」

「わたしが……わたしがセヴィスタ国に嫁いだら戦争は起こらないかしら？」

　エミーアは顔を上げて、アドニスをまっすぐに見つめた。自分の中に今まで感じたことのない強い力がみなぎっていた。怖いとか悲しいとか、そんなふうに思う気持ちも消えていた。

「エミーア、君は何を言っているんだ？」

　アドニスは動揺した。いつかエミーアが嫁ぐ日が来ると覚悟していたはずなのに、急に突きつけられて頭が真っ白になった。

「エリスが言っていたの。レイナス国とセヴィスタ国は友好国で、王族同士で婚姻関係を結ぶのが長年の願いだったって」

「それは昔の話だ。今は状況が違う」

「いいえ。こんなときだからこそ、セヴィスタ国との関係を強化する必要があるんじゃないかしら」

　きっぱりと言い切ったエミーアは、気高い王女の顔をしていた。ふたりでいるときは無邪気な少女に戻るエミーアだが、もうエミーアは田舎娘ではなかった。王の娘であり、国民の幸せを願う王女だった。政治や他国の状況についても教師をつけて学んでいる。

　エミーアの言うことのほうが正しかった。だが、アドニスはますます動揺する。エミーアが迷いのない様子を見せれば見せるほど、アドニスは混乱し、自分が何を言っているのかわからなくなる。

「セヴィスタ国のディラン王子は女好きの暴君と聞いている。正妻になっても愛人を囲うかもしれない。愛されなくて放っておかれるかもしれない」

「構わないわ。国がそれで助かるのなら」

「人質になりにいくようなものだ」

「ええ。わかっているわ。でも、人質なら、わたしが殺されるまでは戦争は起きないで済むでしょう？」

「エミーア！　君までそんなことを言わないでくれ」

　アドニスは悲痛な声で叫んだ。臣下の中にはエミーアとディラン王子の結婚を王に勧める者もいた。アドニスは、その臣下を殴り飛ばしたい気持ちを必死で抑えなくてはならなかった。だが、王の答えを聞いて、体中の力が抜けてその場に崩れ落ちそうになった。

　──セヴィスタ国王子とエミーアの結婚は私も考えている。ただ、時期を待っている。

「そんなことのために、俺は君を陛下に会わせたんじゃない。エミーア、俺は君に幸せになってほしくて……」

　エミーアは動揺しなかった。アドニスを見つめて微笑む。

「レイナス国のみんなが幸せでいてくれたら、わたしは幸せだわ」

　強がりではなく、エミーアは心からそう思っていた。自分にできることがあることが幸せだった。

（アドニスが戦場で傷つく姿なんて見たくない）

　自分にこんな勇気があったことにエミーアは驚いていた。

（お母様も陛下との別れを決めたとき、こんな気持ちだったのかしら）

　胸の上のペンダントに触れる。そこに触れているといつでもセイラとつながっていられる気がした。

（この胸にアドニスとの思い出がある。それだけで生きていける）

　エミーアが目を開けると、アドニスは姿を消していた。







　エミーアがセヴィスタ国に嫁ぐ決意をしたといううわさが王宮中を駆け巡った。人々はみな、表面上はエミーアのことを心配したり不憫ふびんがったりしていたが、本心ではこれで国が救われると安堵あんどしていた。

　アドニスは、何もできない自分がもどかしかった。エミーアの決意は固く、アドニスの説得には応じてくれそうにない。まさか自分ごときが国王に進言するわけにはいかなかった。エミーアの幸せを誰よりも考えている王が、国のために嫁がせると決めたとしたら、それは王にとっても苦渋の決断だった。

　時期を待っているという王の言葉を、そのときはセヴィスタ国との関係が安定するまでという意味だとアドニスはとらえていた。だが、エミーアが王女としての自覚を強め、自ら志願するまでという意味にもとれる。そうすると、もう賽さいは投げられたということになる。

　耳に入るセヴィスタ国の情報は、聞けば聞くほど気持ちが暗くなる内容ばかりだった。王の亡き前妻の子、第一王子は七年前から行方不明。王位争いに巻きこまれたのではないかとささやかれている。後妻の現王妃は金遣いが荒く、病気の王に代わって王宮を支配している。王妃が生んだ第二王子はワガママで子どもっぽく、短絡的な行動を起こす。病気で人前に出てこない王は、すでに暗殺されているのではないかといううわさすらある。

（これはあまりにもひどすぎる……）

　嫁いだ先でエミーアが幸せになるのなら、まだ納得ができた。自分の恋心さえ殺せばいい。だが、エミーアの身に何かがあったら……と考えると、アドニスはどうしてもこの結婚をやめさせたかった。いや、それはただの言い訳だった。エミーアが幸せになれるところへ嫁ぐことになったとしても、アドニスはやめろと言いたかった。

　エミーアは王女として立派に国のことを考えているのに、あまりにも情けなかった。エミーアに決意を告げられたとき、その決意を褒めるどころか受け止められず、その場から逃げてしまった。

　それは恋する男にとってあまりにも残酷な仕打ちだったからだ。

（少しでも男として想われているかもしれないと考えていた俺は、どれだけうぬぼれていたのだろう）

　エミーアが自分に向けてくれる笑顔やまなざしはすべて友人や家族に向けるものと同じだったと思い知った瞬間だった。





　　　第五章　ふたりの告白







　アドニスと一緒に歩いて以来、エミーアは王宮の庭がお気に入りの場所になった。

　この庭は先代の王が作らせたものだった。花が好きで、自ら植える植物を指示したり、自身で見回ったりもしていたらしい。今は特別な庭師は雇われておらず、あまりにも見苦しくなったら誰かが枝を刈る程度で、風で種が運ばれてきた野生の草もあちこちに生えていた。

　エミーアはこの庭の手入れが行き届いていないところが気に入っていた。住んでいた屋敷の近くにあった森に似ているからだ。植物が生き生きとしている。リスや小鳥のような動物たちもたくさん住んでいるようだった。

　王女であるエミーアがひとりになるためには、ちょっとした嘘をつく必要があった。エミーアは教育係のアドニスと会うと侍女たちに告げて、ここに来ていた。

　本当は、セヴィスタ国へ嫁ぐと宣言して以来、アドニスのレッスンは中止していた。顔を合わせると決心が揺らいでしまいそうで怖かったからだ。

（あと、どれだけここにいられるのだろう）

　そんなことを思いながら、エミーアは鳥の声に耳を澄ませ、風の匂いをかいだ。

　ベンチに腰を下ろす。日がまぶしくて帽子で顔を隠す。

　エミーアは帽子の作る淡い影の中で静かに涙を流した。王宮の中ではいつも人の目があって泣くことはできなかった。

（早くどこかへ行ってしまいたい）

　──心に決めた人がいる。

　アドニスの言葉が何度も頭の中で繰り返される。本人の声で聞いたわけではないのに、想像の中でアドニスは美しい貴婦人を横に従えて、エミーアに宣言するのだ。

（アドニスに会いたいのに会いたくない）

　自分で自分がわからなかった。胸が痛くてたまらなかった。

　馬のいななきが聞こえて、エミーアは帽子を顔から外した。目の前に、馬の脚があった。背に赤い軍服に身を包んだ兵士を乗せている。

　馬は三頭いた。その中で一番豪華な服を身につけているのはブラウンの髪のきれいな顔の青年だった。

　レイナス国の者ではなさそうだったが、礼儀正しく隊列を組んでいるから敵意も感じない。王宮を訪問するつもりが間違えて庭のほうに迷いこんだのだろうか。

「エミーア王女のところへ案内してほしい」

　青年が言った。

　エミーアは帽子の陰で素早く涙を拭いてベンチから立ち上がると、凜とした声で名乗った。

「わたくしがエミーアです」

　青年は軽やかに馬から降りて、すとんと地面に立った。

「ふうん。王女のくせにこんなところにひとりでいるのか。ずいぶん田舎くさい王女だな。うわさどおりだ」

　ふたりの赤い兵士も馬から降りると、青年とエミーアの間に割って入った。

「こちらは、セヴィスタ国のディラン王太子だ」

　エミーアの存在を下に見ているような、高圧的なしゃべり方だった。エミーア個人としてはどんなふうに扱われても構わないが、王女のエミーアが軽く扱われるということは、レイナス国が侮辱されているも同然だった。

　エミーアは赤い兵士を無視すると、ディランに向き直った。

「ディラン殿下、お目にかかれて光栄です。お知らせいただければ、お出迎えの準備をさせましたのに」

「私は婚約者の本当の姿が見たいんだ。人形のようにすました王女様じゃなくてな」

（この人がわたしの夫になる人……）

　エミーアは、ようやく実感が湧いて怖くなった。嫁ぐと宣言したときに覚悟はできているつもりだった。だが、いざディラン王子と威圧的な兵士を目の前にすると、そんな覚悟は少しも役に立たなかった。ひとりで異国へ嫁ぐということは、夫となる男が守ってくれなければ、味方がひとりもいないということだ。

「私と婚約すると言っているそうだな。王から返事はないが、王女自身は承諾したと気の早い者が知らせてきた」

「はい。そのとおりです」

　ディランはエミーアに近づくと、あごに手を添えて乱暴に顔を上げさせた。

「ふうん、磨けば光りそうだ。気に入った。寿命が短い歴代の王族の娘よりよっぽどいい。子もたくさん産めそうだ。私が欲しいのは血統などではない。王の仕事を支える聡明で勇気ある妻だ」

　言葉や仕草は乱暴だったが、言っている内容はエミーアにも納得ができた。

（なんとかやっていけるかもしれない……）

　震える体を押さえつけて、ディランを見つめる。ちゃんと目を逸らさずに現実を見ておきたかった。一瞬、ディランの瞳が揺れた気がした。が、次の瞬間にはまた横暴な光を宿してあやしく光った。

「ただし、ひとつだけ確かめておきたいことがある」

　エミーアは腕をつかまれて強く引き寄せられた。勢いよく木の幹に体を押しつけられる。

「ディラン殿下、何を……」

「お前が純潔かどうか確かめる。もし純潔なら、少々順序が変わるだけだ。問題あるまい。もし、純潔じゃなければ婚約は解消だ。お互い楽しんだということで忘れよう」

　エミーアにはディランの言葉の意味がよくわからなかった。ただ、純潔というものを証明しなければ結婚できないということだけはわかった。

　エミーアはディランをまっすぐに見た。

「もし本当にわたくしの純潔が証明されたら、わたくしを妻にし、レイナス国との友好関係を大切にしてくれますか？」

「ああ、約束しよう」

「どうぞ、好きなだけ確かめてください」

　エミーアは目をつむった。こぶしを握って落ち着こうとするが、震えが止まらない。怖くてたまらなかったが、これがエミーアのできる最善のことだった。

　くちびるがやわらかなものでふさがれた。

（……おまじない？）

　目を開くと、ディランの顔がすぐ近くにあった。さっきまでの乱暴な様子とは別人のような優しいまなざしだった。

　ディランはエミーアの腕を握った。そして、兵士たちに、

「見張ってろ」

　と怒鳴ると、エミーアを茂みの深いほうへ引っ張って歩いていく。兵士たちの足音が遠ざかる。

　ディランが足を止めて、あたりをうかがった。そしてエミーアを隠すように両腕で包んだ。

「エミーア姫、乱暴な行為をしたことを許してほしい。私の行動はすべてあの兵士たちに見張られている。君とふたりで話すには、こんなやり方しかできなかった」

　優しい声だった。ディランは真剣なまなざしでエミーアを見据えた。

「セヴィスタ国には絶対に来るな。来たら君は殺される。君と私の結婚を推し進めているのは、私の母なんだ。母は何か企たくらんでいる。私には止められない。止めようとはしているが、私の目の届かないところで君が罠わなにかけられるかもしれない」

「……ディラン様」

　ディランは、腰の袋から手紙を取り出すと、エミーアにそっと手渡した。

「誰にも見つからないように。レイナス国王陛下に渡してくれ」

　エミーアはうなずくと、手紙をコルセットの中にしまいこんだ。

「戦争など起こさせない。セヴィスタ国とレイナス国の友好関係は私が必ず守り抜いてみせる」

「……ありがとうございます」

　エミーアは、ほっとして微笑んだ。自分が嫁がなくてよかったことではなく、二国の友情を守るとディランが約束してくれたことが嬉しかった。

　ディランはエミーアをじっと見ていたが、自嘲じちょう気味に笑った。

「困ったな。本当は、君に会って幻滅して、あんな姫は嫌だと主張して婚約を破棄しようと思ったのに、婚約破棄の理由がなくなった」

「ディラン様……」

「……もしすべてが解決して、君の安全を保証できるようになったらそのときは……」

　そこまで言ってディランは顔を上げた。複数の足音が近づいてくる。

「失礼、エミーア姫。ふたりで真面目な話をしていたことがばれるとまずいんだ」

　ディランはエミーアのドレスの肩の部分を下ろした。胸の上半分が露わになる。エミーアの肌が外から見えないようにディランはエミーアを自分のほうへ引き寄せた。

「エミーア！　どこだ？」

　エミーアは雷に打たれたように、その声に反応した。今まで、国のために自分はどうなってもいいと思っていたのに、アドニスの声が聞こえたとたん、体が勝手に反応して、ディランを突き飛ばしていた。

「アドニス！」

　服が乱れているのにもかかわらず、必死でアドニスを呼ぶ。

「アドニス、ここよ！」

「エミーア！」

　アドニスの目がエミーアをとらえた。猛然とこちらに向かってくる。

「なるほど」

　ふたりの尋常ではない様子を見て、ディランは状況を悟った。

「レイナス国の騎士に殴られて、婚約破棄という手もあるか。しかし、あの騎士、強そうだな。殴られたら痛そうだ」

「ディラン様……。殴られるなんて、いけないわ」

　アドニスがディランを殴ったら、外交問題になってしまう。それに、アドニスに処分が下ってしまうかもしれない。

「エミーアから離れろ！」

　アドニスが叫んで、ディランに飛びかかった。が、こぶしが当たる寸前で、アドニスはふたりの赤い兵士に取り押さえられた。

　エミーアは服の乱れを直すと、毅然きぜんとした態度でアドニスをにらみつけた。

「落ち着きなさい。アドニス。この方はセヴィスタ国の王太子ディラン殿下です。わたくしはただ、お話をしていただけです」

「しかし、エミーア姫。本日、ディラン殿下のご訪問があるとはうかがっておりません」

「遠出の途中で寄ったんだ。自分の婚約者の顔を見ておきたかったからな」

　わざと軽薄な口調でディランが言った。兵士が聞いているからだろう。

「放してやれ」

　兵士が不満そうな様子でアドニスを放した。

　アドニスは膝を地につけて、ふたりに対して敬礼した。

「名を名乗れ」

「アドニス・メディナ。騎士であります。エミーア殿下をお守りしております」

「ほう、姫を守る騎士は、婚約者と過ごす時間にも介入するんだな」

「申し訳ありません。まさかディラン殿下がいらっしゃっているとは……」

　ディランは急に口をつぐんだ。足元で頭を垂れているアドニスを黙って見下ろしている。

「アドニスといったか。面を上げよ」

　アドニスが顔を上げた。ディランはアドニスの顔を見つめた。しばらく奇妙な沈黙が流れた。

「……私の顔を知らないと言うのだな」

「はい。主に王宮内の警護を担当しておりますゆえ……」

「そうか。それなら仕方がない。無礼を許そう」

　エミーアはほっとした。アドニスはさぞかし心配しているだろう。早く、ふたりきりになって事情を説明したかった。ディラン王子の本当の姿と志を知れば、アドニスも安心するだろう。

　だが話はこれで終わらなかった。

「お前は、今さっき、王女をエミーアと呼んでいただろう。一介の騎士のくせに、なぜ王女を呼び捨てにするのか」

　アドニスは目を伏せて答えた。

「……緊急事態でしたもので」

「そうだな。緊急事態には、いつも呼んでいる名が出るものな」

「……ディラン様？」

　不穏な空気になってエミーアは思わず口を挟んでしまった。ディランは何をしようとしているのだろう。

「お前はエミーア姫と情を通じているんだな」

「ディラン殿下！　何を……」

　アドニスが立ち上がり、兵士に取り押さえられる。

「むきになるところを見るとあやしい」

「そんなことはありません」

「この婚約はやめだ。だまされるところだった」

　ワガママな子どものような口調で、ディランが言った。エミーアはようやくディランのやろうとしていることがわかった。

「ディラン殿下。ここでそのようなことを決められては……」

　兵士がいさめようとするが、ディランはそっぽを向いている。

「お前らも見ただろう。血相変えてふたりが名を呼び合っているのを。ここの王はとんだ食わせものだな。臣下の手がついた姫を、何食わぬ顔して嫁がせようとするんだからな」

　ディランのセリフはレイナス国を侮辱するような内容だったが、それが本心ではないことはエミーアには伝わってきた。

　だが、アドニスは我慢できずに立ち上がった。

「姫や陛下を侮辱するのはおやめください。ディラン王太子殿下、私が先ほど申し上げましたことは間違いでした」

「ほう」

「私はエミーア殿下をお慕い申し上げております。それで、あのような行動に出てしまいました。私の一方的な思いゆえ、王や王女に非はありません」

「エミーア姫を愛していると言うのだな」

「はい。自分の命より大切に想っています」

（アドニス……）

　エミーアは驚いてアドニスを見つめた。その言葉は本当だろうか。それとも王と自分の名誉を守るための嘘だろうか。

「一方的な思いで、エミーア姫のほうはなんともないということか」

「そのとおりです」

「それはお前の勘違いではないか？　王女の顔を見てみろ」

　振り返ったアドニスの視線の先には、宝石のような目を見開いて真剣にアドニスを見つめているエミーアがいた。

　アドニスの表情が変わったのを認めると、ディランはマントを翻し、ふたりに背を向けた。

「行くぞ。婚約は取りやめだ。俺は人の女を妻にする趣味はない」

　馬のいななきが聞こえて、足音がだんだん遠ざかる。

　エミーアはただ呆然とその場に立ち尽くしていた。

「大丈夫か、エミーア」

　アドニスに聞かれてもエミーアは答えられなかった。ディラン王子の突然の来訪よりも、アドニスの告白のほうがエミーアを動揺させていた。

「俺のせいでディラン王子に誤解された。俺から陛下にご報告し、誤解を解いてもらうようにお願いするから」

　エミーアは首を振った。

「いいのよ、アドニス。これでよかったの。ディラン王子は婚約を破棄する理由を見つけるためにレイナス国にやってきたの」

「どういうことだ？」

「ディラン王子はうわさと違って暴君ではなかったの。殺されるから来るなって、ふたりきりになったときに忠告してくれたわ」

　アドニスの表情がさっと変わった。

「ふたりきり？　わざわざこの誰も目の届かないところへ引っ張りこまれたのか」

「ディラン王子と一緒にいた兵士たちは味方ではないみたいなの。監視されているって言ってたわ。それで、兵士の監視の目をごまかすためにわざと乱暴なことを言って兵士を遠ざけて……」

　アドニスがエミーアの両肩をつかんで、ケガがないか点検するように見た。

「乱暴をされたのか？」

「そうじゃないの。ただ、純潔かどうか確かめるって言われて」

　アドニスの目が大きく見開かれた。見たことがないくらい怖い顔をしている。アドニスがどうしてそんなに反応するのかわからなくて、エミーアはあわてた。

「大丈夫よ。ケガはしていないわ。どうやって確かめるのかわたしはわからなかったからお任せしていたの。ちゃんと、緊張しないおまじないをしてくれて……」

　エミーアの言葉は半ばで途切れた。アドニスのくちびるがエミーアのくちびるに覆いかぶさっていた。

　エミーアの体がピクンと跳ねる。くちびるを離すと熱い息が漏れ出た。

「このおまじないは俺がやらないと効かないんだ。そうだったろう？」

　アドニスが鋭い眼光でエミーアを見つめた。エミーアはうなずいた。確かにアドニスの言うとおりだった。ディランのときはおまじないをされても震えは止まらなかった。でも今は体の中心が熱くなって頭がぼうっとする。

「もう誰にも触れさせたくない」

　アドニスのたくましい腕がエミーアを抱きしめた。もう一度くちびるがふさがれる。むさぼるように音をたてて吸われる。

「……あっ」

　変な声が出た。やっぱり全然違う。甘い衝動が次々湧いてくる。歯の間に舌が侵入する。口の中をアドニスの舌が這いまわり、エミーアの体はまたピクンと震えた。

「……やっ……待って」

「他には？　どこか触られたか？」

　エミーアは首を振った。

「……そう。だが、一応確かめよう」

　服越しにアドニスの手のひらがエミーアの輪郭をなぞっていく。なでられると気持ちが落ち着いていく。でも同時にドレスの上からではもどかしくなる。直接触ってほしくなる。

「……んっ」

　エミーアが声を漏らすとアドニスは意地悪く微笑んだ。

「そんな声をあの男に聞かせたのか？」

　エミーアは首を振った。

「そう、俺だけだな」

　アドニスの手がエミーアの白い首をなで、盛り上がった双丘をなでる。

「こんなところも触られなかったか？」

「……ええ」

「本当かどうか確かめよう。よく見せてごらん」

　エミーアは抵抗しなかった。アドニスに触れられたかった。アドニスの視線を自分の体に独り占めしたかった。

「……アドニスに触られたときだけ変になるの。どうしてかしら？」

　エミーアの潤んだ瞳がアドニスを見つめている。薄く開いたくちびるから、熱い息がこぼれて、白いほおが紅潮している。

　アドニスがこくりと喉を鳴らした。

「どんなふうに変になるんだ？」

「……わからない」

　エミーアの恥じらう様子がたまらなくて、アドニスの理性は吹き飛びそうになる。

「もっと触れてほしくなる？」

　言い当てられて驚いたのか、エミーアが息を呑んだ。アドニスは、エミーアの袖を肩から下ろして乳房を露わにした。

「こんなふうに？」

　ゆっくりと揉みしだく。

「……はあっ……やっ」

　エミーアはアドニスを見つめる。アドニスはエミーアのしてほしいことを全部知ってるみたいだ。

「だめっ……こんなところで」

「ここには誰も来ない」

「でも……もし来たら……」

　エミーアは口ではそう言ったが、もう周りを気にしている余裕がなかった。

「きっと、ここもなめてほしくなっているはずだ」

　つんっと突起を弾かれる。

「やっ……そんなこと……ない」

　エミーアがのけぞった次の瞬間にはアドニスのくちびるが挟んでいた。

「や……ああっ……」

　舌で蹂躙されてエミーアは悶えた。してほしいと望んでいたはずなのに、刺激が強すぎて、怖くなる。

「他にも触ってほしいところがあるだろう？」

　エミーアは、首を振った。

「そんなの……ないわ」

「素直になるまで待とう」

　再びアドニスのくちびるがエミーアの乳房の先端をついばんだ。反対のつぼみは指でこりこりと転がされる。

「……やだっ……はあっ」

　体中が熱くなってくる。ビクビクと震える。体の中心に欲望がたまっていく。アドニスに触れてほしい。もどかしくてたまらない。

「やあっ……あっ」

　舌で責められてエミーアの体は跳ねた。もう何も考えられなくなる。次々としびれが襲ってくる。

　そんなエミーアのなまめかしい姿をアドニスは食い入るように見つめた。

（……この姿を誰にも見せたくない）

　ドレスに身を包んだまま、荒れた庭で悶えているエミーアの姿は、美しかった。聖と俗がこの細い体に同居している。

　自分がどんな恐ろしいことをしているのか、アドニスはわかっていた。それでも止められなかった。

「……触って」

　エミーアがささやいた。

「ドレスの中だね」

　エミーアが小さくうなずく。その様子がいとおしすぎて、アドニスは理性を保つために深呼吸をした。

　ドレスの裾をまくりあげ、下着を下ろすと、エミーアの濡れてやわらかく震える花びらに指でそっと触れた。

「溶けている」

　少し触れただけで、エミーアは体を震わせてアドニスに寄りかかった。

　とぷんと指先をエミーアの中に沈める。それからゆっくりと動かし始める。エミーアの可愛い悲鳴が、アドニスの指で奏でられる。

「……んっ」

　エミーアはうなずいて、アドニスにしがみついた。

「……あっ……やああっ」

　エミーアはアドニスの腕の中で鋭く体を震わせて越えた。それでもアドニスは可愛がるのをやめようとしなかった。

　エミーアは、いやいやと首を振って、熱に浮かされたようにアドニスの服を握った。

「わたし……変なの。アドニスに触られたら変になるの」

　アドニスはエミーアにキスをする。もう何も考えられないように言葉も一緒に食べてしまう。

（それは、俺が君を愛しているからだ）

　アドニスは心の中で応える。エミーアが他の男のところに嫁いでも構わないなんて嘘だった。他の男がエミーアの可愛い顔を見つめて、くちびるに口づけて、白い肌に触れるなんて、想像しただけで死んでしまいたくなる。
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（どうして君は王女なんだ。どうして俺は王族じゃないんだ）

「……ああっ……やっ……ねえ、何か怖い……死んじゃう」

「大丈夫だ。エミーア。俺がついている。怖くないよ。そこを越えるともっと気持ちよくなるんだ。力を抜いて任せてごらん」

「ああっ……はあっ……」

　腕の中のエミーアは、気持ちよさそうに体を震わせている。体力の限界まで、何度でも達いかせたかった。エミーアの体が他のものでは満足できなくなればいい。

　熟れきった花びらがはらはらと落ちるようにエミーアは今までで一番深く達した。

　アドニスは自分の上着をベンチに置いてエミーアを座らせると自分の胸に引き寄せてゆっくりと抱きしめた。遠目には、アドニスの姿はわかっても、抱きしめられている女性が誰かはわからないだろう。

　エミーアの髪に顔をうずめる。

（このまま時が止まればいいのに）

　アドニスは泣きたくなるくらい切実な思いで、そう願った。




　エミーアは、ひさしぶりのアドニスの腕の中の感触に安らぎを感じていた。

（こんなふうに甘やかしてくれるのは、わたしが王女だからだろうか）

　そう考えると、胸の奥がまた絞られるように痛くなる。

（もしそうだとしたら、それでも構わない。王女の命令で、ずっとアドニスに側にいてもらう）

　だが、そんなことはできないとエミーアは知っていた。アドニスには幸せになってもらわないといけなかった。

「ねえ、アドニス。わたしや陛下の名誉を守るために嘘をついてくれてありがとう」

「……嘘？」

「だってあなたは……」

　エミーアはアドニスの胸に顔をうずめたまま、そっとくちびるを噛んだ。口にするのがつらくて泣きそうになる。

「俺がどうした？」

　アドニスは体を離すと、エミーアのほおに手をあてて顔を覗きこんだ。そのとたん、堰せきを切ったようにエミーアの目から涙がぽろぽろとこぼれ落ちた。アドニスの心配そうな声と優しいまなざしが我慢していた心を溶かして、ますます涙が止まらなくなる。

「どうした？　泣いてないで話してごらん」

　エミーアはしゃくりあげながら、震える声で言った。

「アドニスには……もう心に決めた人がいるのに……」

「そんなこと誰に聞いたんだ」

「……お茶会で……他の女の子たちが」

　アドニスは困ったように笑うと、両手でエミーアの顔を包みこんだ。

「……困ったな。お姫様を泣かせているのに、笑ってしまう」

「笑うなんて、ひどい……」

　エミーアはますますしゃくりあげた。子どもっぽいと思われているのだろう。

「自分でもわかってるの。こんなふうに泣くなんて、王女にふさわしくないって。だけど、涙が勝手に出てきて止まらない……」

　アドニスはいとおしそうに目を細めて、エミーアの涙を手で拭った。それからほおに口づけをする。

「俺が笑ってるのは、エミーアが泣いているのが、嬉しくてたまらないからだ」

「……嬉しい？」

「そうだ。君はなぜ泣いているんだ？」

「それもわからないの。アドニスが他の人のことを想ってるって知ったら、苦しくて悲しくて……」

　言葉にするとまた悲しくなって、じわりと涙が湧き出てくる。

「どうしたらいいのか、わからない」

　途方に暮れたように泣き続けるエミーアの髪の毛をなでながら、

「俺もエミーアがセヴィスタ国に嫁ぐと決めたときは同じ気持ちになった」

　と、アドニスは言った。

「どうして？」

「たぶん、エミーアと同じ理由だ」

「わたしと同じ……？」

　エミーアの涙はようやく止まった。泣きはらした目でまっすぐにアドニスを見つめる。

「どうしてそんな気持ちになるのか教えてあげよう。それは恋をしているからだ」

「恋？　わたしがアドニスに？」

「そうだ。そして、俺がエミーアに」

（アドニスがわたしに……？）

　アドニスの整った顔が近づいてきて、エミーアのくちびるにやわらかいものが触れた。

「これは、本当はおまじないではない。愛しているという証あかしだ」

　驚いてエミーアはアドニスを見つめた。軽く触れただけなのに、甘い震えが全身を満たしていく。自分でも手のつけられないくらいに暴れていた心が、穏やかに凪ないでいく。

「初めて会ったときから、君に惹かれていた」

　もう、アドニスの瞳はエミーアしか映していなかった。エミーアももうアドニスの声とまなざしと体温以外は何も感じられなくなっていた。この世界にふたりきりでいるような気がしていた。

「俺が心に決めた人というのは、エミーア、君だ。嘘なんてついていない。もう一度言おうか？　エミーア、君を愛している。命より大事に想っている」

「アドニス……」

「王女の君は決して俺のものにはならない。だから、俺は君が誰のところに嫁ごうが、君の幸せを祈ってひとり愛し続けるつもりだった。だが、君がディラン王子と一緒にいるのを見て頭に血がのぼった。体が勝手に動いて止められなかった。騎士の誇りも、王への忠誠も何もかも吹き飛んでしまった」

「アドニス……わたし……アドニスが他の人と一緒になる姿なんて見たくなかった。そんなことなら、アドニスが誰かと一緒になる前に、他国に嫁いだほうがましだと思ったの」

「エミーア。その心配はいらない。俺は一生君のものだ」

「わたしも……」

　アドニスはさみしそうに笑った。

「君は王女様だ。そういうわけにはいかない。泣いてくれて嬉しかった。今回のことは俺から陛下に報告しよう」

「いいえ、わたしが先に陛下にお会いするわ」

「でも……」

　エミーアは断固として引かなかった。きっとアドニスが先に王に会えば、自分ひとり罪をかぶってしまうだろう。

「王女としての命令です。陛下のところに連れていってちょうだい」

　ふっとアドニスが笑った。

「かしこまりました。エミーア殿下」

　それから、いとおしそうにエミーアを見ると、

「王女として凜々りりしい姿も美しい」

　と、言った。







　エミーアの頭はぐるぐると混乱していた。アドニスに愛していると言われたとたんに、王女としての決意が吹き飛び、他の人のところに嫁ぎたくなくなった。そんなふうに考えていることが信じられなかった。自分の気持ちの変化に追いつかない。

　考えを整理できないまま、エミーアは王の部屋へ赴いた。

「陛下、恐れ入りますが、ふたりでお話ししたいことがあります」

「わかった」

　両手で合図をすると、部屋にいた従者たちがいっせいに外へ出ていった。

　誰もいなくなったのを確認して、エミーアはディラン王子から預かった手紙をコルセットから取り出した。

「先ほど、セヴィスタ国のディラン王子がお忍びでお立ち寄りになりました。そしてこの手紙をわたしに預けていきました。誰にも見つからぬよう、国王陛下に渡してくれと」

「そうか。ご苦労であった」

　王は、受け取った紙をじっと眺めた。そしてエミーアを見ると、

「読み終わるまで、そこにいなさい。そなたに関係あることも書いてあるかもしれない」

　と言った。

　王は読みながら椅子に体を沈めた。顔がどんどん険しくなっていく。

「恐ろしいことが書いてある……」

「どういうことですか？」

「……やはり、そなたは知らなくてよい」

「聞かせてください、陛下。わたしは王女なのです。隣国との関係をきちんと把握しておきたいのです」

　王は、緑の瞳でエミーアを見た。

「セヴィスタ国のアレン王子が行方不明になっていることは、そなたも知っているな。ディラン王子の腹違いの兄だ。ディラン王子は、自分の母親がアレン王子を殺したかもしれないと書いている」

「……そんな……ひどい」

　──母は何か企んでいる。私には止められない。

　エミーアの頭にディランの言葉が蘇る。あのときは、そんなふうに自分の母親のことを悪く言うディランを不思議に思った。だが、今は、ディランの苦悩がありありとわかった。

「それだけではない。こんなことも書いてある。もしエミーアが嫁いできたら、王妃が、エミーアを罠にはめ、無実の罪を着せて処刑し、それを口実にレイナス国との戦争にもちこもうとするだろう……」

　エミーアは息を呑んだ。殺されると言われたときは、ただ、王妃にいじめられてひどい目にあわされるという意味だと思った。だが、ディランの考えていたことはそんな生易なまやさしいものではなかった。

　王は、苦い表情で手紙から顔を上げた。

「エミーア、お前はディラン王子に会ったのだろう？　ディラン王子の言葉を嘘だと思うか？」

　忠告してくれたディランの真剣な表情を思い出して、エミーアは首を横に振った。

「いいえ、真実だと思います。ディラン王子は、暴君といううわさとはほど遠い、聡明で誠実な方でした」

「そうか。私も真実だと思う」

　王は、棚の引き出しから手紙の束を取り出し、机に並べた。

「今まで来ていた手紙と筆跡が違う。紙も違う。おそらく、誰かが手紙を検閲するのだろう。きっと、私の送った手紙も、セヴィスタ国王のもとに届いていない」

　だからディランは、わざわざ馬を走らせ、やってきたのだ。

「エミーアをそんなところへ行かせるわけにはいかない。ディラン王子との婚約はいったん忘れろ。いいな」

「……はい」

　エミーアは震える声で返事をした。自分が嫁げば平和が訪れると思っていたのに、逆に火種になるところだった。もしディランが知らせてくれなかったら、後悔してもしきれない大惨事になるところだった。

　王はエミーアに手を差し伸べ、おいで、と言った。エミーアを横に立たせ、肩をさすってやる。

「そなたが殺されるような目には絶対にあわせない。心配するな」

　エミーアは首を振った。

「……恐ろしいのは自分が殺されることではありません。そんなことを考える人がいることが恐ろしいのです」

　それが自分の母親だったとしたら、どれだけつらいだろうか。エミーアはディランの胸中を思うと苦しくてたまらなかった。

「そうだな。この世には、他人の心や命をなんとも思わない人間がいる。だが、そんな人間がいるからといって、この世の正しさは揺らがない。お前が正しいと思うことを成していけ。守るべきものを守るんだ。ときには戦ってな」

　エミーアの中に王の声が降りていく。エミーアの体に暖かい火がともる。その火は明々と燃え、体中を照らし、エミーアの恐怖を消していく。

「ディラン王子のほうでも婚約が中止になるように動くそうだ。『おそらく貴国を侮辱するような理由をつけて婚約を破棄するが、それは母を納得させるための方便であって、我が本心ではないのでわかってほしい』と書いてあるが……」

　王はエミーアを見て、肩をすくめた。

「こんな美しくて優しい姫には文句をつけようがないから、私の正妻の子ではないとか、血筋がどうとか、そういうことだろうな」

「あの……おそらく、違う理由です」

「知っているのか？　どんな理由だ？」

　エミーアはためらった。王に話してしまえば、アドニスも罰せられてしまうかもしれない。

「話してみよ。ディラン王子も本心ではないと書いてある。そなただけが抱えることではない」

　エミーアは勇気を振り絞って王に訴えた。

「わたしがアドニスを好きになってしまったのです。それをディラン王子に悟られてしまいました」

　ぷっと王がふきだした。

「そなたはアドニスのことが好きになったのか」

「……はい」

　改めて尋ねられて、エミーアの顔は真っ赤になった。決死の覚悟で告白したのに、笑われてしまった。

「それをディラン王子に悟られたのか」

「……はい」

　自分が言った言葉なのに、改めて繰り返されるとどうしてこんなに恥ずかしいのだろう。王はご機嫌だった。今までの重い空気が一変して、笑い続けている。

「よく話してくれた。エミーア、そなたの気持ちはよくわかった。今はまだ詳しいことは言えないが、そなたが悲しむようなことにはならないと私が約束しよう」

「本当ですか？」

　王の約束が何を表しているのかはわからなかったが、ずっと胸に抱えていたことをようやく告白することができて、エミーアはほっとした。しかも、否定されなかった。嬉しくて、エミーアは涙が出そうになった。

「ありがとうございます、陛下」

　王は、小さな子どもをあやすように、エミーアの頭を軽くなでた。

「そういうときは、陛下ではなくお父様と言うんだ」

　エミーアはうなずいた。そして、恐る恐る口にした。

「……ありがとうございます、お父様」







　エミーアが王に呼ばれてから、無限の時間が流れたような気がした。アドニスは焦じれていた。もう三度も王との面会を申し入れては断られ、部屋の番をしている兵にあきれられていた。

　先に王のところに行ったエミーアが心配で仕方がなかった。エミーアに甘い王が、エミーアを強く叱責しっせきしたりすることはないだろうが、それでもエミーアがつらい思いをしているのではないかという不安で頭がいっぱいだった。

　ようやく王からお呼びがかかったとき、アドニスはもう何日も待たされ続けていたような気がしていた。

　部屋にはもうエミーアの姿はなかった。王が、ゆったりと玉座に座っている。

　王の表情はいつもどおり穏やかだった。アドニスは、逆に不安に思った。エミーアは王になんと話したのだろうか。

（もしかして、俺をかばって、ひとりで罪をかぶったのかもしれない）

　アドニスはひざまずき、地にひたいがつくほど、頭を下げた。

「陛下、すべては私が悪いのです。罰するのなら、私を罰してください。覚悟はできています」

「顔を上げよ、アドニス。どういうことだ、話してみろ」

「ディラン王子が婚約を破棄したのは、私のせいなんです」

「ほう。どうしてそなたが関係しているのか？」

　真面目に問われて、アドニスは赤面した。もうエミーアから聞いているものだと思っていた。

「……その……私が姫様を想っていることが先方に知られてしまい……それでディラン王子が気分を害してしまったようで」

「なんと。そなたは、我が娘エミーアに想いを寄せているというのか？」

「はい。愛しています」

「そうか。……それで、ディラン王子にはどのようにして知られたんだ？」

「私はエミーア姫のお姿をいつも目で追っていました。お約束がないときも陰から見守っていたので、突然お姿が消えて動揺してしまったのです。そうしたら、セヴィスタ国の兵士の姿が見えたものですから、姫が危険な目にあっていると思いこみ、無我夢中で御名を呼んでしまい……それで」

　アドニスの顔は熟れた果実のように真っ赤になった。耳まで赤い。

　その初々しい様子に王は真面目な顔を保つのがもう限界だった。

　くくっと笑い声を漏らしてしまう。

「……陛下？」

　顔を上げたアドニスが見たものは、腹を抱えて笑っているフランスタ王の姿だった。

　さらに、王座のカーテンの裏からエミーアが現れて、アドニスは呆然とした。

「聞いたか、エミーア。そなたを愛していると、王の前で宣言したぞ」

「陛下、悪趣味ですわ」

　エミーアが困ったように言った。こちらも顔が真っ赤になっている。

「どういうことですか？」

　アドニスが言った。

「何があったかはエミーアからもう聞いているが、アドニス、お前からも聞いてみようと思ってな。ちなみに不公平だから言っておこう。エミーアもそなたを想っていると私の前で宣言したぞ」

「陛下……！」

　動揺するエミーアを見て、王はますます楽しそうに笑い続ける。

「陛下……笑いごとではありません。王女が婚約破棄されたんですよ」

「婚約破棄などされておらん。そもそも、婚約は成立していない。私はまだセヴィスタ国に承諾の返事を送っていない」

「ですが、それは形式上のことで、婚約を破棄されたのも同じです。王女が一介の騎士と想い合っているなど、国家の一大事ではないですか」

「一介の騎士ならな。だがそうではない」

「どういうことですか？」

　エミーアが口を挟んだ。ここからの話は初耳だった。王はエミーアに向き直った。

「アドニスはエミーアの結婚相手として、これ以上ないほど、ふさわしい。なにせ、アドニスは、我がレイナス国と長年友好関係を結んでいるセヴィスタ国の第一王子だからな」

　王は玉座から立ち上がると、

「ここから先は奥で話そう」

　と言った。




　王に連れられて入った部屋は、アドニスもエミーアも来たことがない場所だった。華美な装飾はなく、王の居室にしては狭かった。大きな木の洞穴のような部屋だとエミーアは思った。

　秘密の会合がここで行われるのだろう。

　王は戸棚から酒と杯を取り出して、アドニスとエミーアの前に並べた。

　恐縮するアドニスとエミーアそれぞれに杯を持たせ、酒を注ぐ。自分の杯も酒で満たすと、王はゆっくりと酒をあおった。心からリラックスしているような様子だった。

　うながされて、エミーアも杯に口をつけようとしたが、くちびるを焼かれるような感覚に驚いて、杯を離した。まるで炎を口に入れたかのようだった。

「エミーアにはまだ早いか」

　王が笑った。アドニスはおいしそうに飲んでいる。

「こうしてそなたと酒を酌み交わしたかった」

　と、王はアドニスに向かって言った。

「もったいないお言葉です」

　アドニスは恐縮したが、王はまっすぐにアドニスを見つめて言葉を続けた。

「アドニス、そなたが私の臣下でいるのは今日で終わりだ」

「どういうことですか？」

　アドニスは動揺して王を見つめた。それは、アドニスにとってどんな罰よりもつらい宣告だった。

「お許しください。どんな罰でも受けます。ですから、どうかそれだけは……」

　青ざめるアドニスを見て、王は大丈夫だというように微笑んだ。

「臣下ではなく私の友になれ」

「陛下……？」

　呆然としているアドニスを置き去りにして、王はエミーアを見た。

「エミーア、お前はアドニスの生い立ちをどこまで聞いている？」

「孤児院で育ち、陛下に拾われて王宮付きの騎士になったと聞いています」

　王の表情がふっとゆるんだ。

「そうか。そこまで知っていて、なおもアドニスを愛していると言うのだな」

「はい」

　エミーアは迷いのない様子で答えた。アドニスを愛していると言葉にするたびに、エミーアの体の中に力が湧いてくる気がした。

　それはアドニスが想いを受け止めてくれると知っているからだった。

「では、安心して話をしよう。ここからはアドニスも知らない話だが、エミーアにも聞かせてもいいな」

「はい。陛下がそう判断されるのなら、エミーア殿下にもお聞かせください。私は愛する人に自分のすべてを知ってもらいたいと考えています」

「そのかしこまった言い方をやめないか。さっき、臣下をやめて友になれと言ったばかりではないか」

「理由がわかるまで、やめません。早くお聞かせください」

　王は背もたれに体重を預けると、椅子をゆっくりと揺らした。

「長い長い昔話だ。まあ、飲みながら聞け。これから話すことは、孤児院の院長と私しか知らない話だ。アドニス本人にも知らせていない。悪く思うな。そなたの命を守るためだ」

「命……ですか？　そのような大げさな……」

「大げさではない。そなたは十三歳のとき、何者かに殺されかけた。覚えていないのだろう」

「……はい。目覚めたときは孤児院のベッドでした。それより前の記憶はありません」

「孤児院の院長が見つけたとき、そなたはひどい熱病にかかって孤児院の前に倒れていた」

　王は立ち上がった。

「そのときに着ていた服がここにある」

　大きな物入れの扉を開ける。そこには大きくて平たい木の箱が置かれていた。あたりの華美な装飾と比べて、古くて質素な箱だった。

「中を開けてみよ」

「失礼します」

　アドニスが前に進み出て、古めかしい木の蓋を持ち上げた。中には服が入っている。かなり汚れているが、鮮やかな赤を基調とした上等の布でできている。隣で覗きこんでいたエミーアが息を呑んだ。ランプの光に照らされて、茶色の染みの形が明らかになる。それは血痕けっこんだった。

「この服は、我が国のものではありませんね」

「そうだ。時が経っても色あせることのない独特の赤色は、セヴィスタ国の鉱山で取れる石で染めた色だ」

「セヴィスタ国の……」

「それだけではない。その赤で染めた布は高級品だ。身にまとうことを許されているのはセヴィスタ国の王族だけだ」

　エミーアはアドニスの腕の上に広げられた服を見つめた。男性のものだったが、小柄だった。まだ少年なのだろう。あちこち切り裂かれている。

「この服の持ち主は……」

「安心しろ。目の前で元気にしているじゃないか」

　そう言って、王はアドニスを見た。

「私……ですか」

「そうだ。この服を着ていたのは、十三歳のアドニス……いや、セヴィスタ国アレン王子だ」

「アレン王子は数年前に行方不明になって……」

　アドニスはそこで言葉を切った。

「七年前だ」

　王が後を引き取った。

「十三歳のときに行方不明になっていまだに見つかっていない」

「十三歳……」

　アドニスの顔つきが変わったのを見て、王は続きを話し始めた。

「そなたは、孤児院の前で傷だらけで倒れていた。そして、『私が生きていることを誰にも知らせないでくれ、殺される』と院長に言い置いて、意識を失った。それから三日三晩、熱にうなされて苦しんでいたそうだ。一命はとりとめたが、目覚めたときにはそれまでの記憶を失っていた」

　エミーアはアドニスのあまりに悲惨な過去に血の気が引いて倒れそうになった。ランプの光の届かぬところにそっと退いて壁にもたれる。

「毒でも盛られたか、熱病だったのか。そして誰に殺されかけたのか。記憶を失ってしまった以上、手がかりはそのときの服と持ち物だけだ」

「いったい誰が私を……」

　アドニスがつぶやいた。

「ディラン王子の手紙では、そなたの義理の母、セヴィスタ国王妃がアレン王子を殺そうとしたのではないかと書いてあった」

　アドニスの胸の中が冷えていく。セヴィスタ国の情報を集めていて、アレン王子のことを知ったときは、ずいぶん気の毒な王子だなと同情した。母を早くに亡くし、父は病んで頼りにならず、国政を牛耳っている宰相と義母である王妃からは邪魔者扱いされ、ついには行方不明になって生死も不明。それが、まさか自分のことだなんて皮肉だった。

　箱の中には服の他に羊皮紙が一枚入っていた。何かが書かれていたらしいが、もう消えている。

「院長の話によると、地図のようなものが書かれていたらしい。何か覚えているか？」

　アドニスはじっと羊皮紙を見つめていたが、静かに首を横に振った。頭の中は空白が居座っていて、何も思い出せなかった。

「エミーア、先に戻ってもよいぞ。レディに聞かせるには少し刺激が強すぎたな」

「いいえ、わたしも聞きます。アドニスの全部を知りたいんです」

　エミーアは席に戻ると、目の前のお酒をくいっと一気に飲み干した。

「エミーア！」

　アドニスがエミーアの杯を取り上げたが、もう遅かった。

「お酒を飲めば勇気が出るって、お茶会でみなさまがおっしゃっていましたわ」

　言い終わったとたんに、ひっくとしゃっくりをする。まぶたがとろんと下りてきてほおが赤く染まっていく。

「エミーア、大丈夫か？」

　アドニスはあわてるが、王は、くくくと笑っている。

「陛下、笑っている場合ではありません。医師を呼びましょう」

「心配ない。私とセイラの子だ。素質があるに決まっている。どうだ、エミーア。お酒の味は」

「体が熱くなって、なんだかふわふわして幸せな気持ちです。まるで、アドニスのマッサ……」

　アドニスがすばやく手でエミーアの口をふさいだので、続きは王の耳に入ることはなかった。エミーアはアドニスの腕にもたれて寝息をたてはじめた。

「さっそく仲が良くてよいことだ。アドニス、もう一杯やれ」

　アドニスはエミーアを起こさないように隣に座ると、テーブルの上の杯を取った。王が酒を注いでくれた。

「寝てしまったなら、ちょうどよい。ここからはますます血なまぐさい話だ。男同士のほうが話が早い」

「はい」

「院長はそなたにアドニスという名をつけた。着ている服から、セヴィスタ国の貴族の子だろうと考えていた。だが、親を探そうにも、誰が敵なのかがわからないので人に聞いて回るわけにもいかない。そうしているうちに、旅人からセヴィスタ国の第一王子が行方不明だという話を聞いたそうだ。アドニスがその第一王子だとすれば、すべてのつじつまが合う。院長は悩んだすえに、私のところにそなたを連れてきて保護を頼んだ」

「私は院長からは、馬の乗り方がうまいので王のもとでお役に立てると言われて、ここへ参りました」

「そうだったな。だから騎士にしたんだ。王族のそなたを本来なら家来などにするべきではなかったが、誰が命を狙っているのかわからない以上、目立たず近くで守るためにはこの方法しかなかった。国政のやり方も教えられる」

　王は杯を置いて遠くを眺めるような目をした。

「セヴィスタ国王と直接会ってそなたの無事を伝えたかったが、どうしても会うことができなかった。政情も悪化していて、誰が敵で誰が味方かわからない。だから、私のできることはそなたの記憶が戻るのを待ちながら、敵と戦う力を身につけさせることくらいだった。あとは王子の座に戻ったときに恥ずかしくない教養もな」

　アドニスは、次々現れる事実に気持ちが追いつかなかった。

　ダンスや政治やマナー作法を特訓されて、騎士には必要がないのにと不満に思っていた。特別な好待遇の理由も、騎士なのに戦場へ出させてもらえなかったことも、理由がようやくわかった。

（ずっとフランスタ陛下に守られていた……）

　王の深い愛情が痛いほど伝わってきた。今までも恩を感じていたが、真実はそれ以上に、大きなものだった。

「そなたと過ごして五年か。あっという間だったな」

「……はい。あっという間だったという気もしますが、もっとずっと長く一緒にいさせていただいたような気もします」

「そうだな」

　王は微笑んだ。

「陛下はどうして、他国の人間の私に、ここまでしてくださるんですか？」

「そなたの父、セヴィスタ国王は私の友だからだ。そなたとも何度か会ったことがあるぞ。最初に会ったときは、まだそなたの母が生きていた頃だ。小さな赤ん坊だった」

「私の母を知っているんですね」

　アドニスの目から涙がこぼれた。

「記憶が戻ればいいな。つらいこともあるだろうが、忘れてはいけないこともあるだろう」

「はい……」

　アドニスはまったく覚えていない自分の本当の祖国に想いを馳せた。

「自分が王子だなんてまだ信じられませんが、もしそうなのだとしたら、私は帰らなくてはなりません。真相を解明したいと思います。王子を暗殺するような人間が国にいては、次は誰に被害が及ぶかわからない。父のことも国のことも心配です」

「そう言うだろうと思っていた。だから、準備が整うまではと思い、今まで黙っていたんだ。記憶が戻らないまま、うかつなことをするな。誰が敵かわからない。しばらくは今までどおり、アドニスとして暮らしていてほしい。これは、命令ではない。友としての頼みだ」

「はい。陛下に守っていただいた命を無駄にはしません」

　アドニスは深々と礼をした。

「それだけじゃない。エミーアがいきなり未亡人になったら困る」

　王が眠っているエミーアを見た。いつくしむような温かな目だった。アドニスは大切なものを奪うようで心が痛んだ。

「本当によろしいんですか？」

「セヴィスタ国とレイナス国の王族で婚姻関係を結ぶことは両国の長年の願いであった。願いどおりになったわけだ」

「もしかして私をエミーア殿下の教育係に任命したのは……」

「要いらぬおせっかいだったようだな。エミーアを運んでいってやってくれ」

　アドニスは王の寛大さに触れれば触れるほど、良心が痛んだ。自分はエミーアを王に会わせずにさらってしまいたいとさえ思ってしまったのに。

「陛下……」

「礼ならセイラに言ってくれ。これが私のせめてもの罪滅ぼしだ。エミーアには身分や政治に関係なく心から愛する人と添わせてやりたいと思っていた。その相手がそなたなら何も言うことはない。セヴィスタ国の王子だからではない。アドニス、お前だから娘を任せたい」

「ありがたきお言葉……」

　そこから先は言葉にならなかった。アドニスはエミーアを抱え上げると、深々と礼をして、頭を上げぬまま部屋をあとにした。





　　　第六章　悲劇の王子







　エミーアは夢を見ていた。おとぎ話のお姫様と王子様がたくさんの人たちに祝福されながら結婚式をする夢だ。

　最初は遠くからその様子を見ていたはずなのに、気がつけば自分がそのお姫様になっていた。

　エミーアはドキドキしながら隣に立つ王子様の顔を見上げた。それから、ほっとして微笑んだ。

（やっぱりアドニスが王子様だった）

　水底からあぶくが浮き上がって水面でパチンと弾けるようにエミーアは夢から覚めた。

　エミーアはベッドの上に仰向けに寝ころんでいた。そして隣にはアドニスがひじ枕でエミーアの顔を眺めていた。上着を脱いで、薄い室内着になっている。

「ずいぶん嬉しそうな顔をしていたね。どんな夢を見ていたんだ？」

「アドニスが王子様だったの」

　アドニスはぷっとふきだして、それから子どもにするみたいにエミーアのひたいにキスをした。

「夢じゃなくて現実だ。俺たち、結婚を許されたんだ。だから今夜はエミーアと一緒にいる」

「嬉しい。出会ったときみたい」

「そうだな」

　アドニスはゆっくりとエミーアを抱きしめて金色の髪の中に顔をうずめた。

　王の話を聞いて自分が何者かわからなくなった。一国の王子だと言われてもそんなものが務まる自信はない。それにあまりに過酷な過去だった。王宮に来て何も知らずに過ごした五年間も、さっきの話でまったく違う姿が見えてきた。王への愛情と信頼は強まったけれど、自分自身を失ったような気がしていた。

　だがそんな気持ちが、エミーアのセリフで吹き飛んでしまった。

　エミーアは目の前にいるアドニスだけを見ている。アドニスにどんな過去があろうと、どんな身分だろうと関係なく、まっすぐにアドニスを信じている。

　ぐらぐらと揺らぎかけていたものも、形のない曖昧あいまいな不安も、エミーアがいれば吹き飛んでしまった。

　体を少し離し、エミーアを見つめた。

　じっと見ているとエミーアの白い肌が赤らんでくる。いつもと違う反応だった。アドニスはエミーアにキスをした。くちびるを何度か合わせた後に、アドニスがエミーアを試すような口調で言った。

「これが何か、ちゃんと覚えているかい？」

「……覚えているわ」

　消え入るような声でエミーアは答えた。

「そう、じゃあ答えてごらん？」

　エミーアは戸惑ってアドニスを見つめた。アドニスがいつもとなんだか違う。少し意地悪だ。それなのにエミーアはドキドキする。

「愛してるという証」

「そうだ。よく覚えていたね」

　アドニスのたくましい体に抱きしめられる。こんなふうに腕に包まれたことは何度かあったけれど、アドニスが上着を脱いでいるせいで、体温が直接伝わってくる。

　とても心地よかった。温ぬくもりもたくましい腕に包まれていることも。生まれてから一度も感じたことがない、守られているという安心感で胸の中が幸福でいっぱいになる。

　エミーアの鼓動はどんどん速くなっていく。でも、それはエミーアだけではなかった。

（アドニスもドキドキしている……）

　もう一度、くちびるがふさがれる。優しくいつくしむようにくちびるがついばまれ、アドニスの舌がエミーアの歯をこじ開ける。

（わたしもアドニスを愛しているって伝えたい……）

　エミーアはアドニスの真似をして、自分の舌をアドニスの舌に絡めてみた。

　アドニスの形のいい眉がきゅっと中央に寄って、ん、と声が漏れた。呼吸がだんだん荒くなる。

「エミーア……君は……」

　くちびるを離したアドニスの目は、獲物を狙うケモノのような欲望に濡れていた。アドニスはエミーアの華奢な鎖骨にくちびるをあて、そのままこらえきれずにドレスを肩から下ろし、エミーアの白い肩をむき出しにした。胸元から手を入れて、やわらかな乳房に触れる。

「アドニス……マッサージをするの……？」

「……これは、本当はマッサージじゃない」

「どういうこと？」

　エミーアが尋ねると、アドニスの青い瞳が何かを投げこまれた水面のようにゆらりと揺れた。エミーアはどきりとした。いつも優しく自分を導いてくれるアドニスが一瞬守ってあげたいと思うほど弱々しく見えた。

「これは恋人同士が愛しあうための行為だ」

「恋人同士の……」

　アドニスは真剣な目でエミーアを見た。

「だまして悪かった……エミーアのことを好きになって、想いを止められなかった。君は俺を軽蔑けいべつするだろうか」

「好きって……あのときから？」

「そうだ。出会ったときからだ」

　エミーアはアドニスと初めて出会ったときのことを思い出した。目が離せなかった。近くにいるとドキドキして、離れてしまうのが悲しかった。おまじないも、マッサージも、もっともっとしてほしかった。

　アドニスに触れられると、恥ずかしいのに幸せな気持ちになった。

「……嬉しい」

　エミーアはつぶやいていた。

「エミーア……」

　アドニスのくちびるがエミーアのくちびるをふさぐ。もう言葉にしなくても想いは伝わるのだ。腰を抱えられてドレスが体から抜き取られる。あっという間に下着もはぎ取られる。アドニスも服を脱ぎ捨てた。

　アドニスの腕がエミーアを抱きしめる。熱い肌が押しあてられる。

（アドニスの体温……アドニスの匂い……アドニスの声）

　エミーアはアドニスを見つめた。いとおしいという気持ちがあふれて止まらなくなる。

　アドニスはエミーアの肌にキスを浴びせていく。くちびるが軽く触れるたびにぞくぞくする快感が襲ってくる。

「わたしが変になるのは、わたしがアドニスのことが好きだから？」

　アドニスの手のひらがエミーアの乳房を包んだ。

「半分正解だ。答えはもうひとつある」

　アドニスのくちびるがエミーアのつぼみをついばんでいく。エミーアは身をよじらせて、悲鳴をあげた。

「……やっ、だめっ」

「考えて」

　乳房の先端を指でつままれる。焼けつくような、それでいて甘い痛みにエミーアはのけぞった。

「んっ……」

　アドニスの指が充血したつぼみをもてあそぶ。アドニスの息も荒かった。エミーアが甘い声をあげればあげるほど、アドニスの指は激しく動いてエミーアを奏でていく。

「……やっ……ああっ」

　何かが体の中をせりあがってきて、頭がぼうっとする。快感に支配される。でもそれだけではなかった。アドニスに触れられるたびに、アドニスの想いが体の中に入ってくる。心地よくて胸の中が幸せでいっぱいになる。

「……アドニスがわたしのことを好きだから？」

「正解だ。だから、エミーアに触れたい。エミーアの感じる姿をもっと見たい」

「……感じる？」

「こういうことだ」

　アドニスのくちびるが首すじからのぼってきて、エミーアの耳に触れた。

「……きゃああっ」

　エミーアは悲鳴をあげた。アドニスの舌が耳をなぞっていく。

「どうして……そんなところ……」

「どうしてだろうな。エミーアが俺のこと好きだからじゃないか？」

　アドニスのささやきにエミーアは悶えた。熱い息がかかると、それだけでぞくぞくと快感が駆け抜ける。エミーアが耳の感覚に気を取られている間にも、アドニスは胸の頂をなでまわし、軽く弾いていく。微かに甘い感覚が体の中に積もっていく。

「やだ……だめっ……」

「とても感じやすい体だ。嬉しいよ」

　エミーアは悶えながら潤んだ目でアドニスを見た。

「……アドニスのことが好きだから、わたし、おかしくなるの？」

「そうだよ。だから嬉しいんだ。ほらここも、俺のことを好きだと言ってる」

　アドニスの指がエミーアの脚の間にもぐりこみ、あふれる泉の水面にそっと触れる。

「……あっ……ああっ」

　欲望を溜めていたエミーアの体は、それだけでたやすく限界を越え溶けてしまった。アドニスの腕にしがみつき、エミーアは白い脚をぴんと伸ばして痙攣した。

「きれいだ。エミーア。もっと見せて」

　そう言うとアドニスは指をエミーアの快楽の隘路あいろに沈みこませた。

「やあっ……だめっ」

　胸を上下させながら荒い息をしていたエミーアは、また悲鳴をあげた。

「だめよ、本当におかしくなっちゃう……なんだか怖いの」

「慣れれば怖くなくなる。慣れるまでしてあげよう」

　中をくちゅくちゅとかきまわされて、エミーアは小さな悲鳴を何度もあげた。もう何も考えられなくなった。体の中に熱が生まれていく。快楽の海に溺れていく。

「……ああっ……んっ」

　何かがこみ上げてきてエミーアはぎゅっと目をつむった。アドニスの指の動きが速まってくる。

「……やっ」

　ひときわ甘く鋭い声を放って、エミーアは形の良いあごを突き出し、白い喉をむき出しにしてのけぞった。エミーアはもう抵抗しなかった。襲ってくる快楽に身を任せ、体をまるごと捧げた。

　アドニスはエミーアを抱きしめた。そうして、エミーアの激しい衝動がおさまるまで、辛抱強く待っていた。

「エミーア……」

　アドニスに呼ばれて、エミーアは夢見心地で目を開けた。

「エミーア、今すぐ君を俺のものにしたい」

「アドニスのものに……？」

　エミーアはつぶやいた。もう何も考えられないほど体はとろけている。

「本当は結婚式が終わるまで待つべきなのに想いが止められない。今すぐエミーアを自分のものにしたいんだ。誰にも奪われないように」

　エミーアは微笑んだ。

「わたしはもうアドニスのものよ」

「心だけじゃない。この体にその証拠を刻むんだ」

「そんなことできるの？」

「ああ。その代わり、一度刻まれたらもう戻れない。もう君は俺以外の男のもとへ嫁げなくなる」

　またしてもアドニスの瞳が揺れている。エミーアはそんな表情のアドニスも好きだと思った。守ってあげたくなる。

「ねえ、そうして。わたし、アドニス以外の人と結婚しないもの」

「痛いかもしれない」

「構わないわ」

　エミーアは微笑んだ。

　アドニスはエミーアのひたいに口づけると、ひとりだけ体を起こした。鍛えられた体が露わになる。初めて見るアドニスの体にドキドキする。脚の間にはエミーアが触れたことのあるものがそそり立っていた。

　アドニスはエミーアの脚の間に手のひらを差し入れた。

「準備をしなきゃ。脚を開いてごらん。いつもよりもっととろける必要がある」

「どうして……？」

「これが君の中に入るんだ」

　自分にはないそれをエミーアは見つめた。

「どこに？」

「ここだよ」

　指が触れただけで、びくびくと体が反応する。

「もう濡れている。指が奥まで入りそうだ」

　割れ目に沿ってなでていた指が、ずぶずぶと中にもぐりこんでくる。

「……やっ」

「とろとろだ。早く入りたい」

　言いながらアドニスは指を奥まで差し入れた。

「ああっ……そんなに奥まで」

　今までに感じたことのない強い快感だった。鈍くうずくような感じがして押し広げられ、じんじんと頭の奥がしびれていく。

「まだ奥がある。指では届かないが」

　アドニスが指を抜き差ししていく。エミーアは小さな悲鳴を何度もあげた。なぜ自分がそんな状態になるのかわからないまま、快感に溺れていく。

「ここで俺はエミーアを感じるんだ。俺も気持ちよくなる」

「……わたしみたいに？」

　恥ずかしそうに顔を赤らめて、エミーアはアドニスを見つめた。潤んだ目に誘われそうになって、アドニスは吹き飛びそうになる理性を必死に抑える。

「溶けてきたよ」

　差しこんだり引き出したり、中を探るように指が前後に動いていく。同時に熱くとろけた蜜をすくいとった別の指がエミーアの固いつぼみをほどいていく。あふれる蜜を尖った小さな突起に塗りつけ、優しくなでていく。

「……あっ、やだ……」

　エミーアの腰が跳ねた。頭が白くなる。

「……だめっ、おかしくなっちゃう」

「まだまだだ」

「……ああっ」

　指が奥までずぶずぶと入ってきて、エミーアは甘い声を放ってのけぞった。

「もう一本欲しいだろう？」

「そんなこと言われてもわからない。入らないわ」

「試してあげようか？」

　エミーアが答える間もなく、二本目の指が入っていく。

「……やああっ」

　そんなところに何かが入っていくなんて信じられなかった。それだけじゃない。今まで感じたことのない快感が体を駆け抜けていく。

　びくびくと震えて腰が動く。あとからあとから快楽の波が押し寄せてきて止まらない。

「いってしまったか。これからが本番なのに」

　忘我の果てにいるエミーアの脚をつかんで、アドニスは持ち上げた。

　あられもない格好になっているが、甘い海に溺れているエミーアにはもう抵抗する力がなかった。

　丸いものがあてがわれる。エミーアは喘あえいだ。指とは全然違う大きなものが侵入しようとしている。

「エミーア、君の中に入るよ」

「……んっ」

　みしりと押し広げられる感覚に、エミーアは悶えた。それは、今までのとろけるようなものとは違い、暴力的な奪い去られるような圧倒的な快感だった。

「……やあっ……だめ、もう……」

「まだ少ししか入ってない」

「でも、無理……そんな大きな……」

　とくとくと体の中心が脈打っている。それが自分の脈なのかアドニスのものなのかわからなくなる。

「じゃあ、少しずつ慣らそう」

　脚を押し広げられ、太い肉棒で入り口をこすられる。

「やっ……やだ……やだっ」

　エミーアはあられもなく喘いだ。間断なく快楽の波が襲ってくる。脚を広げられているせいで、敏感な部分が全部むき出しになっている。そこをアドニスが攻めてくる。

「熱くてやわらかい。吸いついてくる」

　指よりもずっと熱くて固かった。アドニスが動くとエミーアは狂おしい気持ちになった。アドニスの息もだんだん荒くなってくる。

「中に欲しくなったか？」

「そんなの……わからない……」

「そうだな。初めてだからわからないな。では、少し入ってみよう」

「……やあっ」

　エミーアは声をあげてのけぞった。みしみしと体が押し広げられる。壊れてしまう。

「もう無理だわ。入らない。だってもういっぱいだもの」

　エミーアは濡れた目で懇願するが、その目はますますアドニスの欲望に火をつけた。

　アドニスがゆっくりと腰を動かした。浅いところを刺激していく。
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「……やっ……だめっ」

　エミーアが白い裸体をよじらせる。混乱するほどの快楽にエミーアは翻弄されていた。アドニスは生唾を飲みこんだ。凶暴な気持ちが湧いてくるのを必死で抑える。

「……いやあっ」

　エミーアが背をのけぞらせて激しく震えた。どっと蜜があふれてくる。それでもアドニスは動きをやめない。蜜がますますあふれてくる。クチュクチュと音が響く。

　アドニスはエミーアの脚を両手で押し広げると、腰を深く沈めた。

「……ああっ」

　エミーアは悲鳴をあげてシーツをつかんだ。ぎゅっと目をつむる。体がめりめりと引き裂かれる。

　アドニスはエミーアに覆いかぶさると、痛みに耐える体を抱きしめた。エミーアのひたいに汗が浮かんでいる。

　アドニスは熱い息を静かに吐いた。ついに自分のものになったという感動で、言葉が出なかった。

　目を開けたエミーアはアドニスの視線に気づくと、けなげに微笑んだ。

「これで、わたし、アドニスのものになったのね」

「そうだ。痛いか？」

「ええ。でも大丈夫よ」

　いろいろな想いがこみ上げてきて、アドニスは無言のままエミーアの髪の毛をなでていた。口を開くと泣いてしまいそうだった。

「嬉しい」

「俺もだ。この上なく幸せだ」

　アドニスは自分の欲望をエミーアからそっと抜いた。シーツに赤い血の跡がつく。

「俺が君の体を傷つけるのは、これが最初で最後だ」

　そう言ってアドニスはエミーアを抱きしめる。

　エミーアの熱い息がアドニスの胸にかかる。やわらかな乳房が押しつけられる。アドニスの欲望はおさまらず頭がおかしくなりそうだったが、これ以上の無理はさせたくなかった。大切にすると約束したことを守りたかった。

（これからずっと一緒だから）

「アドニス……」

　エミーアがつぶやいた。

「エミーア、俺の前に現れてくれてありがとう。愛してる」

　アドニスの腕の中で、微かにエミーアがうなずいた。







　エミーアは満ち足りた気持ちで目を覚ました。そっと体の向きを変える。目の前には寝息をたてて眠っているアドニスの顔があった。

　普段なら、背の高いアドニスの顔をこんなふうにまじまじと見ることはできない。でも今はすぐ近くで好きなだけ見ることができる。

　侍女や令嬢たちが騒ぐだけあって、端整で男らしい顔だった。だがエミーアはアドニスの顔ならなんでも愛せる気がした。身分も同じだ。町の孤児だろうと、王宮付きの騎士だろうと、隣国の王子様だろうと、アドニスはアドニスだ。

（……わたし、アドニスと結婚したんだ）

　夢じゃないことは、体が物語っていた。外から見ても変化はないが、脚の間がじんじんと痛かった。

　眠っているアドニスの髪の毛をなでてみる。それでも起きない。

（ちょっとだけ……）

　アドニスのほおにくちびるを寄せる。

（愛している証……）

　くちびるが触れた瞬間、エミーアはきゃあと悲鳴をあげた。アドニスが起きたからだ。エミーアはあっという間にアドニスの両腕に抱きしめられていた。

「……いつから起きていたの？」

「髪の毛に触れられたときからだ」

　アドニスは微笑むと、エミーアの顔をまじまじと見た。

「可愛いエミーア。もう、俺のものだ。離さない」

「……アドニスったら」

　まっすぐに自分に向けられたアドニスの視線が照れくさくて、エミーアはうつむいた。顔が熱い。体も熱かった。そういえば、まだふたりとも裸だった。

　アドニスがひじで支えて体を起こし、エミーアに口づけをした。

「もう一度、愛しあおうか……」

「アドニス……お仕事は？」

　恐る恐るエミーアが言うと、アドニスは真顔になった。

「今、何時だ？」

「わからない」

　エミーアは首を振った。いつもよりずいぶん長く寝ていた気がする。

「……朝の鐘はもうとっくに鳴り終わっているのだろうな」

「……たぶん」

　アドニスが弱り切った顔でため息をついたそのとき、ドアがノックされた。

「エミーア様、お目覚めですか？　ご朝食をお持ちしました」

　エリスの声だった。

「大変！」

　エミーアはがばりと起き上がった。アドニスと顔を見合わせる。

「どうしよう、アドニス」

「どこかへ隠れるか、開き直るか……」

「隠れるってどこへ？」

　エミーアは混乱した。アドニスだけ隠れて、裸でひとり残されるのも恥ずかしかったが、ふたりでベッドにいるのを見られるのも恥ずかしい。どうすればいいのか、わからない。

　エミーアが答えられないでいると、エリスがさらに言葉を続けた。

「アドニス様の分のご朝食も用意しております」

　アドニスは苦笑いすると、

「どうやら隠れる必要はなさそうだな」

　と言った。

　エミーアは急いでガウンを羽織ると、

「どうぞ」

　と言った。

　エリスがワゴンに湯気のたつ朝食を載せてやってきた。そして、裸の上半身をさらしてベッドに座っているアドニスと、ガウンだけ羽織ったエミーアに一礼をし、

「陛下から事情はうかがっております。他の者にはまだ知らせておりませんので、今日はわたくしがひとりでお世話をさせていただきます。エミーア様はいつもどおりお過ごしくださいませ」

　と言った。それからアドニスに向き直った。

「アドニス様も本日はお仕事をお休みなさって、エミーア様とごゆっくり過ごされますよう、陛下からご伝言を承っております」

　すべてを見透かされている恥ずかしさと気まずさで、ふたりは素直にうなずくことしかできなかった。特に、世話をされるということに慣れていないアドニスは、エリスがきびきびと朝食をセットしている間、身の置きどころがなくいたたまれなかった。王の告白から一夜明けたが、アドニスはやはり今も、自分がかつてセヴィスタ国の宮廷で王子として暮らしていたなんて信じられなかった。

　エリスは、エミーアに室内用の簡易なドレスを着せながら独り言のようにつぶやいた。

「王妃様もきっとお喜びになっておられることでしょう。アドニス様の恋の行く末を案じておられましたから」

　応援すると言ってくれた王妃の微笑みを思い出して、アドニスは切なくなった。あんなに早く逝ってしまうとは思っていなかった。結果的に王妃にエミーアの存在を知らせないまま永遠の別れを迎えてしまった。

　今でもアドニスは自分の判断が正しかったのかどうかわからなかった。エミーアをすぐに王に会わせていれば、王妃はエミーアの存在を知ることができただろう。だが、もしそうしていたら王妃は、どう感じただろうか。ひとり後に残してしまう夫に優しい娘ができたことを心強く思うのか、それとも自分の夫がかつて愛した人の子どもの存在を知って心がかき乱されてしまうのか、若いアドニスには想像が及ばなかった。

「ごゆっくりどうぞ。何か御用がありましたらお呼びくださいませ」

「エリス……」

　アドニスは思わず呼び止めた。

「妃陛下は本当に喜んでおられるだろうか？」

「ええ。喜んでおられますよ。お生まれになったときからお仕えしていた私が申すのですから間違いありません」

「……ありがとう」

　エリスが一礼して出ていった。エミーアが驚いている。慎み深いエリスが主人の想いを代弁するなんて初めてだったからだ。

（俺への激励だ）

　アドニスはありがたく思った。用意されていた真新しいガウンを羽織りベッドから下りると、エミーアをそっと抱きしめた。腕の中のエミーアはアドニスに体重を預けてリラックスしている。幸せだ、と思ってみて、アドニスは首を振った。

（ずっと幸せの中にいた。俺はそれに今まで気づかなかっただけだ）

　今こうして自分が生きていることも、愛する人と一緒にいられることも、自分を守ってくれた人たちのおかげだった。

　そして、心から守りたい人もできた。

　アドニスは、エミーアの髪をなでて、ひたいに優しく口づけた。

「朝ご飯を食べよう。せっかくエリスが用意してくれたから」

「ええ」

　エミーアの目はきらきらと輝いている。

「アドニスと一緒に食べられるなんて夢みたい」

　テーブルにはたくさんの料理が並べられていた。湯気のたつポタージュに、白いパン。チーズも肉もふんだんにある。ミートパイに豆のサラダ。光を閉じこめたようなゼリー。

　アドニスは感嘆のため息を漏らした。

「王女様はいつもこんな豪華な朝食を食べているのか？」

「わたしもこんな朝食、初めてだわ」

　お盆には一枚のカードが置かれていた。アドニスが取り上げて裏返してみると、そこには『結婚おめでとう』と書かれていた。王の字だった。

「陛下からだ。これは結婚祝いのごちそうだ」

　ふたりは顔を見合わせて微笑んだ。嬉しいけれど恥ずかしい。一時は王や国に対する裏切り行為だと悩んだ恋なのに、こんなふうに王に祝福されて成就するなんて、ふたりにとっては夢のようだった。

「遠慮なくいただこう」

　ナプキンを胸にセットして席につく。

　アドニスは旺盛おうせいな食欲を発揮して、次々と食べ物をたいらげていく。若い男性が目の前で食べる様子を初めて見たエミーアは、まるで食べ物が口から吸いこまれていくみたいに見えた。

（結婚おめでとう、か……）

　お腹がいっぱいになったエミーアは、お茶を飲みながら、王からもらったメッセージを傍らに置いて眺めていた。

（わたし、結婚したんだ……）

「昨日までは、君が王女でなければいいのにと願っていたが、今日は君が王女でよかったと心から思う」

「どうして？」

「王女様だったおかげで、誰も手を出せなかった」

　エミーアは口元をほころばせた。なぜだろうか。こんなふうに独占欲を発揮されると、嬉しくなる。しかし、アドニスは何かを思い出したように、渋い顔をした。

「……あ、ひとりいた。ディラン王子だ。あいつめ……」

「あなたの弟でしょう？　それにあれはわたしをかばうための演技で、手を出したわけじゃないわ」

「エミーア、君はやけにディラン王子の肩を持つ」

「なんだか初めて会ったときから他人のような気がしなくて」

　聞き捨てならないセリフだった。アドニスは、動揺してエミーアを見たが、エミーアは無邪気な笑顔を浮かべていた。

「でも、理由がわかってすっきりしたわ。アドニスの弟だったからよ」

「そうか。俺の弟だからか」

　アドニスは醜い嫉妬しっとを放り投げた。エミーアの心はアドニスだけに向けられている。少しでも疑うのが馬鹿らしいくらい、全身でアドニスのことを愛してくれている。

　もっと強くならなくてはいけない、と自分に言い聞かせる。

　エミーアが王女だとわかった時点で、アドニスはエミーアと結ばれることをあきらめていた。エミーアの気持ちを確かめることもしなかったし、王に交渉することもしなかった。

　今回はたまたまうまくいったけれども、もう二度目はない。

　何があろうとも、エミーアを手離すものかと、固く決意した。







　先に腹が満ちたエミーアは、アドニスを一方的に見つめ続けていた。

（こんな素敵な人がわたしの夫……）

　ふたりきりで過ごしているのに、まだ夢の中にいるようで現実感がなかった。

（大好き……）

　心の中でつぶやくと、喉を締められたように苦しくなった。嬉しくて幸せなのに、息ができなくて苦しい。心臓もドキドキして体が熱くなる。勝手に涙があふれてくる。

「ねえ、アドニス。わたし、幸せすぎて死にそうなの」

「俺もだ。エミーア。愛してる」

　アドニスはエミーアを抱き寄せると、デザートを楽しむようにキスをした。何度も何度もくちびるが触れ合う。そのたびにエミーアの体は熱くなっていく。火が体の中にともったような気分だった。

「言葉では足りない。昨夜の続きをしたい」

　アドニスが熱を帯びた瞳でエミーアを見つめてささやいた。

「……続き？」

「そうだ。あれはまだ途中なんだ」

　アドニスはエミーアを抱きかかえてベッドに運んだ。そうして、自分もベッドに乗って、エミーアのドレスを脱がしていく。

　エミーアの心臓はどくどくと暴れ始める。恥ずかしかったが、それだけではなかった。狂おしく甘い期待がエミーアの体を支配していた。

　エミーアの白く滑らかな肌が、天蓋越しに降り注ぐ光になぞられて、すっかり露わになった。

　アドニスはその美しさにため息をつくと、自分のガウンを脱ぎ捨て、エミーアを抱きしめた。

　たくましくて熱い体がエミーアを包みこむ。抱き合っているとアドニスの想いが直接流れこんでくる。ふたりを隔てるものはもう何もなかった。心臓の音も、呼吸とともに上下する腹も、エミーアの体に伝わってくる。

「……大好き」

　エミーアは想いを口に出してみた。もう隠さなくていいのだ。我慢もしなくていい。

「エミーア……」

　アドニスの手のひらがエミーアのほおを優しく包む。陽の光がアドニスの整った顔に美しい影を作っていた。鍛えられた体からは微かに汗の香りがして、それがエミーアをくらくらさせる。

「ねえ、好きって気持ちがどんどん湧いてきて、体が破裂しそう……」

　エミーアの言葉にアドニスはうなずいた。アドニスも同じ気持ちだった。

「だからこうして、愛しあうんだ」

　アドニスはエミーアを強く抱きしめた。ほおにキスを浴びせていく。口にも首筋にも耳にも、雨のようにキスを降らせていく。エミーアの乳房をつかみ、感触を楽しむように何度も指を食いこませる。

「やっ……」

　敏感な先端を指でつまむと、エミーアの口から甘い悲鳴がこぼれた。呼吸もどんどん荒くなる。

　エミーアが反応するのに合わせて、アドニスは刺激をだんだん強くしていった。

「気持ちいい？」

　アドニスに尋ねられてエミーアは首を振った。恥ずかしくて、そんなことを認めたくなかった。

「それは困るな」

　アドニスが焦らすようにつぼみを同じリズムで刺激し続ける。

「あっ……やっ……」

　体の中に甘い衝動の予感が溜まっていく。もどかしくてエミーアは声を漏らした。

「どうして……困るの……？」

「俺の妻になるなら、こういうことされるのが大好きにならないと困る」

　びくんっとエミーアの体が跳ねた。

「気持ちいい？」

　もう一度聞かれて、エミーアはうなずいた。恥ずかしかったけれど、妻になるために必要なら、正直になるしかなかった。

　アドニスの手がエミーアの腹を伝って下りてくる。ふとももをなでられて、エミーアは脚の力をゆるめた。

「いい子だ」

　アドニスの手が迫る。

「もっと開いて」

　エミーアは合わせていた両膝をそっと開いた。恥ずかしくて手で顔を覆う。

「……んっ……やあっ」

　アドニスの指が触れた瞬間に、エミーアは体を震わせてのけぞった。体が勝手に跳ねて止められない。頭の中が白くぼんやりする。

「少し触れただけでもういったんだね」

「……いく？　どこへ？」

　エミーアの息が荒かった。アドニスの腕をぎゅっとつかむ。

「それは男の俺にはわからない」

　言いながら、アドニスは自分の指をエミーアの熱くひくついた壺つぼの中へずぶずぶと沈めていった。

「……やああっ」

　エミーアがあられもない声をあげてのけぞった。アドニスは、指でエミーアを味わいながら、悶えるエミーアを熱い視線で犯し続けた。

「聞こえるだろう？」

　ぴちゃぴちゃと水音が聞こえる。おもらしをしているみたいに、どんどんあふれてくる。

「もう一本指を増やしてあげよう」

「やっ……だめっ」

　エミーアの懇願を無視して、蜜にまみれたひだが押し広げられ長い指が入ってくる。その指が中で動きまわってエミーアは悲鳴をあげた。混乱するほどの快楽だった。声が止まらなくなる。

「ねえ……アドニス……もうだめ……」

「そんなことはないよ、エミーア。このくらいは平気なはずだ。昨夜、ここに何が入ったか覚えてる？」

　アドニスがエミーアの耳元でささやく。エミーアは目に涙を浮かべながら、うなずいた。今、それはお腹にあたっていて、エミーアが甘い声を放つとぴくりと生き物のように動いている。指なんかとは比べものにならない大きくて太くて固いアドニスの欲望の象徴だ。

「今に、これで感じるようになる。今よりもっと気持ちいいんだ」

「……もう……無理……だってこんなに」

　エミーアは懇願するように首を振った。その間にも体は快楽を伝えてくる。意識が朦朧もうろうとする。もうこれ以上の快楽なんて想像もできなかった。恐ろしかった。

「エミーア……悪いが俺ももう我慢の限界だ……」

　エミーアの脚をつかみ、自分のものをそっとあてる。熱くとろけたエミーアの中へ自身の欲望をゆっくりと沈めていく。

「……んっ」

　びくんと跳ねたエミーアの腰をつかんで、アドニスは一気に白い体を貫いた。

「……あっ……やああっ」

　エミーアが声を放ったがそれは痛みの悲鳴ではない。甘いうっとりするような女の声だった。アドニスの手にしっかりととらえられて悶える体は、確かに快楽を宿していた。

「感じるんだな？」

「わからないけど……なんだか……わたし」

　エミーアは喘いだ。なんだか体が熱くなっておかしな気持ちになる。飢えに似た、狂おしい感覚だった。

「少し動くよ」

（動く……？）

　エミーアは悲鳴をあげて体をよじらせた。アドニスがゆっくりと腰を動かし始める。

「……やっ……だめっ」

　エミーアは混乱して、悲鳴をあげた。ずんっと突き上げられるごとに、体が震え、気を失いそうになる。暴力的なまでの快感になぶられていく。

「これが本当の『愛しあう行為』だ。今までのは前奏曲だ」

　アドニスがささやいたが、エミーアはもう答えることができなかった。頭がおかしくなってしまいそうだった。

「エミーア……」

「アドニス……ああっ」

　エミーアは夢中でアドニスの名を呼んだ。アドニスの呼吸も荒かった。

「……気持ちよくておかしくなりそうだ」

「アドニスも気持ちいいの？」

「ああ、エミーア、君と同じだ」

「嬉しい」

　ずっと自分ばかり気持ちよくさせてもらっていたから嬉しかった。

「アドニス……わたしの体でもっと気持ちよくなって」

「……いいのか、エミーア。そんなことを言ったらどうなるのかわかっているのか？」

　アドニスの目に凶暴な光が宿った。動きが速くなって、エミーアは悲鳴をあげた。

「……あっ……やっ……やだやだ」

　腰がつかまれて強く引き寄せられ、奥まで何度も貫かれる。

「……アドニス……だめっ……許して」

「もう無理だ……君があんなことを言うから」

「……ああ」

　びくびくと痙攣して達したエミーアを、アドニスはさらに攻め続ける。どれだけ腰を打ちつけても、エミーアのやわらかな体が受け止める。

「エミーア、きれいだ。とても」

「……そんなことない……わたし……おかしくなって……」

　言葉が出てこない。アドニスが突き上げるたびに、思考も理性も壊れていく。

「そこがいいんだ。君をおかしくさせているのが俺だと思うと、ぞくぞくする」

　アドニスは一度自分のものを引き抜くと、つかんでいたエミーアの脚を高く持ち上げて開いた。人目にさらしたことのない場所が露わになる。エミーアは恥ずかしくてたまらなかったが、体に力が入らなくて抵抗できない。

　そのままアドニスが再び自分のものをエミーアの奥深くまで突き刺した。

「……んっ。やっ、やああ」

　エミーアはシーツをつかんで悲鳴をあげた。今までと違うところにあたっている。衝動が湧き上がってくる。

「壊れちゃう……やあっ……」

「ああ、エミーア」

　アドニスはもう理性を手放した。飢えを満たすように腰を打ちつける。エミーアが再び快楽の頂点に達したとき、アドニスの欲望も弾けた。

　自分を抱きしめるアドニスの体が何度か大きく痙攣した。いつかエミーアが浴室でアドニスを洗ったときのようだった。

　エミーアの中にアドニスの熱液が注がれる。エミーアにはまだその意味はわからなかったが、なんだかとても素敵なことのように感じた。

「これで本当の夫婦だ」

　遠のく意識の中でいとしい人の声が聞こえた。







　エミーアとアドニスが恋愛のすえ、王から認められて結婚したことは、一昔前なら大スキャンダルだったが、王宮の人々はそれぞれのやり方で納得した。

　ある者は、王妃がいなくなってさみしい王が、娘を手元に置いておきたかったのだろうと推察した。ある者は、エミーアが正妃の子ではないのでセヴィスタ国に嫁がせられなかったのだろうと語った。また、エミーアが王の恋愛によって生まれた子だから、我が子には自分のように政略結婚ではなく好きな人と添わせたかったのだろうと言う者もあった。

　式を行う前に結婚の事実だけを先に発表したのは、エミーアをセヴィスタ国に嫁がせることを強硬に主張する貴族たちへの対抗手段だということは疑う余地もなかった。

　ただ、王の発言を覚えている者は、あれは嘘だったのだろうかといぶかしがった。

　──セヴィスタ国王子とエミーアの結婚は私も考えている。ただ、時期を待っている。

　王は嘘をついたわけではない。

　アドニスの本当の身分はまだ明かすわけにはいかなかった。




　結婚が認められたふたりは互いの部屋を行き来するようになった。といってもアドニスがエミーアの部屋へ来ると若い侍女たちが大騒ぎするので、エリスに送ってもらってエミーアがアドニスの部屋に来ることのほうが多かった。

　ふたりは毎晩愛を交わし合った。そうして抱き合ったまま幸せな気持ちで深い眠りに落ちた。

　ある日エミーアは、ふと目を覚ました。隣で寝ていたはずのアドニスの姿がなかった。エミーアは正体のわからない不安に駆られてベッドから下りた。ガウンを羽織ってアドニスの姿を探す。風が吹いていた。見ると窓が開いていた。窓の側に置かれたソファーにアドニスが座っている。月明かりに照らされたアドニスの顔は、憂いを帯びてさみしそうだった。

　エミーアはその横顔を黙って見つめた。エミーアの前ではいつも明るく微笑んでいるアドニスが、最近ひとりになるとこんな顔をしていることをエミーアはよく知っていた。懸命に記憶を取り戻そうとしているのだろうか、それともセヴィスタ国を心配しているのだろうか。どちらにしてもエミーアには何もできないのがもどかしかった。

　自身の本当の運命を知ってからアドニスは今まで以上に剣術訓練に打ちこむようになった。それはエミーアに不安を抱かせた。まるで自分を痛めつけるように、ひたすら熱中している。その姿が命を狙われていることを想定しているようで、エミーアは怖くてたまらなかった。

「起こしてしまったか」

　アドニスがエミーアに気がついた。

「アドニス、眠れないの？」

「いろいろ考えていたら眠れなくなった」

　おいで、と言われてエミーアはアドニスの隣に座った。アドニスがエミーアの髪をなでて微笑んでくれる。その微笑みにエミーアの胸は痛くなる。アドニスはエミーアには暗い顔を決して見せない。

「あのね、アドニス。無理をして笑わなくてもいいのよ」

「無理なんかしていない。エミーアを見ると勝手にほおがゆるむんだ」

　アドニスはエミーアの肩を抱いて引き寄せると、金色の巻き毛に自分の顔をうずめた。花の香りがアドニスを包んだ。

「どうした？　なんだか元気がないな」

　力になるどころか逆に心配させてしまって、エミーアはますます自分が情けなくなる。

「アドニスがつらい思いをしているのに、何もできなくて悔しいの」

「そんなことはない。君が側にいてくれるだけで充分だ。もし、逆の立場だったら、きっとエミーアもそう思うよ」

　エミーアは初めて逆の立場で想像してみた。

「……そうかもしれない。アドニスが側にいてくれるだけで嬉しくて力が湧いてくる」

「そうだろう？」

　アドニスが勝ち誇ったように言うので、エミーアは少し安心した。やっぱり自分のほうが力づけられている。

「なんだか同じような会話を前にもしたことがある……誰かと」

　エミーアは驚いてアドニスを見つめた。

「何か思い出したの？」

「いや、まだだ。でもあと少し……」

　アドニスは自分の中の空白を探す。

　──アレン兄さん！

　アドニスの耳に突然ディランの声が聞こえた。

「ディランだ。ディランが今のエミーアと同じことを言っていた」

　二歳下のディランは、いつも自分のあとをついてきた。いくら王妃がふたりの仲を裂こうとしても、ディランはアドニスを慕うことをやめなかった。優しくて体力もないひ弱な子どもだったが、ときには強情で正しいと思ったことは決して曲げなかった。

　──何もできない自分が悔しい。

　そう言って悔しがっていた少年のディランが、あんな立派な王子になっていた。そして、母に屈せず、隣国の王女の命と二国の関係を守ろうとしている。

　──私の顔を知らないと言うのだな？

　あのとき、ディランのほうは気づいただろうか。知らないと言われて、他人の空似だと思っただろうか。

　ディランのことを思い出したのは、ディランと会って顔を見て声を聴いたからだろう。

（王妃の顔を見れば何か思い出せるかもしれない）

　だが、それは危険な賭かけだった。セヴィスタ国王はかなり弱っていて、王妃や宰相の言いなりだと聞く。ディラン王子は味方をしてくれるかもしれないが、監視役の兵をつけられている。

　アドニスが何かを思い出しても、王妃に知られたら生きて帰ることはできないかもしれない。

　アドニスが考えをめぐらせている間に、エミーアはアドニスの腕の中で眠ってしまった。アドニスは微笑んだ。その安らかな寝息を聞いているうちに、アドニスも眠りに落ちていた。







「アドニス様、エミーア様、陛下がお呼びです」

　エリスの声で、ふたりは目が覚めた。いつもはドアを開ける前に中に入っていいかどうかを確認するエリスが、ずんずん勝手に入ってきて、寝ぼけているエミーアを立たせて身支度を始めている。よっぽど緊急事態らしい。

「何ごとですか？」

　柱の陰で着替えながら、アドニスは尋ねた。

「客人です。至急、例の部屋に来るようにとの仰せです」

　エミーアとアドニスは顔を見合わせた。例の部屋とは、アドニスが自分の正体を知ることになったあの秘密の部屋のことだろう。よっぽど重要な客人なのだ。




　部屋に入ったアドニスは、王と客人に対して恭しくあいさつをした。

「なかなか様になっているじゃないか、アドニス」

　なつかしい声だった。顔を上げると時代遅れの重たいローブをまとった白髪の男が、アドニスを見ていた。

「院長！　おひさしぶりです」

　客人はアドニスのいたロゼッタ孤児院の院長だった。

「今なら、セヴィスタ国の王子だったと聞かされても信じられるかもしれないな」

「すみません。あのときはお世話になりました……」

　アドニスは苦笑した。孤児院にいるときは、ケンカばかりしてよく怒られていた。

「思い出話は後だ」

　王がふたりの会話をさえぎった。

「昨夜、院にセヴィスタ国の騎士が訪ねてきて、そなたの行方を問うたそうだ。院長は朝一番に馬車を走らせ、それを知らせに来てくれた」

「院に……？」

　アドニスは、知らない誰かにすぐ背後に立たれたような不気味さを感じた。行方不明になって七年も経つのに、いまだに捜索し続けているのだろうか。孤児院まで探し当てられているのなら、かなりの情報をつかんでいるのだろう。ここにいることを知られるのも時間の問題かもしれない。

「院に被害は？」

「心配ない。来たのは騎士ひとりで、礼儀正しい男だった」

　院長の答えに、アドニスはひとまずほっとした。

「ただ、アドニスがうちにいたことを確信していた。七年前、傷だらけの少年がここに来なかったかと言うんだ。そんな少年はここにはいないとつっぱねたが、騎士はそんなはずはない、確かにいるはずだと食い下がった。それでもいないと言うと、かなり焦っていた」

「ロゼッタの院にいると確信しているのなら、なぜ今になって……」

「時が来たから迎えに来た、そう言っていた。大柄のひげ面で、いかにも百戦錬磨というベテランの騎士だった。名も名乗った」

「なんという名ですか？」

「ミカエル。アレン王子にミカエルが来たと伝えてくれと、騎士は言った」

「ミカエル……」

　アドニスはつぶやいた。

　──生き延びてください。時が来たら迎えに来ます。

　ひげ面の大男の顔がアドニスの脳裏に浮かんだ。

「ミカエル！」

　アドニスが突然叫んだので、一同は驚いてアドニスを見つめた。

「思い出したのか？　アドニス」

　王がアドニスの腕に手をかけたが、アドニスはその手を乱暴に振り払って立ち上がった。ひどく混乱しているようだった。目の焦点が合っていない。

「ミカエル！　私はここだ。ここにいるぞ！」

「アドニス！　いや、アレン王子。落ち着くんだ」

　王がアドニスを取り押さえるが、まるで敵に捕らえられたかのようにアドニスは怯おびえてますます暴れ始める。

「アドニス！」

　エミーアは夢中でアドニスの名を呼び、手を握った。アドニスは動きを止めてエミーアを見た。それから、穏やかに微笑むと、その場に崩れ落ちた。




　アドニスは夢を見ていた。森の中をひとり、馬で駆けている。手には地図を握っていた。地図に描かれた場所を目指してたどりついたアドニスは、馬から降りると、地面をランプで照らしながら探しものを始めた。

　そのとき、落ち葉を踏む音がした。気がつくと、アドニスは馬に乗った男たちに囲まれていた。ひとりの男が剣を振りかざし、アドニスに向かって振り下ろそうとしているところで目が覚めた。

（俺は何を探していた？）

　夢にしてはあまりにも生々しかった。心臓がどくどくと音をたてて鳴っている。襲われた恐怖をありありと思い出せる。きっと記憶の断片なのだ。アドニスは目をつむる。

　──落とした場所はわかっているの。だから明日の朝になったら誰かに探しに行かせるわ。

（王妃クロリア……）

　耳にべったりとまとわりつくような女の声が蘇る。

（俺が探していたのは、母の形見の首飾りだ）

　アドニスははっきりと自分がアレン王子と呼ばれていたときのことを思い出した。

　王が迎えた新しい妃クロリアは、自らの腹を痛めて生んだ子ディランを王位に就かせたくて、先妻の子アレンを目の敵にし、ひどい虐待を加えた。それでもアレンは耐えてきた。だが、母の形見の首飾りを勝手に着用し、森の中で落として帰ってきたと聞かされたときは頭に血がのぼった。

　今日はもう面倒だから明日探すというクロリアに初めてきつい言葉を投げた。脅すように地図を描かせ、ひとりで馬を走らせた。

　だが、そんなふうに怒りに駆られてアレンがひとりで城を飛び出すこと自体が、クロリアの目的だった。

　アレンを囲んだ男たちは王の近衛兵だった。変装をしていたけれど、馬でわかった。そのことがアレンを二重に打ちのめした。クロリアの欲望が他の人間を狂わせ、王宮が腐敗していく。やがてこの腐敗は国中に広がっていくのだろう。父はこのことを知っているのだろうか。もう誰も止められないのだろうか。

　そのときの絶望をアドニスは思い出した。国が崩れ落ちていく。志が朽ちて消えていく。それは、自分の命の危機よりも恐ろしかった。

　──お前たちはなんのために戦っているんだ。

　傷を負いながら必死で逃げた。誰かに助けを求めても無駄だった。この国で王の近衛兵に逆らえるものはいない。ワガママな家出王子を迎えに来たのだと言われれば、誰だって引き渡してしまうだろう。

（生きてこの国を出なければ。そして力を蓄えて戻るんだ）

　必死で森の中を走った。傷から毒がまわったのか、全身が熱く頭が朦朧としていた。

　森の中で体力が尽きて一歩も動けなくなった。兵士が近づく足音が聞こえたときは、もうこれまでだと覚悟を決めた。現れた兵士は近衛隊長のミカエルだった。アドニスは抱え上げられ、馬に乗せられた。

　──こんな方法でしかお助けできない私をお許しください。王宮にお連れすることはできません。王宮の人間は王妃の息がかかっている。王の命も王妃に握られている。国内はあぶない。

　ずいぶん長い間、馬を走らせていた。

　ミカエルはレイナス国の孤児院の前でアドニスを降ろすと、その場にひざまずき、失礼とつぶやいてアドニスの髪をひとつかみナイフで切り取った。それから、アドニスの血に染まった服の一部を破りとると、それに髪の束を包んで懐に入れた。

　──殺して湖に沈めたと報告します。これであなたを追う者はいなくなります。

　熱にうなされながらアドニスはうなずいた。

　──生き延びてください。時が来たら迎えに来ます。どうかご無事で。

　アドニスは遠ざかる馬の足音を聞きながら眠りに落ちた。そこからあとのことは院長の語るとおりだった。




「目覚めたか。気分はどうだ？」

　王の声でアドニスは我に返った。体を起こすと、そこは見知らぬベッドの上だった。エミーアが水の入った杯を差し出してくれた。受け取って飲み干してから、周りを見た。一番に目に入ったのは、赤ん坊のキースを抱いた王妃と王の肖像画だった。

「ここは私の部屋だ。そなたの部屋まで運ぶ体力はなかったからな」

　アドニスは王に礼を言うと、心配そうな顔で側にいるエミーアの手を安心させるように、そっと握ってから言った。

「先ほどは失礼いたしました。もう大丈夫です」

「すべて思い出したのか？」

　王は思わず尋ねた。アドニスの顔つきが今までとは違っていたからだ。自信に満ちて、貫禄かんろくがある。目に迷いがなくなった。空白の記憶を抱えた一介の騎士ではなくなっていた。

　アドニスは思い出したことをふたりに語った。そして、

「一刻も早く、私は戻らなくてはなりません」

　と、きっぱりとした口調で言った。

「ミカエルが時が来たと言ったのなら、今がその時期なのでしょう」

「わかった。だが、どうする？　そのミカエルという騎士が再び院を訪ねてくるのを待つか？」

「いいえ。提案があります。実は以前から考えていたことですが……」

「申してみよ」

「次の剣術大会はセヴィスタ国で行われます。そこに私が、レイナス国の騎士として出場します」

「そうだな。私もそれを考えていた」

　王はそう言うと、剣術大会を知らないエミーアに概要を説明してくれた。

「剣術大会は、四年に一度行われる。レイナス国とセヴィスタ国を含む近隣の四か国が参加し、会場も持ちまわりで行われている。大会の日なら王と王妃、そしてディラン王子が揃っている。他国の王族も来る。下手な真似はできまい。大会の観覧者みなが証人だ」

「そこで、優勝すればセヴィスタ王と王妃の御前に立てる……」

（それで剣の練習をしていたんだ……）

　アドニスの闘志に燃える生き生きとした表情を見て、エミーアはようやく安心した。熱心に訓練していたのは命の危機を感じていたからではなく、大会に出るためだったのだ。だが、エミーアの胸には、新たな不安が湧いてくる。

「もし、優勝できなかったら……」

　優勝できなかったらセヴィスタ国王に謁見できないだけでなく、アドニスが生きていることが敵に知られて、また命を狙われてしまうのではないだろうか。

　王とアドニスは顔を見合わせて笑った。

「心配するな。エミーア。お前の騎士は強いんだ」

　と、王が言った。

「騎士は愛する姫のために戦うんだ。エミーア、君がいれば必ず勝てる」

　と、アドニスも言った。





　　　第七章　青の騎士







　エミーアは会場の熱気に圧倒されてめまいがしそうになった。こんなにたくさんの人間を一度に見たのは、初めてだった。闘技場をぐるりと囲む席はすべて人で埋まっていた。壁の上にも人が座っている。人の話し声が反響し合って、ひとつの巨大な生物の唸うなり声のように聞こえる。

　エミーアがいる場所は来賓用の席で数段高い場所にあった。各国の王族がつどっている。

　中心がセヴィスタ国王の席だった。王は五十歳だと聞いていたのに、エミーアの目にはもっと老いて見えた。生気がないせいだろう。目の前で行われていることにも、自分が王であることにも興味がないようだった。隣で王妃がかいがいしく世話を焼いている。近くにはディラン王子がいた。思いつめたような表情で闘技場を見つめている。

「見て、出てきた」

　キースが立ち上がった。

　各国の鎧を着た騎士たちが馬に乗って四つの入り口から闘技場に入ってくる。レイナス国の騎士は兜かぶとに青い羽根をつけている。

「アドニスはどれ？」

　キースが尋ねた。

「三人並んでる一番後ろよ」

　エミーアはキースの耳に口を近づけて答える。歓声が大きすぎて、会話もできないくらいだ。キースはエミーアの耳に口をつけると、

「よくわかるね。これが愛の力かな」

　と言った。エミーアは真っ赤な顔になった。

（……でも、そうかもしれない）

　顔がすっぽりと兜に包まれて体が鎧に覆われていても、エミーアにはどの騎士がアドニスなのか、すぐにわかってしまうのだ。

　大きな鐘が鳴らされて、試合が始まった。

　剣の戦いを初めて見るエミーアは平常心でいられなかった。剣と剣がぶつかりあうと迫力があった。馬の動きから目が離せない。落馬をする騎士もいる。何度もきゃあっと叫んで目を覆ってしまう。

　刃のない剣で戦うから死ぬことはないと事前に聞いていたけれど、想像よりずいぶん荒々しい試合だった。鎧の下はあざだらけだろう。

「大丈夫かしら、アドニス」

「大丈夫だよ。アドニスは強いんだよ。それにちょっとだけずるい」

「ずるい？」

　キースの言葉に、王が笑った。

「そうだな。ちょっとずるいな」

（来たっ……）

　馬に乗ったアドニスが颯爽さっそうと現れる。

（どうかアドニスがケガをしませんように）

　エミーアは両手を胸の前に組み合わせて必死で祈った。本当はこんなとき、姫は愛する人の勝利を祈るのだろうが、エミーアはアドニスの体が心配だった。負けてもいいから無事でいてほしい。そもそも、こんな試合に出ることを止めればよかったと後悔の念が湧いてくる。隣に座っている王とキースは平然としている。なんだか冷たい気がして、エミーアはふたりのことが恨めしくなった。

　開始の鐘が鳴った。次の瞬間だった。キンっと高らかな音がして、剣が空を舞った。

　少しの沈黙ののちに、歓声があがった。青い羽根をつけた騎士が手を挙げている。勝ったのはアドニスのようだった。

「何が起こったの？」

「相手の騎士もわかっていないだろうな」

　と、王が言った。

「ずるいと言ってもルール違反をしているわけではない。速いんだ。普通の騎士が息を吸っている瞬間にもう踏みこんでいる。馬上で一対一で戦わせれば、アドニスにかなうものはいない」

「ほら、エミーア、拍手して」

　キースにつつかれてエミーアは我に返った。

　こちらに向かってアドニスが片手を挙げている。エミーアは夢中で拍手をした。ケガをしませんようにという願いは届いたようだった。

「アドニス、楽しそう」

　エミーアは思わずつぶやいた。顔は見えないのに、生き生きとしているのがわかる。

「私が相手では、そんなに不満だったか」

　王がため息をついた。

「ねえ、みんなアドニスを見ている。レイナス国のあの騎士は誰だってうわさしてる」

　キースが自分のことのように誇らしげに顔を輝かせている。強い騎士の名は他国まで轟とどろいているが、初めて人前に出るアドニスのことは誰も知らない。みんな驚いている。

「よく目立っている。もしアレン王子だと気づかれても、ここでは手は出せまい」

　王は満足そうにつぶやいた。




（あと一試合だ）

　アドニスは兜の隙間からセヴィスタ国王の座っている場所を見上げた。

　剣術大会は勝ち抜きトーナメント戦だった。勝てば勝つほど、出番が多くなる。

　体力には自信があったアドニスだったが、甲冑かっちゅうの重さとセヴィスタ国の日差しが思っていた以上にきつかった。なるべく早く片がつくように先手必勝の奇襲をかけていたが、それも回を重ねるとだんだん警戒されてきて、試合が長引いた。

　観客席から割れんばかりの歓声があがった。最後の対決はセヴィスタ国の騎士だった。皆がコールしているその名は、セヴィスタ国近衛隊長のミカエルだった。

（最後にミカエルか……。ちょっときついな）

　アドニスはため息をついた。だが、やるしかなかった。

　開始の鐘が鳴る。

　アドニスの奇襲の一撃は、あっさりとミカエルの大きな剣に受け止められた。

「アレン王子。お帰りをお待ちしておりました」

　剣を合わせて接近した隙に、ミカエルが言った。

「ミカエル……知っていたのか？」

　ふたりは顔を近づけ合う。

「この戦いの前にディラン殿下から聞きました。アレン王子がレイナス国で騎士アドニスとして暮らしていると」

　ぎりぎりとアドニスは押されていく。ミカエルの怪力は健在だった。

「王は無事です。王妃の謀反の証拠も揃いました。あとはあなたが帰るだけです」

　剣がなぎ払われ、アドニスの姿が馬上から一瞬消えた。

　落馬したのだと誰もが思った瞬間、馬がひらりと身を翻した。アドニスは低い位置からミカエルの剣を跳ね上げた。不意をつかれてミカエルは片手で剣を受ける。

「王子の帰還に花を持たせてくれるというわけではないんだな」

　起き上がりながら、アドニスは言った。

「それとこれとは話が別です。この試合は騎士として負けるわけにはいきません。王子が負けても王のもとに必ず安全にお連れします」

「相変わらず、融通がきかないな」

　アドニスの打ちこんだ剣が再び跳ね返される。

　アドニスに馬の乗り方を教えてくれたのはミカエルだった。剣の稽古もミカエルが相手だった。パターンをすべて読まれている。勝つためには、ミカエルの知らない戦い方をするしかなかった。

「馬から降りて戦わないか？」

「お望みのままに」

　ふたりの馬が離れた。騎士たちが馬を降り始めたので、観客は総立ちになった。

「地上戦だ」

　観客席が盛り上がる。地上戦は馬上の戦いよりも長引くことが多く、派手で見応えがあるからだ。

「馬から降りたわ。どっちが勝ったの？」

　エミーアは、はらはらしながらキースと王を交互に見た。

「まだだよ。これから剣で戦うんだ」

　キースは興奮している様子だった。やはり男の子だ。血が騒ぐのだろう。

　エミーアはアドニスが心配で倒れそうになる。相手の騎士はアドニスより体格が大きい。今まではアドニスのあざやかな馬の乗りこなしで試合相手を翻弄してきたが、地上に降りてしまったらそれもできない。

「大丈夫かしら？」

「エミーアはそればっかりだな」

　キースがあきれたように言って笑った。

「大丈夫だよ。剣は父上仕込みだから」

「陛下は剣がお強いの？」

「そうだよ。父上はこの大会で優勝したことがある伝説の剣士なんだ」

　剣と剣がぶつかりあって火花を散らす。エミーアは両方の手のひらをぎゅっと握って試合の行方を見守った。

　やはりセヴィスタ国の騎士のほうが力が強い。打ちこまれるたびに、アドニスはじりじりと下がっていく。だが、後ずさりしながらアドニスが太陽を背負うように移動していることに王だけは気づいていた。

「今だ」

　エミーアの隣で王がつぶやいた。

　アドニスがすっとしゃがみこんだ。次の瞬間、キンッと甲高い音が鳴って、セヴィスタ国の騎士の脇わきが開いた。アドニスは懐に入ると下から殴るように剣を振りまわし、それから振りかざして相手の兜に叩きつけた。

「やった」

　キースが叫んだ。セヴィスタ国の騎士がよろめいた。アドニスが突進して突き飛ばし、倒れた騎士の首に剣を突きつける。

　一瞬、会場が静まった。セヴィスタ国の騎士が剣を手から離して負けを認めた。会場が大歓声に包まれた。アドニスの勝利だった。
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「アドニスが勝ったわ」

　エミーアは思わず立ち上がったが、王の真剣な顔を見てはっとした。

「……ここからが本当の勝負だ」

　アドニスがこちらへ向かって歩いてくる。階段をのぼるアドニスを守るように、レイナス国の騎士たちがさりげなくあたりに目を配っている。

　アドニスが、セヴィスタ王の前でひざまずき、剣を地面に置き頭を垂れた。王は動かなかった。王妃が何かを言おうとしたのをさえぎって、ディラン王子が立ち上がった。

「見事な戦いだった。レイナス国の騎士アドニスよ。兜を取れ……」

　レイナス国の勇者はゆっくりと兜を取った。中から現れた騎士の顔を、ディラン王子は感極まった様子で見つめ、駆け寄った。ディラン王子の奇妙な行動にあたりがざわめいた。

　ディランはアドニスの汗まみれの頭をかき抱くとささやいた。

「兄上……よくぞ、ご無事で」

「ディラン……。この間は記憶がなかったんだ……それで」

「話は後です。私を盾にしてください。王妃は、私には手を出しません」

　ドレスを引きずる音が近づいてくる。

「ディラン、何をしているの？　その者と知り合いなのか」

　ディランは立ち上がると、

「母上もご存じだと思いますが」

　と言った。続いて立ち上がった騎士の顔を見て、王妃の目は大きく見開かれた。

「アレン王子だ！」

　誰かが叫んだ。王妃は叫んだ声の方向に向かって、ヒステリックに怒鳴った。

「アレンは死んだのです！　他人の空似です」

「死んだ？　そんな報告は私は聞いてないな。アレンは森に出かけて行方不明になったんじゃなかったか？」

　王座からよく通る声でセヴィスタ国王が言った。王は怒りと悲しみに燃える目で、王妃をにらんだ。

「アレンは生きていたのだ。お前の望みに反してな」

　王の側には、試合を終えたばかりのミカエルが兜を外して立っていた。

　大勢の視線にさらされているにもかかわらず、王妃にはその場を取り繕う余裕がもうなかった。屈辱と憎しみに満ちた目で、すべての元凶だと言わんばかりにアドニスをにらんでいる。アドニスは腰につけた袋から、古い羊皮紙を取り出して見せた。それは高級品で、王妃しか使用しない紙だった。

「この地図のとおりの場所を捜しましたが、首飾りは見つかりませんでした。地図が間違っていたのではないですか？」

「お前さえいなければ……」

　アドニスは言い返さなかった。ずっと存在を疎まれていたことは知っていた。それでも幼い頃から一緒に過ごし、アドニスにとって母と呼べる存在はこの人だけだった。王妃がこんな邪心を持っていなければ、王位はディランに譲っても構わないと思ってもいたのだ。殺してしまいたいほど憎まれているとは知らなかった。

「母上、アレン兄さんが生きていてくれたことに感謝してください」

　ディランが言った。

「もし死んでいたとしたら、私はあなたが恐ろしい罰にかけられるのを止めることはできない。この七年間、アレン兄さんが生きていることを信じて必死で捜していたのは、母上のためなのです」

「お黙りなさい。母を売るような真似をして。恥を知りなさい。私はあなたのためにどれだけの犠牲を払ってきたと思っているの」

　王妃はディランを裏切り者を見るような目でにらみつけていた。ディランの言葉はまるで届いていないようだった。

「王太子殺しを企てた罪で、王妃クロリアを裁判にかける」

　王が宣告した。ミカエルが指揮し、兵士が王妃を取り押さえた。

「あと、陛下の毒殺容疑もだ」

　ミカエルが縛られた調理師を、王妃の前に突き出した。王妃の命令で毒薬を毎日の食事に混ぜていた男だった。

「これは罠です。誰かがわたしを陥れようとしているのです」

　王妃が王に訴えた。

「裁判でゆっくりと聞こう。私の回復とアレン王子の帰還を喜ばなかった理由もな」

　王妃は数人の兵士にとらえられ、連れ去られていった。

　アドニスは黙ったまま事の展開を見守っていた。

　小さかったディラン王子が立派になっている。病んでいた父王も以前のような貫禄を取り戻している。

　ここを離れて七年の月日が経ったのだと、アドニスはようやく実感が湧いてきた。

　あまりにも不条理に奪われた七年だった。だが、そのおかげで、たくさんのかけがえのない人たちに出会うことができた。

　気がつくと、セヴィスタ国王がアドニスに手を差し伸べていた。

「よく帰ってきた、アレン。お前が生きているとミカエルから聞いて、それから少しずつ病は回復していったのだ。王妃の息のかかった者たちを一掃するために、しばらく病の演技を続けていた。ずいぶん立派になったな。つらい思いをさせてすまなかった」

　目に涙を浮かべている父王の姿を見ながら、アドニスはようやく自分の家に帰ってきたと思った。




　証拠が揃っていたおかげで、王妃のしたことは裁判を長引かせることなくすべて明らかになった。クロリアは王妃の身分と財産をはく奪され、王都に出入り禁止となった。それだけの罪で済んだのは、アレン王子の慈悲と、ディラン王子が王位継承権を生涯放棄すると宣言したおかげだった。

　もうクロリアが邪心を起こしても力はない。若く傲慢ごうまんだった王妃を利用したたくさんの人間がいることもわかっていた。その者たちも一掃した。田舎で静かに暮らせば、権力に惑わされる前の愛情深い母に戻るかもしれない。ふたりの息子はそう考えていた。







　剣術大会の優勝者が、実は今まで行方不明になっていたセヴィスタ国のアレン王子だったというニュースは、近隣の諸国に瞬く間に広まった。大会を見に来ていた者たちが語ったからだ。

　アレン王子の行方不明に心を痛めていたセヴィスタの国民たちは大喜びだった。しかも、優勝まであと少しというところでセヴィスタ国の英雄を負かしたのがレイナス国の騎士ではなく、自国のアレン王子だったなんて、出来すぎた演出だった。

　アレン王子の復活はレイナス国民にとっても喜ばしいニュースだった。もう戦争の心配をしなくていい。二国間の商売もしやすくなる。

　騎士アドニスがアレン王子だったことは、人から人へ伝わっていき皆の知ることとなった。暗い話題ばかりだった街の雰囲気はがらりと変わった。誰もが王子をかくまって守り抜いたレイナス国王の英断を褒め称たたえた。騎士アドニスがどれだけ鮮やかな剣の腕前だったか、アドニスとエミーアの間にどれだけのロマンスがあったかなど、うわさのネタは山ほどあった。女も男もこの出来事に夢中になった。

　王宮に出入りする有力貴族たちは、王の言葉どおりエミーアがセヴィスタ国に嫁ぐことになったことを喜んでいた。これで二国の友情は確固としたものになるだろう。レイナス国のエミーア王女とアレン王子の結婚式は一か月後だというのに、二国の王都の街はもうお祭りのような浮かれっぷりだった。







　エミーアがセヴィスタ国を訪れるのは二度目だったが、王宮に入るのは初めてだった。セヴィスタ国の王宮はレイナス国よりずっと大きい。天井が高くセヴィスタ国で産出する大理石がふんだんに使われていて、まるで宝石箱の中にいるみたいだった。

　謁見の間の大きな扉が開かれる。絨毯じゅうたんが敷かれている上をレイナス国王が通り、その後ろをエミーアが歩いていく。両脇にはセヴィスタ国の貴族たちがいる。エミーアは緊張しながらも、王を見習って顔を上げ、王女らしく歩いていく。

　たくさんの視線がエミーアに注がれていた。エミーアの鼓動は速まり、口の中は乾いて、頭がぼうっとしてくる。着慣れない豪華なドレスも、重たい宝石も、結い上げた髪もすべて窮屈で、肝心なところで失敗をしてしまうんじゃないかと不安になる。

「そんなに怖い顔をするな、エミーア」

　王がエミーアにささやいた。

「そなたは今からいとしい夫に会うのだろう。そのことだけを考えていればよい。あとは私がなんとかする」

「……はい。陛下」

　王の言葉でエミーアはようやく落ち着いた。エミーアは自分でも知らぬ間に微笑んでいた。

（そうだ、ようやくアドニスと会えるんだ）

　剣術大会の日以来、エミーアはアドニスに会っていなかった。アドニスはセヴィスタ国でアレン王子としてやるべきことがたくさんあったし、エミーアもレイナス国に戻って花嫁になる準備をしなくてはならなかった。

　約一か月、ふたりは離れ離れだった。だから、この日が待ち遠しくてたまらなかった。

　エミーアの目に玉座の横に座るアドニスがちらりと映った。その姿を一目見ただけで、エミーアの胸の中に好きだという気持ちがあふれて泣きそうになる。

　王のあいさつが終わり、続いてエミーアはセヴィスタ国王にあいさつをした。それから、顔を上げてアドニスを見た。エミーアの胸は高鳴った。今までとは違う狂おしいほどのときめきだった。一か月も離れていたからだろうか。アドニスが王子らしくなっていたからだろうか。

　アドニスは立ち上がって胸に手をあてると、

「ようこそセヴィスタ国へ。我が友、レイナス国王、キース王太子。そして……」

　と言ったきり、口をつぐんだ。他のものが目に入らないというふうに、エミーアを見つめ続けているアドニスに、

「兄上……」

　と、隣にいたディラン王子が小声で注意をした。アドニスは我に返ると、

「すまない。我が妻が、あまりに美しいので見とれて言葉を失ってしまった」

　と言った。エミーアの顔は真っ赤になった。

（こんなたくさんの人の前で言わなくてもいいのに）

　でも嬉しかった。王子になってもやっぱりアドニスはアドニスだった。

　セヴィスタ国王が、咳払せきばらいをして、

「明日は忙しくなる。今夜はゆっくり休んでくれ」

　と言ったので、見つめ合っていたふたりはようやく我に返った。

「明日の式が楽しみだな」

　レイナス国王が言った。ふたりが相思相愛であることを疑う者はいないだろう。きっと国中が幸せに包まれるに違いなかった。




　ふたりの結婚式は、盛大に行われた。

　エミーアは何度も何度も隣に座っているアドニスの顔を見た。アドニスは、真っ赤な糸で刺繍された上着を颯爽と着こなしている。騎士の姿のアドニスも素敵だったが、王子としての正装は何度見ても見飽きることがない格好良さだった。

　エミーアはウエディングドレスを着ていた。高価なレースをたくさん使い、真っ白の穢けがれのない生地がエミーアを包みこんでいる。

（おとぎ話の中にいるみたい）

　アドニスがエミーアの手袋をはめた手をぎゅっと握った。

「見て、あんなところにも人がいる」

　ふたりを乗せた馬車を一目見るために沿道に人が押し寄せていた。建物の窓からも人が覗いて、こぼれ落ちそうになっている。木の上まで人がすずなりになっている。

　隣に座るいとしい王子はこんなにもたくさんの人に期待されているのだと思うと、エミーアはめまいがするような感覚がした。だが、エミーアはその人を独り占めしたいときは、そっと前の名で呼ぶことにしていた。

「アドニス……」

　アドニスがエミーアをじっと見て、それから流れるように自然な動きでキスをした。沿道から、わあっと歓声があがる。

「ちょっと……こんなところで」

　エミーアはあわてた。顔が熱い。だが、アドニスは平然としている。

「キスをしてほしいっていう顔に見えたんだが、違ったか？」

　反論できなくてエミーアが黙ると、アドニスは笑って、エミーアの腰を抱き寄せた。

「この国で今一番流行はやっているものはなんだと思う？」

「帽子かしら？」

　エミーアはあてずっぽうに言ってみた。日差しが強い国だからだろうか。貴婦人たちは帽子に意匠を凝らしているようだった。

「恋愛結婚だ。エミーアと俺は国民たちの憧れなんだ」

「わたしたちが……？」

「そうだ。劇作家が劇にしたいと言ってきたから全部話してやった」

「待って。アドニス。それは恥ずかしいわ」

　アドニスは笑って取り合わない。

「完成したら一緒に見に行こう」

　おとぎ話に憧れて育ったのに、今度は自分がおとぎ話として語られるなんて。

　くすぐったいような、信じられないような気持ちだった。

（どうしてわたしなんだろう。こんなにも幸せでいいのかしら）

　エミーアは幸せすぎて恐ろしいような思いがした。だが、その幸せを過分なものだと感じるのは本人だけである。心の優しい娘が幸せになる権利を充分に持っていることは、おとぎ話の読者なら誰でも知っていることだった。







　大理石の浴室はむせ返るほどの花で満たされていた。それは、エミーアが見たことがないセヴィスタ国の花だった。湯気にしおれることもなく、咲いている。色鮮やかで、花弁が大きく、強い香りを放っている。花が飾られているのは浴室だけではなかった。湯船にも水面が見えなくなるほど浮かべられていた。

　侍女たちがエミーアに湯をかけ、身を清めていく。侍女たちが何も言わないので、エミーアも黙ったまま、身を任せていた。

　エミーアの身は「アレン王子」との初夜に備え、侍女たちによって清められていく。エミーアとアドニスはレイナス国で結婚をしたが、セヴィスタ国でも改めて夫婦となる儀式をすることになっていた。

　結婚パレードの喧騒けんそうが嘘のように静かだった。異国の侍女たちに仕えられても、エミーアは緊張していなかった。自分の運命を受け入れ、母とふたりで暮らしていたときのように自然体だった。どんな立場に置かれたとしても、そこで精一杯自分らしく生きればいいのだと考えるようになったのは、過酷な運命に翻弄されても強く道を切り開いてきたアドニスの影響かもしれなかった。

　エミーアは目をつむっていたが、その口元には微笑が浮かんでいた。その姿の愛らしさに侍女たちはため息をつかずにはいられなかった。侍女たちが黙っていたのは、儀式の威厳を保つためではなかった。エミーアの美しさに感動していたからだ。日差しの強いセヴィスタ国には、このレイナス国の王女のように透けるように白くきめ細かい肌をもった女性はいなかった。

　陰謀が渦巻いていた宮殿の雰囲気が一掃され、凜々しい王太子が帰ってきて、光をまとったような王太子妃がやってきた。侍女たちはしみじみと幸せを噛みしめながら、愛情をこめて花嫁の世話をした。




　寝室に入ってきたエミーアを見て、アドニスは言葉を失った。あまりに美しく、同時にあまりに官能的だったからだ。エミーアはシルクの夜着に身を包んでいた。なんの装飾もないやわらかな生地はエミーアの胸の膨らみや腰のくびれをそのまま写しとっていた。それどころか、純白の生地が灯あかりに透けて、肌の色まで見えてしまう。下着はつけていないようだった。

「……アドニス？」

　エミーアが恥ずかしそうにアドニスの名を呼んだ。エミーアと同じ純白の夜着に身を包んだ王太子は、ソファーに腰かけたまま黙っている。

　アドニスは言葉を忘れてエミーアを見つめ続けた。少し前までずっと一緒にいたはずなのに、今ここで初めて出会ったかのように、胸の高鳴りが止められない。

「変かしら、この格好」

　アドニスは首を横に振って立ち上がった。

「とてもきれいだ。おいで」

　そう言うと、アドニスはエミーアの手を握って引き寄せ、ゆっくりと抱きしめた。たくましい腕がエミーアを包み、厚い胸がエミーアを受け止めた。ずっと求めていた甘い安らぎに、エミーアはうっとりとして目をつむった。

「これからは、ここで毎日一緒だ」

「ええ」

　喜びを噛みしめながら、エミーアはうなずいた。

　今日一日で、今まで知らなかったアドニスをたくさん見ることができた。国民にどれだけ愛されているかもよくわかった。臣下に指示を出したり、貴族たちにあいさつを返したりする姿も新鮮だった。それだけではない。どんなときでも、エミーアを気遣うことも忘れなかった。

（また好きになった）

　エミーアは潤んだ目でアドニスを見つめた。どんどん好きになっていく。止まらない。こういうときにどうすればいいか、エミーアはもうアドニスから教えてもらっていた。

　エミーアは両手を伸ばしてアドニスのほおを包んだ。

　アドニスの顔が近づいてきて、くちびるとくちびるが合わさった。

　アドニスはエミーアのくちびるを吸うと、強く抱きしめた。

「……あっ」

　エミーアが小さな声をあげた瞬間、アドニスは変容した。飢えたケモノが肉をむさぼるようにエミーアに激しいキスを浴びせていく。アドニスの手が布越しにエミーアの体をなぞっていく。

「どうして……急に」

「急にじゃない。ずっとこうしたかった」

　アドニスがかすれる声で言った。熱い息が首元にかかる。丸い膨らみをなでられる。

「……やっ」

　エミーアは体をくねらせた。

「服の上からでもよく見える」

　エミーアの赤く充血したつぼみが白い生地を押し上げている。アドニスはいつくしむようにその部分を手のひらでなでていった。エミーアはたまらず悲鳴をあげた。

「みんなが見ているのに君が俺を誘うからたまらなかった。我慢するのが大変だった」

「そんな……誘ってない……」

「ほら、その目だ。欲しくて欲しくてたまらないって訴えてる」

「そんなことない……」

　エミーアは弱々しく否定した。でも、心当たりはあった。アドニスのことが好きだという想いが目からもこぼれていたかもしれない。それがこんな行為を誘っているように見えたなんて恥ずかしかった。

「このくちびるも、キスしてほしいと訴えていた」

　アドニスの指がエミーアのくちびるをなぞっていく。それだけなのに、ぞくぞくと背筋に快感が走る。

「……はあっ」

　思わず声が出た。微かに開いたくちびるをこじ開けるように指が侵入してくる。

「なめてごらん。キャンディーみたいに」

　エミーアは言われたとおり、舌でアドニスの指をなめてみた。それだけなのに変な気持ちになってくる。

　唾液にまみれた指をエミーアの目の前に立てて、

「この指でどこを触ってほしい？」

　と、アドニスはささやいた。

　そんなことを聞かれたのは初めてだった。自分で触ってほしい場所を言うなんて恥ずかしくて、エミーアは戸惑いながら、どこでも……と答えた。

「どこでもいいんだね？　じゃあ、ここにしよう」

　夜着の裾からアドニスの手が入ってくる。あっという間に一番敏感なところが探し当てられた。

「……んっ」

　エミーアはのけぞった。アドニスにしがみつく。そうしないと立っていられなかった。脚に力が入らない。

「もう溶けているね」

「……あっ……だめっ」

　立ったまま悶えるエミーアが可愛くて、アドニスは指の動きを加速させる。わざと敏感な部分だけを攻め続ける。とくとくと蜜があふれ、アドニスの指を濡らしていく。

「可愛いよ、エミーア。とてもきれいだ」

　アドニスの内に嗜虐しぎゃく的な幸せが湧いてくる。自分だけが知っているエミーアだった。純粋で気高い王太子妃が自分の前ではこんなにもあられもない姿を見せている。アドニスが与える快楽にいとも簡単に溺れてしまう。

「花嫁衣裳のエミーアは本当に美しかったが、今の君もたまらない」

「……やっ……だめっ」

　エミーアがすすり泣きのような声で懇願するが、アドニスはやめなかった。

「……あっ」

　エミーアがアドニスに強くしがみついて嗚咽するように体を震わせた。アドニスは達したエミーアの中から指を抜くと、エミーアを抱き上げ、ベッドに横たえた。

　仰向けに寝ころんだまま、エミーアは自分に覆いかぶさるアドニスを見つめた。

「これから何をするかわかるね？」

「愛する者たちの行為ね」

「そのとおりだ。毎晩愛しあおう。そしていつか、愛の証がエミーアの中に宿るんだ」

「愛の証……」

　エミーアは意味がわかって、そっとお腹に手をあてた。エミーアの中で、断片的な知識がようやくひとつにつながった。

（いつか、アドニスとわたしの子が生まれる……）

　どんな子が生まれるのだろうか。エミーアは湖水の瞳をもつ王太子を見つめた。言葉を交わしても、体を合わせても、あふれてしまう想いは、ふたりの血が混じり合った御子として結実するのだ。

「楽しみだわ」

　エミーアは心からそう言った。

「俺もだ。だから、たくさんしよう」

　アドニスは純白の夜着を脱いで裸になった。エミーアのふとももに手を這わせていく。するすると夜着がまくり上げられ、エミーアの脚がすっかり露わになる。

「なんだか緊張するわ」

「仕方ないさ。アレン王太子とエミーア王太子妃としての初めての夜なんだから」

　アドニスはエミーアの脚にキスをした。ふとももから始まって、だんだん下りていき、くちびるは足の指まで到達した。

「……アドニス、だめよ、そんなところ」

　エミーアは足を引っこめたかったが、アドニスの手につかまれて動けない。

「今夜は隅々まで愛したい」

　そう言うと、アドニスはエミーアの足の指を口に含んだ。

「……やっ」

　エミーアは悲鳴をあげた。そんなところをなめられて、変な声をあげるなんておかしいと思うのに、アドニスが指を吸い、舌を這わせるたびに、くすぐったさとは違う妙なざわめきが背筋を駆けのぼる。

「可愛い指だ。どこもかしこも可愛いよ」

　アドニスはどの指もひいきすることなく端から一本ずつ丹念に愛していく。エミーアにとっては気の遠くなるような甘い拷問だった。足をなめるなんて、そんな汚いことをアドニスにさせてはいけないのに、気持ちよくて抵抗できない。

「君は、どこもかしこも感じるんだな」

「そんなこと……な……」

　くちびるが脚を伝ってくる。エミーアはアドニスの言葉に暗示にかかったみたいに、どこに触れられても身をよじらせた。ふとももをつかまれ、体を開かれる。濡れきった敏感なひだがアドニスの視線にさらされる。

「いい香りがする」

　アドニスが顔を近づけてささやいた。濡れた息がかかるだけでエミーアは感じて、かすれた声を漏らした。

「……浴室にたくさん花が飾られてたの」

「なるほど。だがこれは花の香りではない。君の欲情の匂いだ……」

　そんなことを言われて、エミーアは恥ずかしくてたまらなくなるが、アドニスはエミーアを恥ずかしがらせることに喜びを感じているようだった。

　アドニスの手がエミーアのふとももをなでる。何度もなでるのにその手はエミーアの欲情の泉に触れずに通り過ぎてしまう。

「……アドニス……」

「ここに、キスしてほしい？」

　エミーアは恥ずかしいのも忘れてうなずいた。

（わたし、おかしくなっている……）

　届きそうで届かないくちびるがもどかしくて狂いそうだった。だが、求めたものは与えられなかった。

「キスはお預けだ。もっと欲しくなったら違うものをあげよう」

　その言葉にエミーアの体は切なくうずいた。今日が本当の初夜ではないエミーアには、もうそれが何かをわかっていた。

　夜着を脱がされる。アドニスのキスはエミーアの中心を通り過ぎ、腰や胸にのぼっていく。

「……アドニス」

　熱に浮かされたようにエミーアはつぶやいた。

「会いたかった」

　この一か月が、どれだけ長かっただろう。この日をどれだけ待ちわびただろう。

「俺もだ」

　アドニスがキスより甘いまなざしで、エミーアを見つめる。

「……欲しいんだね？」

　エミーアはうなずいた。

「それはよかった。実を言うと、俺はもう、君を焦らしている余裕がない」

　脚を開かれ、アドニスの欲望が突きつけられる。

「愛しているよ、エミーア」

「んっ……やああっ」

　みしみしと体を引き裂きながらアドニスが入ってくる。ずっと欲しかったものが、ついに与えられて、エミーアは涙を浮かべた。体いっぱいに満たされる。

「……きついな。初めてのときみたいだ」

　アドニスがささやいた。

「締め上げられる。まるで俺をむさぼり求めるみたいに」

　エミーアは恥ずかしさにくちびるを噛んだ。

「そんなこと……言わないで……」

「言いたいんだ。嬉しくてたまらないから」

　アドニスがエミーアの腰を持って引き寄せた。

「……ああっ」

　アドニスが腰を打ちつけるたびにエミーアの体の奥に鈍い衝撃が走る。それは痛さともしびれとも違う感覚だった。少しずつ溜まっていく快感だった。

「……やっ……だめっ」

「エミーア……きれいだ。俺だけが見るエミーアだ」

　アドニスの動きはいきなり激しかった。あまりの快感にエミーアの目から涙がこぼれ落ちる。声が止まらない。恥ずかしいのに、それをアドニスに見られることが嬉しかった。

「たくさんの人がエミーアを美しいって褒めていた。俺はそれに嫉妬していた」

　揺れる乳房をつかまれ、つぼみをいじられる。

「……やっ……ああ」

「もっと見せて。俺だけのエミーアを」

「やああっ……」

　背を震わせてエミーアは達した。ぐったりしているエミーアの耳にキスをして、アドニスはエミーアにささやいた。

「今夜は止められない」

「……んっ」

　アドニスが再び動き始める。今度は奥へ打ちつけるのではなく、弧を描くようにエミーアのあらゆる場所を刺激してくる。震える花弁が巻きこまれ、アドニスの腹でこすられる。エミーアは貫かれるたびに、懇願するような泣き声をあげた。

「やっ……だめ……そんなの」

「だめなのか？　俺はとても気持ちがいい」

「……気持ちよすぎておかしくなっちゃう」

「じゃあ、もっとやろう」

「……やあっ……あっ」

　エミーアの悲鳴は止まらなくなる。理性も吹き飛んでしまう。

「……わたし……変……」

「俺も同じだ。エミーアといるとおかしくなる。その姿と声が俺を狂わせる。初めて出会ったときからそうだった」

　アドニスが感極まったようにエミーアを抱きしめた。そして、激しく動き始める。

　エミーアの悲鳴がすすり泣きのようになってもアドニスは止められなかった。

「エミーア……愛してる」

「わたしも……」

　エミーアの体が大きく痙攣した。アドニスは自分のものを一度引き抜くと、快楽の海へ沈んでいくエミーアの体を引き上げ、裏返してベッドに横たえた。

「こっちからも愛したい」

　うなじにキスを浴びせられる。腰を引き寄せられる。気がつくと、エミーアはアドニスに向けてお尻しりを突き出した格好になっていた。

　アドニスの指がエミーアの無防備にさらされた花弁をなで始めた。

「やっ……」

　ふとももの間に差し入れられるときよりも動きが激しくて、エミーアは悲鳴をあげた。指が中に入ってくる。ジュプリと音が聞こえる。クチュクチュとアドニスの指の動きに合わせていやらしい音がする。

「エミーアの蜜があふれてくる。シーツにも滴り落ちてくる」

「アドニス……お願い……灯りを消して」

　部屋はランプで明るく照らされていた。壁に映ったエミーアのシルエットは四つ足のケモノのようだった。

「どうして。そんなことをしたら君が見えない」

「だって……こんな格好恥ずかしいわ……」

「恥ずかしがる余裕がまだあるんだな」

　指の本数が増やされてエミーアは悲鳴をあげた。制御できない快楽に翻弄される。

「……んんっ……あっ」

　頭の中が白くなる。何も考えられなくなる。

「君のすべてを見たいんだ。恥ずかしいなんて言わないでくれ」

　エミーアは悶えながらうなずいた。シーツをつかむ。

「や……」

　エミーアが背をそらしてびくびくと痙攣した。まるで羽根を折られた天使が飛び立とうとしているようだった。

　アドニスはベッドに崩れ落ちるエミーアのお尻を手でつかむ。

「アドニス……？」

　アドニスが何をしようとしているのか、エミーアにはわからなかった。が、とろとろに溶かされた入り口に、固く大きなものが触れて、ぞくりと身を震わせた。

「いくよ」
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「……やっ……待って」

　エミーアは懇願した。こんな姿勢で貫かれるのは初めてだった。

「待てない。君が可愛すぎるのが悪い」

　容赦なくアドニスの太くて固い欲望がエミーアの体に打ちこまれた。

「んっ……やああっ」

　アドニスはのけぞったエミーアの耳元でささやいた。

「いつもと感じ方が違うね。よい場所にあたってるの？」

「そんなのわからない……」

「わかるはずだ。自分の体なんだから。もっとよく感じて」

「……やっ……だって……」

　アドニスのものが動くと何も考えられなくなる。同時に指が乳房をつかみ、別の快感を与えてくる。エミーアの腰を引き上げて、アドニスは攻め続ける。

「俺がこの一か月、どれだけ君を欲しくてたまらなかったか、わかるか？」

　エミーアは悶えながらうなずいた。むさぼるように愛されて、アドニスの気持ちが伝わってくる。

「止められない」

「……やっ……ああっ」

　エミーアはまた体を震わせた。越えれば越えるほど、忘我の海は甘くなる。ひからびてしまうのではないかと思うほど、次々と蜜があふれ、ふたりをつなぐ快楽を増強していく。

「エミーア……君を壊してしまいそうだ……」

「……壊して」

「エミーア……」

　アドニスは自分を制御できなかった。エミーアのやわらかなお尻に自分の欲望を叩きつける。エミーアの悲鳴が止まらなくなる。

「……ああ、もうだめっ」

　アドニスはエミーアを後ろから抱きしめた。そうして、エミーアのびくびくと痙攣する体を感じながら、最高潮に達した欲望をついに放った。

　エミーアがベッドに崩れ落ちる。アドニスはエミーアを正面から抱きしめると、長い口づけをした。

　ふたりは見つめ合った。もう言葉はいらなかった。ふたりの心も体も愛ですっかり満たされていた。





　　　エピローグ







　エミーアはなつかしいレイナス国の王宮の庭を、アドニスと並んで歩いていた。明日、レイナス国で剣術大会が開催される。それに合わせて王宮を訪問したのだ。

　四年ぶりだったが、王宮の様子はまるで変わっていない。ただ、キースは背が高くなってすっかり大人びていた。

「お母様！」

　庭の奥からふたりの小さな子どもが駆けてくる。男女の双子だった。その後ろからレイナス国王が歩いてくる。

「ここよ！　子どもたち」

　エミーアはその場にしゃがみこむと満面の笑みで両手を広げ、胸に飛びこんできた双子をいっぺんに抱きしめた。

「陛下に遊んでもらったのね」

　エミーアが言うと、男の子が無邪気に叫んだ。

「違うよ。僕が陛下と遊んであげたんだ」

「こら、フランスタ。陛下に対してなんて失礼なことを……」

　アドニスは思わず叱ったが、王は、笑っている。

「フランスタの言うとおりだ。アドニスが私と遊んでくれなくなったから、フランスタが代わりに私と遊んでくれたんだ」

　王と同じ名の子どもはほおを紅潮させて、誇らしそうな顔でアドニスを見た。アドニスは苦笑しながらフランスタを抱き上げた。

「さあ、食事の用意ができている。レイナス国の料理を食べるのもひさしぶりだろう」

　王が客人を誘って、一同は宮殿に入る。

　もうひとりの双子の片割れが、両手に抱えていた花をエミーアに見せる。

「めずらしいお花がたくさんあったの。陛下が好きなの摘つんでいいって」

「よかったわね、セイラ」

　エミーアは小さなセイラの頭をなでる。セイラはあたりをきょろきょろ見回して、

「ねえ、お母様。今夜はここに泊まるの？」

　と尋ねた。

「ええ、そうよ」

「いつものお話、今夜も聞かせてくれるでしょう」

「もちろんよ」

　エミーアは微笑んだ。

　セイラのお気に入りは、森で出会った姫と騎士が、王子と王女になって幸せな結婚をする話だった。もう何度も語ったのに、セイラは飽きずにねだり続ける。その様子は、幼い頃のエミーアそっくりだった。





　　　あとがき







　初めまして。寒竹泉美といいます。普段は現代ものを書いているので、外国が舞台の乙女ノベルを書いたのは本作が初めてでした。いやあ、お姫様やらお城やらドレスやら騎士やらが登場する世界はやっぱりいいですね。この物語を書き終えたとき、わたしの頭の中心には子どもの頃に読んだ数々のおとぎ話が大切に飾ってあって、わたしは今もそれを本気で信じているのだと気がつきました。他人を思いやる美しい心の持ち主は、最後に幸せになるのです。絶対に！　これからもそれを信じられる物語をつむいでいこうと思います。

　篁ふみ様の美しくて幸せいっぱいなイラストで命が吹き込まれ、たくさんの方の素晴らしい仕事によって素敵な本が出来上がって、この話のヒロインに負けず劣らず、わたしは幸せいっぱいです（あとがきって、のろける場所ですよね？）。お手にとっていただき、もしくは読み終わっていただき、ありがとうございました。出会ったときから両想いなのに、運命に翻弄されてなかなか想いを告げられないふたりの焦れ甘な恋物語。うっとりたっぷり楽しんでいただけたら嬉しいです。またどこかでお会いできますように。
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